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青森県公害調査事務所報の発刊にあたって

所報第 8号をお届けいたします。

当所の所報は当該年度の調査、業績の概要と調査事業の中からいくつかの研究

テーマを選び、毎年発行を目標にしてとりまとめて参りましたO 今回の所報も足

跡を標すことを念頭に、地域特性に着目した小論のとりまとめに意を配しました。

我が県のめざす目標の一つに「良好な生活環境の確保Jを掲げております。今

後も地域のより良き環境の創造に向け、小さな努力を重ねて参る所存であります。

ご一読の上ご叱正、ご助言を給われば幸いと存じます。

昭和 61年 12月

青森県公害調査事務所長 和 泉 四郎
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I 一般概要



1 所管区域

名 称

青森県公害調査
事務所

2 沿革

所 管 区 域

青森市、弘前市、黒石市、五所川原市、むつ市、東津軽郡、西津軽郡、

南津軽郡、北津軽郡、中津軽郡、下北郡

昭和49年4月1日 青森公害調査事務所開設。

庶務課及び調査規制課の2課制が設けられ、調査規制課に大気係及び水質係が置かれる。

昭和55年 4月1日 組織改正により調査規制課が廃止され、大気課及び水質課が設けられ3課制となるD

昭手国6年4月1日 青森県公害調査事務所に名称変更となるD

昭和57年10月1日 旧血液センターの庁舎を全面改修し、公害調査事務所の検査及び管理部門を移設したD

3 組織及び分掌事務

4 職員の状況

人

職 名

員

事務吏員 5 (4) 

技術吏員 13 

技能職員

技能主事 2 (1) 

技能技師 2 (1) 

そ の 他 2 

計 24 (6) 

1. 庶務に関することO

2. 公害に関する知識の普及および公害防止の思想高揚に関することO

3. 特定工場における公害防止組織の整備に関することO

1. 大気汚染、騒音、振動および悪臭の規制等に関すること O

2. 大気汚染、騒音、振動および悪臭の防止のために必要な監視および測定

に関すること。

3. 大気汚染、騒音、振動および悪臭の防止に係る調査および試験研究に関

すること。

4. 放射能に係る調査研究に関することO

1. 水質の規制等に関することO

2. 水質汚濁防止のために必要な監視および測定に関すること。

3. 水質汚濁、土壌汚染および地盤沈下の防止に係る調査および試験研究に

関すること。

昭幸田l年4月1日現在

内 訳

所 次
庶務課

大 水

長 長
気課 課質

4 (4) 

5 7 

2 (1) 

2 (1) 

2 

10 (6) 5 7 

( )内は兼務職員
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5 業務分掌 昭手間1年4月1日現在

職 名 氏 名 主 担 業 務

所 長 和 泉 四 e~ 所内統括

次 長 佐 藤 健四郎 所長補佐

庶務課 課 長 藤 田 貝 課の総括

総括主査 長谷川 薫 予算・決算・国の委託業務報告

主 事 角 田 繁 子 給与・昇給・共済組合・厚生会・臨職任用

主 事 )11 崎 寛 歳出・旅費・物品の購入・保管

技能技師 鎌 田 清 己 公用車運転維持管理

11 杉 田 勇治郎 同 上

技能主事|藤 田 智 子 試験検査器具保守整備

藤 林 マツヨ 同 上

大気課 課 長 西 沢 睦 雄 課の総括

総括主査 今 武 京市 放射能調査・粉じん調査・酸性雨調査・騒音振動規制指導

11 花 田 裕 大気汚染規制指導・自動測定機の常時監視

主 査 今 直 己 ばし、煙・排ガス測定調査・降下ばいじん調査

技 師 木 キサ 秀 樹 放射能調査・悪臭調査

水質課 課 長 珍 田 雅 隆 課の総括

総括主査 工 藤 孝 主c=，主 水質汚濁の規制指導・水質汚濁機構解析

技 師 高 井 秀 子 水質監視・土壌汚染

11 工 藤 健 化学物質調査研究・水質汚濁調査研究

上 底質・富栄養化調査研究

λγ l 角 田 智 子 徴生物調査研究

λγ l 中 キす 稔 重金属・地下水調査研究
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6 転入、転出した職員名簿
昭和61年4月1日現在

区 分 職 名 氏 名 備 考

転 入 総括主査 工 藤 孝 宣 公害課より

技能技師 鎌 田 清 己 消費流通課より

転 出 主 査 工 藤 精 一 公害センターへ

技能技師 八木沢 徳 蔵 県議会事務局へ

7 主要機器一覧

口E口3 名 規 格 数量 整備年度

ガスクロマトグラフ 目立663-30 57. 12.25 

/f ノミリアン2700-10 47. 9. 16 

/f 島津GC-4BMPF-FP 47. 9. 26 

/f /f GC-4BITF 1 47. 9.26 

原子吸光炎光分光分析装置 シャーレノレアッュ AA-781 52. 3. 23 

/f 島津AA-670 61. 2. 28 

分光光度計 目立100-40 1 50. 3. 26 

/f /f 228型 58. 9. 27 

二酸化し、おう、浮遊粉じん自動測定装置 電気化学GRH-73 2 54. 10. 31 

大気中窒素酸化物測定装置 11 GPH-74 2 54. 10. 31 

気象観測装置 光進電気KANT品 1-1100 2 54. 12. 20 

オートダストサンプラー . 濁川理化NG-2-4 -D-1982 57. 7. 6 

デジタル騒音計 リオンNA-76 52. 3. 31 

/f /f NA-33 61. 2. 14 

ガンマ線スベクトロメーターシステム 日本原子力事業KKNAIG-Eシリーズ 56. 3. 31 

モニタリングポスト アロカMAR-R42 55. 1. 11 

/f MSR-R42 58.11. 30 

サノレファメーター /f ]SA-201 52. 12. 14 

1， 堀場SLFA-800 61. 3.10 

パーソナノレコンピュータ NEC N -5200/05 58. 9. 10 
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8 研究発表等

8.1 研究発表

期 日 名 称 開催地 発表 者等

60. 10. 29 第11回北海道、東北ブロック公害研究連絡協議会 山形市 今 武純

(中小都市河川の水質汚濁について) 0工藤 健

30 

60. 12. 5 第12回環境保全、公害防止研究発表会 東京都 和泉四郎

(青森市における降下ばし、じんの傾向) 高井秀子

6 0木村秀樹

61. 1. 23 第21回青森県環境保健部職員研究発表会 青森市 メ~、 武純

(青森市における雨水のpH変動について)

61. 1. 23 第21回青森県環境保健部職員研究発表会 青森市 三上 一

(十三湖の水質について)

61. 1. 23 第21回青森県環境保健部職員研究発表会 青森市 中村 稔

(公共用水域における底質の状況)
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8.2 研究会等

期 名 称 出 席 者

(セミナ一等参加)

6 O. 12. 3 I第27回環境放射能調査研究成果発表会 |千葉市|今 武純

(放射線医学総合研究所主催)

4 

61. 3. 11 第20回水質汚濁学会 l東京都|和泉四郎
中村 稔

13 

(研修参加)

60. 10. 21 I第8回環境放射線モニタリンク技術課程研修 |千葉市|木村秀樹

(放射線医学総合研究所主催)

11. 1 

60.11. 11 第13回東北六県公害行政担当職員研修 |仙台市|花田裕一

(東北自治研修所)

16 

61. 1. 20 悪臭分析研修 |所沢市|今 直己

(環境庁公害研修所)

29 

(会 議)

60. 5. 16 I昭柿0年度全国公害研協議会北海道東北支部総会 |宮城県 和泉四郎

(蔵王町) 川崎寛一

17 

60. 6. 28 第14回全国公害研協議会総会及び公害試験研究機関等所長会 東京都|和泉四郎

議

29 

60. 7. 3 第12回原子力施設等放射能調査機関連絡協議会 水戸市 藤田 貢

4 

60. 12. 4 全国公害研秋季総会 東京都|和泉四郎

6 
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I1 事業概要

第 1 庶務課関係



1 .苦情処理に係る事務

昭和60年度における公害苦情の処理状況は表 lのとお

り合計9件であり、内訳は大気汚染関係 2件、水質汚渇

関係7件であった。

表1. 苦情の申立て及び処理状況

番|公害の!被害の種類|発生源!被害地域の特性号|種 類 I'I/)(.. -a- v./'t~r)r-t I所在中 苦情内容

河川への油流出

1 1水質汚濁|油流出|青森市 I{主居地域

(昭和60年4月"""61年3月)

処理状況

自動車整備工場かち清掃作業

中に不注意により流出したも

ので厳重に注意し再発防止を

指導。

河川への油流出

2 1水質汚濁|油流出|青森市|都市計画医域外

自動車整備団地からの漏出と

考えられたが、発生源は特定

できず口

河)11'"、の廃油流出

3 1水質汚濁|油流出|弘前市|準工業地域

廃油回収車から廃油タンクが

落下したものであり、再発防

止を指導。

汚濁水の水田への流入

4 I水質汚濁|動植物被害|青森市|都市計画区域外

0排水処理施設から放流口へ

のパイプに亀裂が入ってい

たので修理を指示。

0処理装置の適正管理を指導。

河川への汚濁水排出

域地業工準市森青
的

害
被

覚

的
理

感

心濁汚質水「ひ

0排水の水質検査の結果、排

水基準を超えていた(SS) 

ので厳重注意。

O排水処理施設の改修を指示。

出剖UU水濁汚のへ域海域地業工市森主円
的

害
覚

酬
感

凋濁汚質水
内

h
U

0調査の結果、汚濁水の排出

は認められなかった。

第一種住居 揚鍋の直火炉(法対象外)か 0バ ナーの点検・修理を指
7 1大気汚染|財産被害青森市 専用地域

らの黒煙発生 刀言。

感覚的
青森市 住居地域

クリーニシグ工場からの油
8 I水質汚染

(廃水)の排出心理的被害

大気汚染感覚的 畳製造工場からのワラくずの|防護壁の設置を指導。
9 I 稲垣村都市計画区域外
騒音心理的被害 飛散及び騒音発生
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2 .公害防止管理者等に係る届出事務

特定工場における公害防止組織の整備に関する法律に

基づく昭和6α年度末における公害防止管理者等の選任状
況は表2のとおりである。

表 2 公害防止管理者等の選任状況

メ:特定 公害 Yふ¥コ、 量1=1至 防 止 #白均 理

防止 大 気 関 係 水 質 関

工場数 統活者 計 1種 2種 3種 4種 計 1種 2種

(12)食料品 6 
4 5 5 
(2) (2) (2) 

(13)飲料・飼料 2 
(1) (1) (1) 

(15)繊維製品
1 

(1) (1) (1) (1) 

木材・
5 (16) 木製品 (0) (0) (0) 

(19)出版・印刷

石油・
21 
8 18 18 

(21) 石炭製品 (7) (13) (13) 

(22) プラスチック
製品 (1) (1) (1) 

窯業・
66 
22 2 1 

(25) 土石製品 (21) (1) (1) (0) 

(32) 精密機械
器具 (1) (1) (1) 

(37)ガス業

ムロ 計 105 
39 29 1 27 2 
(34) (19) (1) (1) (17) (2) (1) 

注) ( )内は代理者数である。

- 8 ー

者

係

3種

( 61. 3. 31現在)

公害防

粉じん 止主任

4種 関係 管理者

1 

(1) 

4 
(2) 

46 
(31) 

50 

(1) (33) 



第 2 大気課関係



1 .大気汚染防止対策

1. 1 概 要

大気汚染防止法及び青森県公害防止条例に基づく、管

内のばし、煙発生・関係施設は合計で 1，642施設である O

これら施設について、 60年度は合計 159施設の立入検

査を実施し、排出基準の遵守、自主測定の励行等を重点

に規制指導を行った。

この他、粉じん発生・関係施設は合計832施設が設置

されており、このうち 276施設について使用基準・管理

基準の遵守等の指導を行った口

大気汚染状況の監視は青森市内 2ケ所に設置された自

動測定局で実施している他、半分析による測定を 3-5

市、 9-28ケ所で実施した。

また、スパイクタイヤによる道路粉じん調査を57年度

から継続して実施した口

1. 2 発生源の規制、監視指導

1.2.1 ばい煙発生施設等に係る届出義務

昭和60年度における大気汚染防止法及び青森県公害防

止条例に基づく届出の受理件数は表 1・1のとおりであ

り総計で334件であった。

また、昭和61年 3月31日現在の大気汚染防止法に基づ、

くばL、煙発生施設、粉じん発生施設及び青森県公害防止

条例に基づくばし、煙関係施設、粉じん関係施設の設置状

況は表 1・2及び表 l・3のとおりであった。

表 l・l ばL、煙発生施設等届出併教

(昭柿0年度う

;γ¥¥ご!設置届出 使用届出 変更届出 氏変更名届等出 使止 用廃届出 承継届出 計

大気汚染
ばL、煙発生施設 58 O 31 33 43 15 180 

防止法
粉じん発生施設 33 O 9 O 9 O 51 

県公害防
ばL、煙関係施設 51 O O 8 8 3 70 

止条例
粉じん関係施設 19 O O 13 O 33 

計 161 O 41 41 73 18 334 
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表 1・2 ばし、煙発生・関係施設設置状況 (昭和61年 3月31日現在)

分 大 気 汚 染 防 止 法 県公害防止条例

号 (1) (2) (5) (9) (11) (13) 。心 施 工 (1) (2) 施 工

場 場

て種類
ボ ガ 金 セ 溶 骨 そ 廃 鉛

設 . ボ 廃 設
ス 属

メ
材 の 棄 棄

イ ン 他 物 溶 事 イ 物 事
市 発 溶 ト 融 乾

乾 焼 数 業 焼 数 業
フ
生 解

却炉焼
燥 燥 却

解
場
フ
却 場郡

炉 炉 炉 炉 炉 炉 炉 計 数 炉 計 数

青 森 市 374 (2) 10 2 25 412 283 241 13 254 184 

弘 前 市 194 3 11 210 146 118 6 124 91 

黒 石 市 29 3 6 39 27 8 8 7 

五所川原市 42 4 4 50 34 16 16 13 

む ーコ 市 51 3 7 61 40 53 5 58 43 

東津軽郡 29 11 40 29 15 2 17 12 

西津 軽郡 35 4 7 46 36 31 3 34 27 

中津 軽郡 14 1 15 13 11 11 6 

南津 軽郡 73 3 行 82 61 36 37 32 

北津 軽郡 30 2 1 7 40 28 16 6 22 18 

下 北 郡 25 1 2 10 38 26 27 l 28 18 

管 内 計 896 (2) 33 6 94 1， 033 723 572 37 609 451 

表 1・3 粉じん発生・関係施設設置状況 (昭和61年 3月31日現在)

分 大気汚染防止法 県公害防止条例

号 (2) (3) (4) (5) 施 事 (1) (2) (3) (5) (6) 施 事

て種類
堆 コ 破 ふ 設 業

た コ
破砕機
ふ 動

設 業

ン
機砕 し、 ン

力

市 積 . る 数 場 る 打 数 場
Iく:

摩機砕
積 Jえ

摩砕機
車市郡

場 ア し、 E十 数 場 ア し、 機 言十 数

青 森 市 20 92 43 23 178 18 11 111 15 25 163 24 

弘 前 市 5 2 8 5 3 2 6 3 

黒 石 市 3 11 8 4 26 4 3 28 11 3 46 7 

五所川原市 3 3 3 3 4 7 4 

tr ーコ 市 7 7 7 6 7 13 8 

東津 軽郡 8 34 15 12 69 5 2 19 21 4 

西津軽郡 4 5 4 3 3 l 8 4 

中津 軽郡 2 32 16 10 60 3 4 24 2 10 40 4 

南津軽郡 9 30 13 8 60 9 2 35 6 6 50 10 

北津 軽郡 5 11 6 22 5 5 10 4 2 21 6 

下 北 郡 8 10 6 3 5 9 4 

管 内 計 74 213 103 58 448 69 45 248 41 47 3 384 78 
ー---L...ーーーー
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1.2.2 発生源規制指導

大気汚染防止法及び青森県公害防止条例に基づいて、

ばし、煙発生・関係施設及び粉じん発生・関係施設への立

入検査は表 1・4及び表 1・5のとおり実施し、ばL、煙

の排出状況及び施設の実態の把揖に努めた。

また、一部施設については表 1・6のとおりばし、煙測

定を実施するとともに、表 1・7のとおり使用燃料(重

齢の研諒扮調陀を行し制駈湛準¢遁合状況を調査した。

表 1・4 ばL、煙発生・関係施設立入検査状況

施 設 数
工場・事

市 町 キサ 区 分

ボイラー 乾燥炉 廃焼 却棄 物炉 その他 計
業場数

青 森 市 大県公気害汚染防防止止条法例
77 2 10 89 52 
17 18 11 

弘 前 市 大県気公害汚染防防止止条法例
15 2 2 19 10 

五所川原市 大県気公汚害染防防止条止法例
2 2 

む ーコ 市 大県公気汚害防染防止止条法例
8 8 3 
2 3 

その他地域 大県気公汚害染防防止止条法例
13 3 17 8 
2 2 

計 大県気公汚害防染防止止条法例
113 4 17 135 74 
21 3 24 14 

メ口』 計 134 4 20 159 飽

表 1・5 粉じん発生・関係施設立入検査状況

施 設 数

市 町 キサ 区 分 事業場数

堆積場 コンベア 破砕機 ふるい 動力打綿機 言十

主円主三 森 市 大県公気害汚染防防止条止例法
4 27 12 6 49 4 

29 5 10 45 ら

弘 日IJ 市 大県気公汚害染防防止条止法例
2 2 2 

里 石 市 大県気公汚害染防防止条止例法
9 5 4 18 
14 5 19 

そ 他 大県気公汚害染防防止止条法例
8 42 17 14 81 4 

の 49 4 8 62 5 

計 大県気公汚害染防防止止条法例
14 78 34 9 24 150 11 

2 92 23 126 11 

メ口~ 計 16 170 43 47 276 22 

咽

-A
'
E
A
 



表 1・6 ばL、煙測定結果

調リ 定 値
工場・事業場名 所在地 施 設 名 測定項目 単 イ立 排出基準 適 否

最高 最低 平均

ばいじん fJ / m3N 0.41 0.30 0.35 0.50 適 メ口L 

A清掃センター 青森市 同廃棄物焼却炉
HCO nlfJ/m3N 443 31 230 700 適 ム仁I、

ばいじん fJ / m3N 0.045 0.50 適 メ口L 

B清掃工場 弘前市 ω廃棄物焼却炉 HCO 容量比ppm 99 77 88 300 適 メI1L 

HCO 1119/ m3N 415 39 220 700 適 l仁L司

C 木材糊 青森市 (1)ボイラー ばいじん fJ / m
3N O. 11 0.40 適 メ口込

Dセメント工場 東通村 (9)暁セメン卜
成炉

NOx 容量比ppm 293 161 230 250 適 Z口h 

表 1・7 燃料重油中のS分測定結果

調リ 定 対 象
市 町 キす 測定検体数

工 場 数 施 設 数

青 森 市 24 55 24 

ヲム 目IJ 市 5 9 5 

む つ 市 3 10 4 

浪 岡 町 2 

計 33 76 34 

1. 3 環境大気の監視調査

1. 3.1大気汚染自動測定記録計による常時監視

大気汚染防止法に基づく常時監視は、青森市内の 2局

において二酸化硫黄、窒素酸化物、浮遊粒子状物質及び

気象について実施している。

黄が O.0 17 ~ O. 008 ppm、浮麟立子状勅買が O.050 ~ O. 042 

mg/m3で、いずれも長期的評価に基づく環境基準を達成

2測定局の各汚染物質の監視結果について環境基準の

適合状況をみると、日平均値の2%除外値は、二酸化硫

している。

また、二酸f医諒について七日平均値の98~焔は 0.036

~ O. 028 ppmで、環境基準を達成してしる O

表 1・8 大気汚染自動測定記録計による常時監視項目等

調1 定 項 目

監視地域|測 定 局

二硫酸化黄 浮状遊物粒子質 酸窒化素物 風向 風速 温度 湿度

本 町 o 園 O O O O O O O 

青 森

堤 A子"一与 校 O O O O O O O 

(注)光散乱法により相対濃度として測定された浮遊粉じんを重量濃度に換算するため、この表の 2局舎においてロー

ボリウム・エアサンプラー(サイクロン式)により常時測定を行っている O

- 12一
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表 1・9 大気汚染自動測定記録 iilーによる常時取視結果 (60~- 度)

①二酸化硫黄

口平均値が0.04pJII! 環境基準の長期的
1 U初m(tがO.lp聞を超 日平均値が0.04酬を 1 時間仰 日平均値の を超えた日が2日 評価による日平均

監 視 局 用途地域 有効測定日数 測定時間 年平均値 測定方法

えた時間とその訓合 結えた日数とその割合の最高官1{ 2 %除外伯 以上連続したこと 値0.04Jl1Uを超えた

の イま 無 日 数

(日) (時間) (pl") (時間) (労) (日) (勿) (p凹) (PJlI) (有×・無0) (日)

本町公閑 商 344 8227 0.009 。 0.0 O 0.0 0.067 0.017 O O 高感度塑

堤小学校 住 321 7855 0.005 O 。。 。 0.0 0.036 0.008 O 。 高感度塑

@ 一階化窒素、二酸化号室素及び号室素酸化物

一敗化窒素 (NO) 内妻 化 宮里 素 N02 空素酸化物 (NO+ N02) 

日平均 111与IHJ伯が 0.1 日干均fl(iが0.04円、F-均 98~ぢ値評価 日平均年N平0均2 
有効狽l 年平 1 時間備の有効 年平 l 時間 1 時間怖が0.2m以卜ー0.2PI"以 円平均怖が0.06m以上0.06f11'11以仰の による日平 有効測 年平 1時間怖の

監視局 測定時間 仰の
年間
測定測定時間 仰の酬を超えた時1m

Fの時間数とそ
酬を趨えた日数

下の日数とその1f r，:J 
均値が0.06 測定時間 僚の

年間
N/ O 

定日書自 均値最高値 日数 均値最良』自Ii数とその割合 とその割合 酬を超えた定日数 均値履高値 + 
98%flli. の許11 合 割 合98予付釘 H 数 98~ち値 N02 

(日) (時間) (P!U) (JlIU) (P!U) (日) (時間) (PI") (畑) 。i年mD (%) (時!日J) (予約 (日) (予約 (日) (予約 (JlIIII) (L1) (日) (時間) (PJII!) (PIII) (PJII!) (予約
本町公園 362 8694 0.010 0.205 0.043 361 8680 0.019 0.087 。。。 。0.0 。 0.0 4 1.1 0.036 。 361 8680 0.029 0.260 0.076 65.5 
堤小学校 321 7859 0.000 0.164 0.032 317 7803 0.013 0.122 。。。 0.0 。 0.0 2 0.5 0.028 。 317 7799 0.019 0.258 0.057 68. 5 

」一一」

③ 浮遊粒子状物質

日平均値がO.lOmg/ 環境基離の長期l的
11時間怖が0.20mg/ 日平均fif(がO.lOmg/ 日平均怖の2Sぢ m'香子超えた日が2日 評価による日平均

監 視 局 有効測定日数 。llJ 定時間 年平均似 がを超えた"与/1甘数と m'を超えたEl数と 1時mJ(t1iの最高値 測定方法

その割合 その割合 除外値 以上連続したことの 前O.IO
mp/ m'を超

有 無 えた日数

(日) (時liiD ("'p/ m') (時間) (予約 (日) (勿) (m9/ m') (mp/ば) (有×・無0) (日)

本町公閤 357 8560 0.021 14 0.2 0.3 0.506 0.050 O 。 光散乱法

堤小学校 331 8046 0.016 5 0.1 。 0.0 0.379 0.042 。 。 " 



1. 3. 2 手分析による大気汚染状況の監視

手分析による大気汚染状況の監視は管内5市で、硫黄

酸化物等について調査しているO その内訳を表1・10に

示した。項目別・濃度範聞の年平均値は

0硫黄酸化物 : O. 012 ~ O. 157昭 S03/100crft/日

O窒素酸化物 : O. 001 ~ 0.013昭 N02/100crft/日

0降下ばL、じん:3. 05 ~ 5. 28 t / knl/日

0浮遊紛じん : 38. 7 ~ 87.5 μ9/が

0浮遊粒子状物質 :15.6~2 1. 1 p.9/m3 

O粒径別浮遊紛じん :34. 6 ~ 67. 5 p.9 / m
3 

となっており、前年度と比較して窒素酸化物を除き減少し

ている。調査結果を表 1 ・ 11~ 1・14に示した。

表 1・10 手分析による大気汚染調査地点

調 査 項 目

用途
硫 黄

市区分 調 査 地 ，点 窒 素 降下ば 浮 遊 浮 遊 粒径別

地域 粒子状 浮 遊

酸化物 酸化物 いじん 紛じん 物 質 紛じん

青 森 市 役 所 商業 O O O O O 

青 消費生活センター 商業 O O O O 

浪打中学校(旧北高) 住居 O O O 

青 森 工業 高 校 住居 O O O 

青 森 東 高 校 住居 O O 

森
教 育 セ ン タ 住居 O O 

明の星短期大学 住居 O O 

新 城 ρ寸主4ー与 校 住居 O O 

金 沢 ρ寸u一与 校 住居 O O 

{田 Aザhー色 校 住居 O O 
市 堤 Aすふらー 校 住居 O 

本 町 ノ4、:;: 園 商業 O 
弘 日IJ メ口』 同 庁 ~ 住居 O O O 

弘 弘 前 市 役 所 商業 O O O O 

東 ~t 女 子 大 住居 O O O 

藤 村 機 器 商業 O O O 
弘 前 保 健 所 住居 O O 

日IJ
東 奥義塾 局 校 住居 O O 

域 東 A寸>4ー 校 未 O O 
和 徳、 ρ寸~ら 校 住居 O O 

致 遠 ρ寸おーら 校 住居 O O 

第三大成小学校 住居 O O 
市 朝 陽 A寸見一 校 住居 O O 

清 野 袋 未 O 
黒石市 黒 石 民マ心ιー 校 住居 O O 

黒 石 消 防 署 商業 O O 
五所川原市 五所川原小学校 住居 O O 

五所川原消防署 住居 O O 
むつ市 む 一〉 保 健 所 商業 O O 

む て〉 商 工会館 住居 O O O 
ι 

(注)硫黄酸化物...・H ・-………・二酸化鉛法

窒素酸化物……………アルカリろ紙法

降下ばいじん…...・ H ・..…デボジッ卜ゲージ法

浮遊紛じん………………ハイポリウムエアサンプラー

浮遊粒子状物質…………サイクロン付ローボリウムエアサンプラー

粒径別浮遊紛じん………アンダーセンハイボリウムエアサンプラー

A
官

官

i
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市 区分

青森市

弘前市

むつ市

五所川原市

黒石市

測定地点

青森市役所

消費生活センター

浪打中学校

青森工業高校

青森東高校

教育センター

明の星短期大学

新城小学校

金沢小学校

イ田 ρ寸hιム 校

弘前合同庁舎

弘前市役所

東北女子大学

藤 村 機 器

弘前保健所

東奥義塾高校

域東小学校

和徳小学校

致遠小学校

第三大成小学校

朝陽小学校

清野袋(シェルター)

むつ保健所

むつ商工会館

五所川原小学校

五所川原消防署

黒石小学校

黒石消防署

60/4 5 6 

0.179 O. 109 0.096 

O. 187 0.101 0.045 

0.076 0.065 0.038 

0.071 0.071 0.048 

0.054 0.047 0.029 

0.066 0.063 0.027 

O. 124 0.066 0.027 

0.037 0.042 0.012 

0.056 0.049 0.028 

0.038 0.037 0.024 

0.097 0.069 0.045 

0.074 0.058 0.036 

0.092 0.067 0.037 

0.091 0.077 0.052 

0.060 0.049 0.031 

0.066 0.054 0.045 

<0.001 0.056 0.034 

0.075 0.061 0.047 

0.037 0.037 0.021 

0.048 0.040 0.016 

0.028 0.025 0.009 

0.044 0.034 0.010 

0.050 0.043 0.022 

0.077 0.042 0.009 

0.033 0.021 0.005 

0.052 0.038 0.014 

0.034 0.023 0.001 

0.061 0.032 0.025 

表 1・11 硫黄酸化物測定結果 (二酸化鉛法)

7 8 9 10 11 12 

0.056 0.087 0.057 0.123 O. 186 O. 270 

0.052 0.073 0.037 0.063 O. 128 O. 252 

0.032 0.047 0.044 0.068 0.082 0.110 

0.038 0.067 0.044 O. 122 0.033 0.098 

0.013 0.027 (0.001 0.035 0.039 0.094 

0.016 0.038 <0.001 0.037 0.066 O. 076 

0.010 0.035 0.038 0.054 O. 148 O. 230 

<0.001 0.017 <0.001 0.012 欠測 0.048 

0.018 0.041 く0.001 0.041 0.061 O. 066 

0.001 0.019 く0.001 0.023 O. 016 0.057 

0.021 0.038 0.062 O. 101 0.075 O. 126 

0.038 0.030 (0.001 0.064 O. 063 O. 112 

0.028 0.032 0.026 0.079 0.065 0.110 

0.035 0.053 0.066 O. 111 0.105 O. 186 

0.008 0.020 (0.001 0.047 0.029 0.079 

0.037 0.033 0.060 0.063 O. 082 0.110 

0.033 0.052 0.063 0.075 0.031 0.094 

0.032 0.058 0.062 0.079 O. 109 O. 134 

0.004 0.029 0.031 0.038 0.026 0.023 

0.004 0.022 0.017 0.036 0.059 O. 104 

<0.001 0.006 <0.001 0.004 0.017 0.021 

0.002 0.013 (0.001 0.049 0.047 0.025 

0.007 0.017 0.015 0.021 0.029 0.050 

0.004 0.029 (0.001 0.041 0.049 0.080 

(0.∞1 0.014 (0.001 0.020 0.038 0.061 
0.007 0.033 0.028 0.043 0.059 0.084 

< 0.001 0.024 0.001 0.033 0.043 0.057 

0.001 0.024 0.013 0.043 0.045 0.117 

(単位:SOs1T1fJ/ 100 crft/日)

2 3 平均 最局 最低

O. 205 0.249 O. 266 O. 157 0.270 0.056 

O. 279 O. 255 0.248 O. 143 0.279 0.037 

O. 113 O. 129 0.107 0.076 O. 129 0.032 

O. 082 O. 096 0.087 0.071 0.122 0.033 

0.113 0.103 0.099 0.054 0.113 (0.001 

O. 101 0.092 0.064 0.054 0.101 (0.001 

O. 264 O. 206 O. 176 0.115 0.264 0.010 

O. 048 0.022 <0.001 0.022 0.048 <0.001 

O. 094 0.097 0.078 0.052 0.097 (0.001 

欠測 0.004 く0.001 0.020 0.057 (0.001 

O. 155 O. 143 0.092 0.085 O. 155 0.021 

O. 122 0.079 0.067 0.062 O. 122 <0.001 

O. 141 O. 149 O. 135 0.080 O. 149 0.026 

O. 186 O. 167 O. 147 O. 106 O. 186 0.035 

O. 071 0.071 0.065 0.044 0.079 <0.001 

0.115 O. 090 0.031 0.066 0.115 0.031 

0.105 0.075 0.045 0.055 0.105 (0.001 

O. 146 O. 127 0.094 0.085 O. 146 0.032 

0.063 <0.001 0.018 0.027 0.063 <0.001 

0.118 0.096 0.078 0.053 0.118 0.004 

0.033 <0.001 <0.001 0.012 0.033 <0.001 

O. 060 <0.001 0.002 0.024 0.060 <0.001 

0.020 <0.001 0.033 0.026 0.050 (0.001 

O. 092 0.093 0.111 0.052 O. 111 (0.001 

0.040 欠測 0.001 0.021 0.061 (0.001 

0.053 0.001 0.020 0.036 0.084 0.001 

0.076 0.002 0.028 0.027 0.076 (0.001 

O. 094 0.056 0.062 0.048 0.117 0.001 
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市区分

青森市

弘前市

むつ市

五所川原市

黒石市

測定地点

青森市役所

消費生活センター

浪打中学校

青森工業高校

青森東高校

教育センター

明の星短期大学

新城小学校

金沢小学校

佃 Aす唱ー 校

弘前合同庁舎

弘前市役所

東北女子大学

藤 キす 機 器

弘前保健所

東奥義塾高校

城東小学校

和徳小学校

致遠小学校

第三大成小学校

朝陽小学校

むつ保健所

むつ商工会館

五所川原小学校

五所川原消防署

黒石小学校

黒石消防署

60/4 5 6 

0.008 0.002 0.003 

0.007 0.002 0.002 

0.003 <0.001 <0.001 

0.003 0.001 0.002 

0.001 <0.001 0.001 

0.004 0.001 0.002 

0.002 <0.001 <0.001 

0.001 <0.001 <0.001 

0.001 <0.001 <0.001 

0.001 <0.001 <0.001 

0.003 0.001 0.001 

欠測 欠測 0.001 

0.002 0.001 0.001 

0.004 0.001 0.002 

0.002 0.001 0.002 

0.004 0.002 0.003 

0.003 0.001 <0.001 

0.003 0.001 0.002 

0.001 <0.001 <0.001 

0.001 <0.001 <0.001 

0.002 <0.001 0.002 

<0.001 <0.001 <0.001 

0.001 く0.001 <0.001 

0.001 <0.001 <0.001 

0.002 <0.001 <0.001 

0.001 <0.001 <0.001 

0.002 <0.001 0.002 

表 1・12 窒素酸化物測定結果 (アルカリろ紙法)

7 8 9 10 11 12 

o. 009 0.005 0.0回 0.028 0.019 0.014 
o. 006 0.006 o. 004 0.032 0.022 0.019 
o. 003 0.002 0.004 0.012 o. 006 0.003 
o. 004 欠測 0.005 欠測 0.008 欠測
<0. 001 <0.001 <0.001 欠測 0.002 0.002 

0.004 0.003 0.006 0.016 0.010 o. 007 
0.002 0.002 0.003 0.009 o. 006 0.007 
<0. 001 <0.001 0.002 0.003 o. 002 0.001 
0.002 <0.001 0.003 0.016 0.003 0.002 

0.002 0.001 0.002 0.008 0.003 o. 004 
0.004 0.003 0.007 0.010 0.014 0.010 

o. 004 0.002 o. 005 0.007 0.008 0.008 
0.003 0.002 O. 004 0.007 0.008 0.007 

O. 004 0.003 0.007 0.012 0.016 0.012 

o. 005 0.004 0.006 0.009 0.012 0.010 
O. 009 0.006 O. 008 0.011 0.018 0.013 

0.004 0.004 0.002 0.017 O. 016 0.007 

O. 005 0.004 0.009 0.013 0.018 0.016 

o. 002 0.002 o. 002 0.006 0.006 0.004 
o. 002 0.002 0.003 0.005 o. 007 0.006 
o. 002 0.002 0.003 0.004 0.008 0.002 
く0.001 く0.001 0.001 o.∞2 <0.001 0.001 
<0.001 <0.001 <0.001 0.004 0.001 0.002 

<0.001 く0.001 0.003 0.015 o. 003 0.002 
o. 002 0.002 0.005 0.024 0.007 0.004 
<0.001 く0.001 0.001 o.∞6 0.002 0.002 
0.002 0.002 0.003 0.007 0.004 0.004 

(単位:N02時/100crA/日)

2 3 平均 最局 最低

0.019 0.013 0.010 0.012 0.028 0.002 

0.024 0.015 0.010 0.013 0.032 0.002 

欠測 欠測 0.004 0.004 o. 012 <0.001 
o. 008 0.006 欠測 0.005 0.008 0.001 

0.003 0.002 0.002 0.001 0.003 <0.001 

o. 007 0.006 0.005 0.006 0.016 0.001 
o. 008 0.005 0.003 0.004 0.009 <0.001 
o. 002 <0.001 0.001 0.001 0.003 <0.001 
o. 003 0.002 0.002 0.003 0.016 <0.001 
欠測 欠測 0.002 0.002 0.008 <0.001 

o. 008 0.006 0.004 0.006 0.014 0.001 
O. 006 0.005 0.003 0.005 0.008 0.001 

O. 006 O. 005 O. 003 0.004 0.008 0.001 

0.011 0.008 O. 005 0.007 0.016 0.001 

O. 008 0.006 O. 004 0.006 0.012 0.001 

0.010 0.013 O. 005 0.009 0.018 0.002 

0.009 0.006 0.004 0.007 0.017 <0.001 

o. 015 o. 012 o. 006 0.009 0.018 0.001 
o. 003 0.003 o. 002 0.003 0.006 <0.001 
o. 006 o. 005 0.002 0.003 o. 007 <0.001 
o. 005 o. 004 o. 002 0.003 0.008 <0.001 
o. 002 o. 002 o. 001 0.001 0.002 <0.001 
o. 003 o. 004 0.002 0.002 o. 004 <0.001 
<0.001 欠測 欠測 0.002 0.015 <0.001 

0.003 0.003 <0. 001 0.004 0.024 <0.001 

o. 002 0.002 o. 002 0.002 o. 006 <0.001 
o. 006 o. 004 O. 003 0.003 0.007 <0.001 
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市 区分

青森市

弘前市

むつ市

市区分

青森市

弘前市

測定地点 60/4 

青森市役所 5.54 

消費生活センター 6.56 

浪打中学校 5.83 

青森工業高校 4.15 

弘則合同庁舎 3.67 

弘前市役所 4.34 

東北女子大学 3.50 

藤 村 機 器 4.40 

むつ商工会館 4.01 

調査 地点 試料数

平均

青森市役所 8 最大

最小

平均

消費生活センター 8 最大

最小

平均

弘前市役所 8 最大

最小

5 

4. 14 

4. 36 

4. 37 

3.71 

3. 25 

3.38 

2.81 

3. 73 

6. 50 

浮遊

紛じん

61. 6 

98.6 

29.9 

87.5 

240.3 

30.6 

38. 7 

61. 9 

20.3 

表 l・13 降下ばL、じん量測定結果(デポジットゲージ法)

(単位 t/krrl/月)

6 7 8 9 10 11 12 2 3 平均 最両 最低

3.82 3. 31 2.94 2.17 2.97 7.87 4.92 2. 54 2.41 8.97 4. 30 8. 97 2.17 

3. 11 3. 26 3.46 2.76 3.49 8.57 7.66 3. 25 7.67 9.15 5.28 9. 15 2. 76 

4. 08 3. 31 8. 30 3.62 3.26 7.78 5.46 1. 69 O. 99 7.29 4.66 8. 30 0.99 

3.05 2. 29 3. 83 2. 73 3.95 9.80 6.14 1. 42 O. 78 2.45 3. 69 9.80 0.78 

2. 32 2. 21 2.44 1. 91 2. 73 4.73 欠測 4.77 2. 90 8.87 3.62 8.87 1. 91 

4.81 2. 79 2.53 1. 71 2.49 4.78 5.38 5. 30 3. 12 8.54 4.10 8. 54 1. 71 

1. 92 1.72 2.77 2.05 2. 18 3.36 3.67 2.94 3. 33 6.32 3.05 6.32 1.72 

1. 96 1. 62 9. 94 1. 74 2.56 5.55 5.30 欠測 3. 02 9.91 4. 52 9.94 1. 62 

2. 52 2.85 2.51 3.47 3.47 欠測 3.64 7.45 0.97 6. 77 4.01 7.45 0.97 

表 1・14 浮遊紛じん調査結果

調 査 項 目 (μ9/m3) 

ベンゼン 水 浴 性 成 分 重 金 属 成 分

抽出物質 NH: 
4 
so “ '←  
4 
N0
3 
Co Cd Pb Cu Zn Fe Mn Ni 

5. 1 0.93 6. 77 0.76 1. 22 0.0004 0.024 0.024 0.088 1. 14 0.025 0.003 

8.7 4.32 2. 77 1. 34 3. 28 0.0007 0.053 0.043 O. 263 2.04 0.048 0.006 

2.3 0.09 4.17 0.44 0.03 0.0002 0.008 0.008 0.015 O. 19 0.003 0.001 

7.6 0.87 7.39 0.80 1. 16 0.0004 0.042 0.036 0.105 1. 71 0.036 0.004 

25. 1 3.62 12. 73 1. 60 3.49 0.0009 0.022 0.055 0.255 3. 77 0.084 0.009 

2.6 <0.01 5.46 0.52 0.03 0.0001 O. 008 0.020 0.018 0.26 0.006 0.002 

3.4 0.95 6.37 0.60 0.62 0.0003 0.013 0.026 0.054 0.50 0.011 0.002 

6.6 4. 13 16. 77 1. 24 1. 99 0.0009 0.026 0.072 O. 165 0.92 0.019 0.005 

0.2 0.05 1. 61 0.22 0.07 <0.0001 0.002 0.005 0.006 0.26 0.005 0.001 



1. 3. 3 スパイクタイヤによる道路じん調査 ベて浮遊粉じんで 3........6 倍に、降下ばし、じんは 8~13倍

昨年度に引き続きスパイクタイヤによる道路粉じん調 に増加しておりスパイクタイヤの影響が大きいと思われ

査を管内5市7地点において実施した。調査内容と表1・ る。

15~1 ・ 17 に示した。スパイクタイヤ装着時は装着前に比

表1・15 スパイクタイヤによる道路粉じん調査

調 査 項 目
市区分 調査地点

粒径別 FJ浮遊粉じん 浮遊粒子状物質
遊粉じん

降下ばいじん 道路堆積土砂

青森市役所 O O O O 

青森市 堤小学校 O 

中央派出所 O 

弘前市 弘前警察署 O O O 

黒石市 黒石神社前 O 

五所川原市 西北病院前 O 

むつ市 東和電材前 O 

表l・16 浮遊粉じん調査結果

市区分 調査地点 調査時期 浮遊粉じん (μf}/ rre) 

60 年 10 月 191 
青森市役所

61 年 3 月 1. 070 
青森市

60 年 10 月 83 

堤小学校

61 年 3 月 228 

60 年 10 月 120 

弘前市 弘前警察署

61 年 3 月 727 

表1・17 降下ばいじん調査結果

市区分 調査地点 調査時期 総量(t/k品/月)

60 年 10 月 13.33. 

青森市 中央派出所

61 年 3 月 105. 70 

60 年 10 月 9.25 

弘前市 弘前警察署

61 年 3 月 126.29 

。。



2 .騒音振動防止対策

2. 1自動車交通騒音振動実態調査

自動車交通騒音振動実態調査を浪岡町(国道7号線)

で実施した。騒音は指定地域ではないが環境基準値と比

較して苦干上回っていたものの自動車騒音の限度値を超

えていなかった。振動は道路交通振動の限度値以下であ

った。

表 2・1 自動車交通騒音振動実態調査結果

調査地点|調査年月日|時間帯|騒 音振 動
(ホ ン) (デシベノレ)

昼 68 48 

60. 8. 23 

夕方

夜

63 l 

55 ? 

68 ) 

42 

浪岡町

60. 8. 24 

朝

3 .悪臭防止対策

3. 1悪臭防止対策指導

悪臭公害が問題化している工場事業場について県及び

市町村カ、i共同で悪臭測定、対策の検討を行ない、今後の

悪臭防止対策の推進に資することを目的として例年悪臭

防止女棟指導を実施している。

60年度は表3・1に示す施設について、関係保健所、町

村役場の担当職員と共同で調査及び指導を行なった。

表 3・1 悪臭防止対策指導のための実態調査結果

事 業 場 名 所 在 地 調査時期 頭 羽 数
アンモニア測定結果
(p四)

T 養 鶏 戸市'" 盤 村 60. 8. 27 80，000羽 O. 19 ~ 0.76 

T 養 豚 碇ケ関村 60. 8目 13頭 。目 14~ 0.35 

Y 養 鶏 蓬 田 村 60. 6. 24 6，000羽 0.03 --... 0.06 

S 牛 ~コ』 深 浦 町 60. 9. 3 49頭 0.07 --... O. 13 

(注)測定は敷地境界で実施した。

Q
d
 



4 .放射能汚染防止対策

4. 1放射性降下物に係る環境放射能調査

核実験等による放射性降下物(フォールアウト〕の影 し、これに含まれる放射能を測定している。

響を把握する目的で、昭和36年以降科学技術庁の委託に 昭和60年度における環境放射線調査および環境試料、

より環境放射能(線)調査を継続して実施している。本 食品中の放射能調査の概要を、それぞれ表4・1およひ

調査では、青森市において空間の放射線を測定する一方、 表4・2に示す。

県内全域において陸域、海域の環境試料、食品等を採取

表4・1 放射性降下物に係る環境放射線調査

調査項目 |調査地点|調査回数

サーベイメータによる空間線量率 | 青 森 市 12 

モニタリングポストによる計数率 Fノ 連 続

表 4・2 放射性降下物に係る各種試料中の放射能調査

調 査 試 料 調査地点 調査回数全 β放射能放射性核種 日本分析センター
へ試料送付

降水 青 森 市 定時採取 O 

降下物 M 12 O O 

上水 庁 2 O O 

土壌 M O O 

" む つ 市 O 

日常食 青 森 市 2 O O 

米 弘 前 市 O O 

野菜(大根) 一 戸 町 O O(gOSr、137CS) O 

" (キャベツ) H O O( 11 O 

" " む ペコ 市 O 

" (ジャガイモ) " O 

原乳 青 森 市 2 O O 

" " 6 o (131} ) 

海水 陸 奥 湾 1 O O 

" むつ市関根浜沖 O 

海底土 陸 奥 湾 O O 

λア むつ市関根浜沖 O O 

海水魚(カレイ) 陸 奥 湾 O o (90Sr、137ゐ) O 

貝類(ホタテ員〉 11 O oc " O 

が (ムラサキイガイ) むつ市関根浜沖 1 O O 

海藻類"(ホンダワラ〉 11 O O 

" f " 深浦町(沖) O o (90Sr、137CS) O 
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4.2 原子力船『むつJに係る放射能調査

原子力船「むつ」およびその定係港周辺の環境放射能 を昭和59年度から実施している。

(線)調査は「原子力船「むつ」安全監視委員会』によ

り承認された監視計画に基づいて実施している。また、

原子力船「むつ」新定係港(むつ市関根浜)の建設に伴

い、上記委員会で承認された関根浜地区環境放射能調査

計画に基づいて、関根浜地医での環境放射能(線)調査

昭和60年度に県とむつ市が行った原子力船「むつ」船

内監視の概要を表4・3に、 「むつ」定係港周辺および

関根浜地区における環境放射能(線)調査の概要を表4

• 4 ~表 4 ・ 7 に示す。

表4・3 原子力船「むつJ船内監視

監 視 項 目 測定機器等 i匪且とL 視 回 数 実 施 主 体

原子炉施設の保全状況 月 回

l次冷却水の全 ft放射能 ロー・ノミック・カウンタ 1/ 

次 冷 却 水 の pH pH メ タ 11 県

廃 液 の 保 有 量 廃液タンク水位計 11 む ーコ 市

固体廃棄物の量及び保管状況のチェック 11 

放 射 線 量 率 固 定 モ 一 タ 11 

一ーー」一一ー

表4・4 原子力船「むつ」定係港周辺の環境放射線調査

調査項目 測定機器 測定地点 調査回数 実施主体

モニタリシグポスト むつ保健所敷地内 連 続 県

第三田名部小学校校庭 2 

田名部中学校校庭 11 

空 間線量率
シンチレーション

田名部神社境内 11 

サーベイメーター
県

文京町児童公園内 11 

むつ市営グランド内 11 

小荒川浄水場敷地内 11 

横 迎 町 内 4 

港 町 内 " 
積算線量 熱蛍光線量計 む 一〉 市

大 平 町 内 11 

大 湊新町内 11 

一
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表4・5 原子力船「むつ」定係港周辺環境試料中の放射能調査

実施主体

調査項目 調査試料 調査地点 調査回数

県 むつ市

海 「むつ」船側 O 2 

海 底 土 原研海水モニター付近 O 11 

大法湾 O 11 

大農湾 O 11 

ホタテ貝 むつ市漁協沖 O O 4 (むつ市は2)

むつ市域ケ沢沖 O 2 

カ レ イ むつ市漁協沖 O O 11 

ナ てr コ 11 O O 11 

全 β 放射能 ア ぺ才 モ 芦崎湾 O 11 

オ、 ヤ むつ市漁協沖 O 11 

カ キ 下北埠頭沖 O 11 

土 壌 釜臥荘敷地 O 2 

むつ市営グランド O 11 

田名部中学校校庭 O 11 

第三田名部小学校校庭 O 11 

原 手L 斗南ケ丘 O 11 

雨 水 むつ市役所 O 12 

海 底 士 「むつ」船側 O 

放射性核種
ホタテ貝 むつ市漁協沖 O O 各 回

(
60Co、J37Cs)

むつ市城ケ沢沖 O 2 
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表4・6 関根浜地区の環境放射線調査

調査項目 測定機器 調 査 1也 占 調査回数 実施主体

関根保育所 4 

シンチレーション 浜関根集会所 fI 

空 間線量率 県
サーベイメータ 美付川河口 fI 

水 )11 目 fI 

関 根保育所 4 
積算線量 熱蛍光線量計 む つ 市

美 付 fI 

表4・7 関根浜地区環境試料中の放射能調査

実施主体

調査項目 調査試料 調査地点 調査回数

県 むつ市

海 水 新定係港内 O 1 

関根浜漁港沖 O 

海 底 土 新定係港内 O 

関根浜漁港沖 O 1 

カ レ イ 関根浜漁港沖 O 

全 β 放射能 コ ン フ fI O 2 

上 水 前浜地区簡易水道場 O 2 

土 壌 浜関根集会所 O l 

原 手L 水 )11 目 O 

キャベツ 北 関 根 O 

松 葉 関根浜黒松地区 O 2 

海 底 土 関根浜漁港沖 O 

カ レ イ fI O 

放射性核種
コ ン フ fI O 

(50Co、137CS)

キャベツ 北 関 根 O 1 

松 葉 関根浜黒松地区 O 2 
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4.3 核燃料サイクル施設

環境放射能総合調査

青森県六ケ所村には、昭和66年度一部操業開始を目途

に、使用済核燃料再処理施設、ウラン濃縮施設および低

レベル放射性廃棄物貯蔵施設(核燃料サイクル施設)の

立地が進められている。これに対し青森県は科学技術庁

の委託を受け、昭和60年度から「核燃料サイクル施設環

境放射能総合調査」を開始した。本調査は、当該施設立

地周辺地域における自然事象および社会事象の調査を行

L 、、将来の環境放射能犠)モニタリングシステムの最

適化に関する基礎資料を得ることを目的としている。

当所は本調査のなかで、六ケ所村およびその周辺6市

町村における環境放射線の測定調査、および環境試料中

の放射能調査を実施している。昭手間0年度下半期から開

始した調査の概要を表4・8、表4・9に示す。

表4・8 核燃料サイクル施設に係る空間線量率(サーベイメータ)

調 査 場 所

調査回数

市町村 地 区 地 占

六ケ所村 尾 鮫 尾鮫神社 6 

" 又 二又小学校 " 一

" 戸 鎖 戸鎖小学校 " 

" 千 歳 千歳平東児童公園 rノ

" 平 沼 平沼小中学校 " 

11 泊 諏訪神社 " 

東 通 村 老 部 老部小学校 " 

横 浜 町 吹 越 南部小学校 " 

野辺地町 野 辺 地 愛宕公園 " 

東 北 町 塔ノ沢山 睦沢小学校 11 

上 北 町 上 野 町民グランド " 

一 沢 市 大 町 滝の沢公園 11 
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第4・9 核燃ヰサイクル施設に係る環境試料中の放射能調査

採 取 場 所 採取頻度
採取試料 分 析 項 目 採取時期

(回/年)
市町村 地 l正 I出 占

大気浮遊じん 六ケ所村 足手 較 尾駿小学校 全jJ 11、 3月 2 

。 戸 鎖 戸鎖小学校 " " " 
横浜町 吹 越 南部小学校 " " 庁

野辺地町 野辺地 中央公民館 " 
λ， 

" 

降 下 物 六ケ所村 千 歳 むつ小)11原漕管理事新斤 全ノタ
11、12、2

5 3、4月

河 )11 水 六ケ所村 二又川 上流 3H、全β 11、 12月 2 

λ， 
" 90Sr、U 11 月 1 

" 二又川 下流 3H、全β 11、 12月 2 

" " 90 Sr、PU、U、r線放出核種 11 月

" 老部川 上流 3H、全s 11、 12月 2 

" " 90 Sr、 U 11 月

" 老部川 下流 官、全β 11、12月 2 

" " 90 Sr、PU、U、r線放出核種 11 月

" Fコ 鎖 )11 3H、全β 11、12月 2 

" " 90 Sr、PU、U、r線放仕掘種 11 月

" 宅 ノ 久保川 3H、全β 11、 12月 2 

" " 90 S r、PU、U 11 月

" 石 渡 )11 3H、全β 11、 12月 2 
。

" QO Sr 、U 11 月 l 

" 市 相日 沼 )11 3H、全β 11、 12月 2 

" " 90 Sr 、U 11 月 1 

" 平 沼 )11 3H、全β 11、 12月 2 

" 
。 90 Sr 、U 11 月

" 日IJ )11 全β 11、 12月 2 

" " 
3H 11 月 1 

飲 来:↓ 水 六ケ所村 尾 鮫 キナ f立 場 全β 11、 12月 2 

" " " 90 Sr 、PU、U、3H 11 月

" 又 民 家 全jJ 11、 12月 2 

" " " 
3H 11 月 1 

" 戸 鎖 " 全β 11、 12月 2 

" " " 3H 11 月

" 平 沼 " 全β 11、 12月 2 

" " " 3H 11 月

" 千 樽 " 全β 11、 12月 2 

λ， 
" か 3H 11月

" 1白 I勇 水 場 全β 11、 12月 2 

" " " 3H 11 月 1 
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採 取 場 所 採取頻度
採取試料 分 析 項 目 採取時期

市町村 地 区 地 占 (回/年)

河 底 土 六ケ所村 二又川下流 90 Sr、PU、U、r線放出核種、全d 11 月 l 

1/ 老 部川下流 1/ 1/ 1/ " 

" 戸 鎖 )11 90 Sr、PU、U、全β '〆 λy 

11 室 ノ 久保川 90 Sr、u、全β ノ/ 1/ 

" 石 渡 )11 " " " 

" 市 担。 沼 )11 " " " 

" 平 沼 )11 " 
〆，

" 

" 日IJ )11 λロ，
" " 

表 士 六ケ所村 尾3 鮫 尾 駁 神 社 90 Sr、U、全β 11 月

" p 鎖 戸鎖小学校 " " " 
老 部 老部小学校 " 12 月 " 

横浜町 吹 越 南部小学校 " 11 月 " 
野辺地町野辺地|愛 宕 公 園 " " " 
東北町i塔ノ沢山蛇沢小空校 " " " 
上北町上野町民グランド " " 

。

三沢市 大 町 滝の沢公園 " " " 

主井 f乍 士 六ケ所村 尾 1較 90 Sr、pu、U、全β 11 月

" 又 " 
ι， 。

" F
CJ 鎖 90 Sr 、U、全β " " 

" 宅ノ久保 " " " 

" 千 歳 " " 
か

" 富ノ沢 " " " 

" 平 沼 " " 
内γ

l泊 90 Sr、U、r線放出核種、全β " " 
東通村蒲野沢 90 Sr、U、全β " " 
横浜町 吹 越 " " " 
野辺地町 向 田 κγ 

" " 
東北町 上久保 " " 

〆，

上北町 大 浦 " " " 
三沢市 庭 1茸 " か " 

牛 乳 六ケ所村 富ノ沢 90 Sr、PU、U、r線放出核種、全β 11 月

" " " 
11、12、31 6 
2、月

ウ ナ ギ " 平 沼 90 Sr、PU、U、r線放出核種、全メ 11 月

シイタケ " 千 樽 90 Sr 、PU、U、全β " " 
精 米 " 平 沼 90 Sr 、PU、U、r線放時期重、全メ " " 
ハクサイ 横浜町 吹 越 90 Sr 、PU、U、全β " " 
大 豆 野辺地町 向 田 90Sr 、U、全β " 

必，

長 イ モ 東北町 上久保 " " 
κ， 

大 根 上北町 大 浦 " " " 

豚 肉 三沢市 " " " 
牛 肉 東通村

，γ 
" " 

ιu 
つ'』



第 3 水質謀関係



1. I 発生源の規制、監視指導

1 .水質汚濁防止対策

次いで、畜産農業(豚房)が482 ( 19.0猪〉、洗たく業

1. 1. I 特定事業場の届出審査 が317( 12.5 %)のI1固で、あるO 又、市町村別では青森市

水質汚濁防止法及び青森県公害防止条例に基づく特定 が357( 14. 1 %)、弘前市が 355( 14.0 %)、むつ市が

施設等の届出書について、審査、受理等の業務を行って 192 ( 7.5箔)の順となっている。

しる。 その他60年度に規制指導面から対応が必要となったケ

昭和60年度における届出の状況は、表 l・lのとおり、 ースとしては、地場産業の一つで、ある水産加工場がある

法対象が 135件、条例対象が11件となっている。 ほか、先端技術系の誘致企業のうち光学系の工場に係る

届出区分別にみると、施設設置届出が44件で全体の 30 排水も問題となり、必要な公害防止対策をたてさせると

箔を占め、保健所管内別では、青森47件、弘前39件、五 ともに、適正な届出、自主測定の励行等を行わせている。

所川原14件の順となっている。 青森県公害防止条例の規制対象となっている汚水関係

昭和61年3月末における水質汚濁防止法対象の特定事 施設の設置状況は表 1・3のとおりとなっている。青函

業場数は、表 1・2のとおり、 2，531事業場となってお トンネル工事が終盤を迎えたため、 トンネル掘さくに伴

り、業種別では、旅館業が最も多く、 801(3 1. 6~あ)で、 って生ずる坑内水の排水施設は殆ど廃止された。

表 l・l 水質汚濁防止法及び公害防止条例に基づく届出件数

区 分
設置届出 使用届出

法律条例 法律条例

58年度 71 3 

72 0 

44 0 

森 13 0 

前 14 0 

石 2 0 

59 11 

60 11 

青

弘

黒

五所川原

むつ

鯵ケ沢

A

u

n

u

n

U

 

4

4

7

 

変更届出

法律条例

氏名名称等
廃止届出 承継届出

変更届出
法律条例 法律条例 法律条例

計

法律条例

153 12 

14 4 10 o 0 

o 0 20 4 19 

26 9 22 0 144 13 

n

u

n

U

A

u

n

u

n

u

n

u

 

n

u

n

u

n

U

A

u

n

U

A

U

 

21 3 22 

o 0 21 0 34 7 26 4 

n

U

A

U

n

u

q

u

n

U

 

可

i

q

u

q

u

q

u

組
且

τ

n

u

n

u

n

u

n

u

n

u

n円
U

司

i

つ白

p
h
u
q
u

10 0 135 11 

o 47 8 
4 0 39 0 

2 0 13 0 

8 0 17 4 

ハ
U

n

u

n

u

n

u

n

U

7

4

2

0

0

 

n

u

n

u

n

u

 

n

u

q

u

n

U

 

14 0 

13 3 

9 0 

表 1・2 特定事業場数(法律対象) 表 1・3 汚水関係施設数(条例)

年 度 等 総 数 年 度 等 総 数

58 年度 2，471 ( 248 ) 58 年度 36 ( 30 ) 

59 年度 2，512 ( 245 ) 

60 年度 2，531 ( 240 ) 
59 年度 28 ( 28 ) 

旅 館 業 加1( 44) 

60 年度 24 ( 19 ) 
畜産農業(豚房) 482 ( 2 ) 

洗たく業 317 ( 2 ) 
試験又は検査実施設設 14 ( 14 ) 

豆腐・煮豆製造業 146 ( 2 ) 
そ の 他 10 ( 5) 

自動車車両洗浄施設 106 ( 2 ) 

( )内は、 1日当りの平均排水量が50m3以上及び有害

物質を排出する事業場数であるO

( )内は、 1日当りの平均排水量が50m3以上及び、有害

物質を排出する事業場数である。
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1. 1. 2 排出水の監視指導

水質汚濁防止法及び青森県公害防止条例に基づき、特

定事業場等から排出される排出水を監視するため、立入

検査を行い、所要の指導等を行った。

昭柿咋度は、表1・4のとおり 125事業場に対して

延べ225回の立入検査を行い、 251検体の事業場排水を

採取し、検査を行った。

このうち主なものは、し尿処理施設38事業場、延べ58

回、水産餅油製造業が16事業場、延べ31回のほか旅館

業、ガラス製品製造業等である。

立入の結果、排水基準に適合していないものは33件で

全検体の約13%を占め、業種別には、水産食料品製造業

が10件、飲料製造業及びし尿処理施設が各々 5件等とな

っている。その他、特に問題となったのはガラス製品製

造業の一事業場(1件)であり、前年度から継続した排

水基準違反の事態に対処して、当所として改善命令発動

を要請し、 60年7月、知事から同命令が発動された。こ

の事業場は改善対策実施期限の60年9月9日までに恒久

的な改善対策を実施し、排水の汚染は改善されtc.o上記

の排水基準に適合していない各業種の事業場に対しては、

各々、排水処理施設の適正な管理、改善等所要の指導、

勧告等を行った。

なお、排水基準不適合の状況を水質の項目別でみると、

全て一般項目に集中しておりお項目で、この内訳は、 B

o D26項目、 SS 10項目、 pH2項目となっている。

表 l・4 特定事業場の監視状況

立立検不改改改

年 度 等 l土数玉場 入体適合 善善善
回 回指勧命

数数数導告令

-一

9

8

8

一

5

6

4

一2

1

3

2
↑
 

8

2

3

一2

凋
U

1

a

佳

q
u
-

9

7

1

一2

8
8
5
-

2

2

2

・

0

9

5

一2

F
O
R
u
n
L
F
 

円

ノ

白

内

ノ

“

内

ノ

u
-

5

4

5

一2

q
u
q
δ

司

L
-

唱
E
E
A
4
E
E
-
-
'
E
E
-
-
-

則
則
則
一
業一農

年
年
年
一
一産

o
o
n
u
n
u

・
4
耳

5

5

6
一
三
日

畜産食料品製造業 2 6 6 3 3 

水産食料品製造業 16 31 31 10 6 4 

保存食料品製造業 3 5 7 

飲料製造業 6 16 18 5 3 

豆腐プス製・・製煮紙豆品造・製製紙造造加工業業業

3 5 5 

口ノ仁口1 ミノレ 3 3 

ガラ 6 13 31 

旅館業I10 12 12 
病院I5 7 7 
一般廃棄物処理施設15772

し尿処理施設I38 58 60 5 4 
下水道終末処理施設 I8 20 20 
(備考〕 改善命令は、当所の要請等により、本

庁から知事名て発動された。

表 l・5 主要特定事業場排水調査結果

BOD COD SS 
業種件数 pH

(m多/s) (m多/s) (m多/s)

し尿処理施設 60 3.9吋 .1 1.8-380 4.6-27 く1-316

製水産造食料業品 31 4.3-8.6 2.3-640 4.9-94 2-240 

ガラス製業品 31 6.1~7.9 23-630 22-28 16-100 
製造

処下水理道施終設末 20 6.5-7.1 4.7-59 8.0-85 2~38 

飲料製造業 18 6.&-7.8 2.8-880 く 1~250

旅館業 12 6.1-8.2 4.0-43 く1-240

洗たく業 8 6.6-9.5 3.7-130 ー 5-93 

病 院 7 5.2-7.6 5.4-110 4-77 

一般廃棄物
処理施設

7 6.3-10.5 7.3-190 8-57 

畜産食料品
製造業

6 7.0-7.4 62-370 一 92-160 

注表の値は、最小値~最大値を示す。

1. 2 公共用水域の監視

1. 2. 1 水質監視の状況

公共用水域の水質の監視は、 「昭和60年度公共用水域

の水質の測定に関する計画」に従って、河川、海域及び

湖沼について実施した。

当所管内の調査対象水域は図 l・1のとおりである。

対象となっている水域は、概ね59年度並みであり、水

産業、濯概、上水道源等の利水上重要な水域(陸奥湾、

岩木川、横内川等)、ダム等建設工事の関連水域(津軽

半島北側海域、浅瀬石川等)、休廃止鉱山関連水域 CJI!

内川、宿野辺川等〉、都市汚濁型の中小河川(土湖川、

沖館川等)及び自然汚濁が認められる河川(正津川等)

等である。

昭和59-60年度は、富栄養化対策の一環として、閉鎖
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的水域であり、多数の河川が辞ι入する陸奥湾の監視を強
化していること等が特色のーっとなっている。

当所の監視水域~1..表 1 ・ 6 のとおり、 54河川、 1 湖

沼、 5海域の計-60水域である。調査地点は計 139地点、

分析項目数は計6，990となっている。表中で「一般項目 1

及び「その他の項目」が前年度までと比較して差が大き

いのは、集計に一部変更を加えたためであり、航海度は、

海域以外の全窒素、全りんを「その他の項目」から「一般

項目」に繰入れているためである。

表1・6 公共用水域の調査項目数

年度等|水域数地点数検体数一般健康特殊その他
項目項目項目項目

58年度 60 139 751 3.957 759 750 1.733 

59年度 60 139 729 3.891 712 701 1.634 

60年度 60 139 736 4.301 730 732 1.227 

河川

湖沼

54 98 542 3.194 606 630 383 

16 128 48 

37 178 979 118 95 796 

調査対象水域 J

j ./、、、』

1.2.2 水質監視の結果

(1)健康項目

カドミウム、ひ素、鉛等健康項目について延べ730検

体について実施した。この中でひ素は正津川でやや高く、

又川内川と堤1¥(寒水沢合流後〕等で若干検出されている

が、他の健康項目を含めて、河川、湖沼及び海域とも、

環境基準を超える1直は検出されなかった。

(2) 生活環境項目

0水素イオン濃度

河川 3.3-11、湖沼6.9-9.0、海域6.6--8.8の範

囲であった。堤川、駒入川及び正津川等は自然汚濁を伴

う酸性河川であり、低いpH値が観測されている。又、

木戸ケ沢では、一時期、やや高いpH値が観測されたが、

これは上流の休廃止鉱山施設管理の不徹)民坑内水の影

響等によるとみられたため、関係筋を通じて改善を促し

た。

0溶存酸素

河川2.1 -15昭/O、湖沼6.5--1111l9/O、海域5.1

--1011l9/ Oの範囲で、あった。

特に河)11に低L、DO値が観測されており、前年度まで

と同様に都市、人口集密地区を貫流する河川に係るもの

が多く、生活雑排水等により大きく影響を受けているも

のと考えられる。

0生物化学的酸素要求量 (BOD) 

弘前地区の土測川、寺沢川及び青森地区の沖館川、浅

虫川、新域川及び西滝川において最大BOD値が8.0-

2311l9/ Oの範囲で観測されており、水質汚濁レベル的に

は昨年度までと大差はなし、。生活雑排水の流入による影

響が依然大きい状況である。

。化学的酸素要求量 (COD)

湖沼(十三湖)で2.0-6.7昭/Oの範囲であった。

0浮遊物質 (SS) 

河川く 1-1， 100 11l9/ ム湖沼~) -46昭/O、海域く

1 -2011l9ン/Oの範囲であった。

河川での一部高い値は降雨による影響こよるものである。

0大腸菌群数

河川 0-1. 6 x105恥1PN/100 ms以上、海域0-1. 6 

x105MPN/ 100 ms、湖沼3.3x10-1.3 x1Q4MPN/ 

100 msの範囲で、あった。都市部の河川及び海域の港湾部

で、昨年度同様に高めた推移している。

(3) 特殊項目等

特殊項目では上流に休廃止鉱山がある木戸ケ沢におい

て、亜鉛及び、マンガンが昨年度を若干上まわるレベルで

検出され、昨年度と同様に管内の他の水域のレベルを上

まわった。なお、湯の沢橋の調査結果がこれに次いでい

る。銅は昨年度と同様に葛沢川が他の水域と比較して、

やや高めとなっている。

その他の項目では、全窒素が寺沢)112.0-12.0 11l9/ム

土測川 2.7-7. 911l9/ Oで、昨年度同様、他の水域と比

較してやや高めであるとともに昨年度のレベルを若干上

まわっていた。湖沼は0.42-0.9611l9/ム海域はくO.∞3
-0.012呼/Oの範囲で、あった。又、全りんは、土湖川、

寺沢川等都市部を流れる河川がやや高めであった。なお、

クロロフィルaは岩木川 0.80-4.2ρ/ム十三湖1.6

--43p9/ム海域は0.39-7.5p9/ Oとなっており、青

森港海域、十三湖沖でやや高めに検出されている。
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1.2.3 底質監視の結果

底質については、表 1・7のとおり、 6河川、 l湖沼、 表 l・7 底質の測定状況

6海域の計13地点で底質を採取し、一般項目13、健康項 水地検一般健康特殊その他

目65、特殊項目65及びその他の項目52の延べ 195項目に 年度等 域点体
数数数項目項目項目項目

ついて分析を行った。
58年度 13 13 13 13 65 65 58 

その主な測定結果は表 1・8のとおりである。
5咋度 13 13 13 13 65 65 52 

60年度の調査結果では、沖館川と堤川のCODが前年
60年度 13 13 13 13 65 65 52 

度と比較してやや高い値になっているのが一つの特徴に 6 6 6 6 30 30 24 

なっている。文、海域では、全般的にCODに改善がみ 湖沼 5 5 4 

られた。 海域 6 6 6 6 30 30 24 

表 1・8 底質調査結果(概要)(昭和60年度)

必.水 域 名地 占 名外観色相 強(熱%減)量 C 0 D ※総時水/銀kg※ P C B ※ 
(02時/9) (1l!9/kg) (時/kg)

l 土 淵 川西 田 橋砂れき黒灰色 2. 3 4. 5 o. 18 0.03 

2 新 城 川新 井 田 橋 砂 茶褐色 1.3 8.5 0.01 < 0.01 
3 1中 館 JII 神 館 橋 泥 黒色 5.6 20.1 o. 12 0.07 

4 堤 川石 森 橋 泥 黒色 14.0 28.0 0.30 < 0.01 
5 野 辺 地 川野 辺 地 橋砂れき茶褐色 2.8 1.2 0.08 < 0.01 
6 田 名 部 川下 北 橋砂泥黒灰色 3.4 6.2 0.09 く 0.01

7 十 一 湖中 央 泥 黒茶褐 6. 1 7.2 o. 13 0.10 

8 陸 奥 湾青 森 港(西) 泥 黒褐色 7.4 14.2 0.11 く 0.01

9 (東)砂泥黒褐色 5.6 10.4 o. 16 < 0.01 
10 堤川河口 1km沖 泥 黒褐色 9.3 14.8 0.19 < 0.01 
11 野 辺 地 港砂泥黒褐色 8.3 12.4 0.09 < 0.01 
12 " 大湊港(芦崎) 泥 黒褐色 8.6 10.9 0.34 0.02 

13 H 市(田名部川河口) 泥 黒褐色 11. 1 12. 7 O. 12 < 0.01 

(注)※印の付されている項目は，乾泥当りの濃度である。

1. 3 水浴場水質調査

当所管内には、年間の遊泳人口が5万人以上の水浴場

が合浦海水浴場(青森市)及び鯵ケ沢海水浴場(鯵ケ沢

町)の2カ所あり、これらを対象に水質調査を行った。

結果は、表 1・9のとおり、両海水浴場ともに判定基準

に適合しており、全て「快適」と判定された。

名 称区

開 設
l口h 浦

開 設
鯵

開 設
鯵 ケ 沢

開 設

表 1・9 水浴場調査結果(昭和60年度)

分大腸菌群数 C 0 D 
(個/100 mC )昭/ e ) pH 

日目
O~ 40 O. 6 ~ 1. 3 

8. 1 ~ 8. 2 ( 7 ) ((0.9)) 

中
O~ 140 O. 6 ~ 3.6 

7.8~ 8.4 
( 16 ) (1. 9) 

目Ij
O~ 230 1. 1~ 1. 8 

8.0~8.3 
(19 ) (1. 5) 

中
O~ 27 O. 4 ~ 1. 7 

8.0~8.3 
( 8 ) (0.8) 

透明度
油膜判定( m ) 

全 透 無 快 適

" 

" 。
" 

注)1.最小値~最大値(平均値)である。 2.開設中の調査は，青森及び鯵ケ沢両保健所が実施した。
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1.4 水銀等環境汚染調査

1.4.1 堤川水系のひ系に関する調査

公共用水域の水質等監視業務の一環として実施してい

る陸奥湾の底質調査結果では、これまで、ひ素が堤川河

口沖の調査地点において、同湾の他の地点よりもやや高

く検出されているD

堤川の上流部には多数の温泉が湧出し、ひ素濃度が高

いとの報告もあり、当該底質のひ素に係る実態等を把握

するため、 60年度は堤川水系と同河口部前面の局限的な

海域について調査を実施したO

調査地点は堤川水系9地点、海域11地点の計20地点で

あり、各地点について水質及び底質の調査を実施した。

調査回数は、水質が河川4回、海域1回、底質は河川、

海域とも l回となっているD

なお、河川水質調査のうち 1回は降雨量が相当ある時

期を選んで実施した。

表 1・10 堤川水系ひ素調査結果

(河 川 水〕 カ60.7. 15は洪水時の調査である(7. 14'"" 15 降水管26mm)※印は溶解性

測 定流量 S S Cd Pb As Cu Zn Fe ※Mn※ SS中の
、測定地点名 oH .. / .. / ， As 
必 年月日付己/s) r 例〆の (mg/s) 例〆s)例〆の防Vs)仰/の(均〆s) (Tfl9/の (，M!J/め

60. 5.16 

7. 2 
1 寒水沢合流後

会 7.15

4.00 5 <0.001 0.01 0.006 <0.005 0.01 0.50 0.07 

3. 67 13 "0.  003 O. 005 O. 02 1. 11 O. 17 

3.82 115 "0.029 O. 007 0.01 0.47 O. 12 

7.29 - 3.99 5 0.005 0.005 

819 

481 

201 

60. 5.16 

1，420 

2 荒川
q
J山
「

同

U

門
，

s

円

i
人
M

橋

7.29 

60. 5.16 

7. 2 
3 筒井橋

台 7.15

60. 5.16 

7. 2 
4 甲田橋

交 7.15

7.29 

60. 5.16 

7. 2 
5 石森橋

交 7.15

60. 5.16 

6 大川
ワ
U
F
h
u

司

t

マ
t
ム
M

橋

7 幸畑

60. 5.16 

橋 7.2 

会 7.15

7.29 

8 八甲

60. 5.16 10. 1 

3.4 内

rh】

FhJU

門

t

・司，.
A
H
 

橋

9 ねぶたの
里入口

60. 5.16 

7. 2 

食 7.15

7.29 

4.27 15 

7.29 

4.02 

- 4.50 

-4. 14 

12. 9 5. 00 

4.8 5.04 

40.7 5. 17 

3.2 5.33 

20.0 5.02 

5.9 5.14 

46. 9 5. 15 

5.2 4.93 

20.8 4.84 

3.7 5.06 

50.4 5.36 

4.9 4.73 

- 3.50 

- 3.61 

- 3.70 

- 3.39 

- 4.38 

- 4.49 

- 4.72 

- 3.95 

4.64 

4.75 

" 0.004 " 

14 

821 

O. 001" 0.51 O. 17 

0.092 0.048 0.08 <0.05 0.30 

0.36 0.09 

" 

24 

19 

700 

6 

23 

4 

M<0.01 <0.001 <0.005 0.02 

<0.01 0.004 0.01 0.25 O. 11 

" <0.001" 0.37 0.19 

0.01 0.068 0.036 0.07 0.09 0.28 

" <0.01く0.001<0.005 0.02 

回

m
山
引
閃
一
泊
回
目
侃
一
羽
鶴
∞
回
一
一
出
川
崎
回
目
一
組
花

ω
u

n
L
q
u

円

L
-
咽

i

1

4

咽

i

唱

i

唱

i

咽

i

1

A

1

A

唱

i

唱

i
-
n
L
q
u
n
L
F
h
u

185 

111 

413 

176 

138 

74 

365 

O. 3 

12.6 

8. 7 

9.8 

7.29 

7.29 

7.29 

6.5 4.92 

2.2 4.40 

2.2 7. 15 

0.05 6.92 

2.2 6.67 

0.1 6.46 

5 

538 

" " 0.003 <0.005 0.01 

" <0.001 

が O.01 O. 051 O. 029 O. 06 

M<0.01 <0.001 <0.005 O.01 

" " O.∞"  
" "くO.∞"
" 0.008 O. 010 0.02 

M "  <0.001 0.005 0.01 

" o. 002 " O. 02 
" 0.001 

" " 0.003 

7
-
2
4
引

5
一2
3

4

2 0.01 0.004 0.006 0.04 

5 

8 <0.001 <0.01 O.∞1 0.007 0.02 
46 " " 0.007 0.006 

2"  <0.001 <0.005 

7 

0.29 0.10 

0.42 0.20 

0.12 0.26 

0.31 0.10 

0.42 0.16 

0.33 0.20 

0.38 0.07 

0.50 0.10 

0.28 0.07 

0.29 0.09 

O. 12 O. 08 

" 

が 0.001 0.01 0.34 0.08 

<0.001 0.006 0.02 0.29 0.11 

" 0.006 0.010 0.08 0.08 

" 
0

9

2

一8
6

2

3

唱

i

R

U

A

晶

" 
" が 0.001 <0.005 

" 
" " <0.01 " 
" " " " 

" " " 
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〔海 水〕

調l淀地点名測定年月日

※印は溶解性

SS Cd Pb As Cu Zn Fe ※ Mn※ SS中の
pH 
(昭v.e) (W;/.e) (時v.e) (W;/.e) (mg/の (mg/の(昭v.e) (昭v.e) (μ9/9) 

1

2

3

4

5

6

7

8

9

m

H

 

必 60. 6.27 6.80 

" 8.08 

8. 15 

8. 16 

8. 18 

8. 18 

8. 19 

8. 19 

8. 19 

8. 18 

8.19 

11 

11 

" 
11 

" 

" 
11 

6 <0.001 <0.01 0.001 <0.005 0.01 <0.05 o. 11 

2 <0.001 <0.01 ーく0.02

<0.05 " 

ρ
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u
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u
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U

A

U

τ

q

u

A

パヨ

-Ei 

Fノ Fノ " 

〔河川・底質〕

地測定地測定 性状水分 Cd Pb As Hg Cu Zn Fe Mn Cr 
pH 

M 点名 年月日外観・色相(%).μ:g/9) (μ:9/9)(噂/9)0-9令)0-9/主)(時/9)(ゅ/9)(μ9/9)(μ:g/f}) 

1寒水沢 60.7.29砂れき灰褐 20.44.45 0.06 12. 3 19. 2 0.05 15.4 63.4 39，000 401 26 
合流後
2荒川橋 " 11 19.2 5.80 0.05 9.7 17.9 0.03 14.1 71. 9 47，700 409 25 

3筒井橋 M 砂 23.8 5.14 庁 8.3 15.8 0.03 12.8 37.8 22，600 161 25 

4甲田橋 60.7.17 24.7 6.56 12.3 18.5 0.04 18.9 40.2 21，600 152 28 

5石森橋 60.7.29 泥 黒 71.07.10 0.33 29.6 84. 2 0.30 32. 1 113 31，900 553 35 

6大川橋

7幸畑橋

8八甲橋

4 " 0.001 " " 

砂れき黒褐 23.93.78 <0.05 19.2 41. 3 0.06 17.1 36.1 23，7∞ 183 
砂黒褐 30.44.51 <0.05 18. 2 26.4 o. 04 34.3 47.4 26，300 283 

P 灰褐 24.45.62 <0.05 11. 7 15.3 0.03 15.7 36.2 20，900 162 

" 
fノ

" 

" " 

" " <0.001 " " " 

に
d

ワ
4

0

0

AUτ

円べ
υ

内

4d

9ねぶたの 60.7.17砂れき " 18.0 6.58 0.06 6.8 2. 2 0.04 5.7 78.4 44，500 449 18 
里入口

" 
Fノ " " " 

4 " " 
11 " 11 " " 
11 H Fノ 11 11 11 

λア 11 " " " 
11 11 λγ 11 11 11 

〔海域・底質〕

測定測定 性状水分

地点名年月日外観・色相(%)

必 60.6.27 泥黒茶 62.9
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" 11 5&0 
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11 " 62.5 
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" 
" 
λF 
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Cd Pb As Hg Cu Zn Fe 恥fn Cr 
pH 
切々)(μ:g/f}) ( μ:g/到 (μ:g/;封切/f})(μ:f}~封切/f})(μ:f}/f})句令)

7.25 0.42 31. 2 52.8 0.26 35. 1 81. 7 31，800 267 34 

7. 60 0.34 37.7 35.3 0.27 35. 1 124 33，700 245 39 

7.69 0.31 36.0 35.2 0.26 38.0 119 43，500 270 32 

7.65 o. 29 41. 0 36. 0 0.33 37. 7 124 41，400 250 3。
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図1・2 調査地点図(海域)

1. 4. 2 水銀等環境汚染調査

水銀等重金属による環境汚染の実態を把握するため、

休廃止鉱山関連水域の水質及び、底質について調査を実施

した。

前年度までの調査を可能な範囲で継続することを基本

として、 60年度は、美山湖、湯の沢川及び木戸ケ沢につ

いて調査を実施した。

表 1・11 水銀等環境汚染調査

水域名 区分地点数検体数一項般目 健項康目 特項殊目

水質 3 3 9 18 15 

美山湖 底質
3 3 6 15 15 

湯の沢川 水質
2 2 6 12 10 

底質 2 5 5 

水質 3 6 5 
木戸ケ沢

底質 2 5 5 
ー・・・一一一一一一一一一一一一一ーーーーーーーーーーーーーーーーー一一一一一ー

水質 6 6 18 36 30 
計

底質 5 5 10 25 25 

陸奥湾

7 

句、|

図 1・3 調査地点図(河川)

その結果は表 1 ・ 11~1 ・ 12及び図 l ・4のとおりで

ある。水質については、水銀等健康項目の重金属は環境

基準以下であった。

又、底質については、総水銀がo.02 ~ 0.12時/旬、
アルキル水銀は定量限界値以下で、あり、ほぼ前年度の調

査結果並みであった口

r、岩本川/〆 ¥11/ 

l型'"¥ 。採取地晶

図 1・4 水銀等調査地点図
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表 l・12 水銀等環境汚染調査結果

(1)水 質 (時'/O) 

美 山 湖 湯 の 沢 )11 木戸ケ沢
項 目

砂子瀬橋湯の沢地先木戸ケ沢地先 上 流湯の沢橋木戸ケ沢橋

総 水 銀 < 0.0005 < 0.0005 くO.0∞5 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 
アルキル水銀 < O. 0005 < 0.0005 < O. 0005 < 0.0005 < 0.0005 < 0.0005 

カドミウミ < 0.001 < O. 001 < O. 001 O. 002 < O. 001 0.003 

鉛 < 0.01 < O. 01 < 0.01 < 0.01 < 0.01 0.04 

クロム (6価) < 0.02 < 0.02 < O. 02 < 0.02 < O. 02 < 0.02 

ヒ 素 < 0.001 く0.001 く0.001 く 0.001 < 0.001 く 0.001

銅 O. 007 < 0.005 < O. 005 <0.∞5 <0.∞5 0.01 

亜 鉛 < O. 01 0.21 0.06 0.73 0.25 2.1 

鉄 ※ 0.05 く0.05 < O. 05 O. 06 < O. 05 くO.05 

マンガン※ 0.03 0.41 O. 15 5. 7 0.39 11 

ク ロ i入 < O. 02 < 0.02 < 0.02 < 0.02 < O. 02 < O. 02 

注 ※印溶解性のもの

(2) 底 質
(時/kg)

美 山 湖 湯の沢 川木 戸ケ 沢
項 目

砂 子瀬橋湯の沢地先木戸ケ沢地先湯 の沢橋木戸ケ沢橋

総 水 銀 O. 12 0.09 

アルキル水銀 < 0.01 < 0.01 

カドミウム 0.68 6.0 

鉛 31 380 

ヒ 素 5. 5 17 

銅 30 170 

亜 鉛 120 1，400 

鉄 39.000 46，000 

て才 ン ガ ン 1，000 3，500 

総 ク ロ ム 92 56 

1.5 化学物質環境調査

化学物質による環境汚染の実態及び排出状況を把握す

るため、ポリ塩化ビフェニル (PC B)及びトリクロロ

エチレン等について調査を実施した。

このうち、 トリクロロエチレン等については環境庁委

託の調査も含まれており、この委託分については別項で

概要を述べる。

1.5.1 PCB等

昭稿。年度は、ごみ焼去暢2カ所、し尿処理場1カ所、

終末処理場1カ所及び古紙再生工場lカ所の計5カ所に

ついて、排出水及び底質等の調査を行った。

O. 07 0.02 0.05 

< 0.01 < 0.01 < 0.01 

2.8 5. 8 22 

390 240 410 

8.8 17 9.4 

190 200 430 

740 1，ωo 11，000 

42，000 46，000 38，000 

1，900 6，300 30，000 

28 28 18 

その結果は表13のとおりであり、排出水の水質はP

CB、総水銀とも検出限界以下であった。また、排水路

底質は、 (株)津軽製紙でPCBが2.49時/旬、弘前市

下水処理場で総水銀が4.16昭/kg検出されているD

1. 5. 2 トリクロロエチレン等

昭稿1年度は、管内の9河JII(10地点〉、 11工場事業

場の排出水の水質について調査を行った。

その結果は表1・14のとおりである。

排出水については、公共用水域への排出の抑制に闘す

る排水濃度目標値をすべて下まわっていた。
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表 1・13 P C B等調査結果

水 質(呼/g) 底 質 〈時/kg)
調 査 施 設 時 期

(R -Hg) PCB T-Hg (R-Hg) PCB T-Hg 

平内清掃工 場(青森) 60.10.29 (循環水) (排水路底質)

< O.∞37 < 0.0005 0.03 0.32 く0.01
(排出水)

< 0.0005 く0.0005

駒込清掃工場(11 ) 11 (排出水)

< O. 0005 < O. 0005 

(排水路底質)

0.03 0.03 < 0.01 
(処理汚泥)

0.10 0.81 <0.01 
三内清掃工場(11 ) (処理水)

く 0.0005

(排出水)

< O. 0005 < O. 0005 

弘前下水処理場(弘前 60.11.12 排出水)

く 0.0005 < 0.0∞5 
(排水路底質)

0.38 4. 16 < 0.01 
(処理汚vt)

0.26 9.81 < 0.01 

側津軽製紙 (υ) (排出水)

< O. 0005 < O. 0005 

(排水路底質)

2.49 < 0.01 

O:i0 底質の分析値は乾牧換算

表 l・14 トリクロロエチレン等調査結果 (mタ/ g) 
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1. 6 津軽海峡線建設工事(在来線改良工事)

に係る環境調査

境調査は、在来線の改良工事に係る水質調査に切換え、

中・小7河川を対象として実施した。

調査結果は 1・15のとおりである。津軽海峡線建設工事は日本鉄道建設公団が60年度も継

続実施しているo

堀削工事は昭和60年 3月上旬終盤を迎えて、同月10日

貫通した。

水質の状況は、一般項目、健康項目及び特殊項目とも、

工事に伴う影響は殆ど認められなかった。

これに伴い昭和6咋度の津軽海峡線建設工事に係る環

表 1・15 津軽海峡線建設工事(在来線改良工事)に係る水質調査結果

般項目 健康項目 特殊項目

大腸菌

群 数カドミ
(ク6ロムヒ素総水銀 銅 亜鉛 鉄 マンガンクロム調査水媛 |H D O BOD S S M P N ワム 鉛

p n (mμ~ (サ (11) / 仰VL) (11) ?(M〉 (H〉 (H〉 (H〉い〉 ( ，，) (砂)
(It 

loomt 

蟹田川

南沢地区 7.3 11. 0 0.8 7.9X103 <0.001 <0.01 <0.02 <0.001 <0.0005 <0.005 <0.01 0.28 0.03 <0.02 

下小園地区 7.2 10.0 0.7 3 3.3x103く0.001 く0.01 <0.02 く0.001く0.0005く0.005 く:0.01 0.30 0.03 く0.02

蟹田橋地区 7.1 9.6 0.8 5 4.9X 10
3く0.001く0.01 く0.02 く0.001く0.0005<0. 005 く0.01 0.06 0.12 く0.02

蓬田川

中 0.9 <1 4.9X 10 <0.001 <0.01 <0.02 <0.001く0.0005<0.005 <0. 01 O. 06 くD.02 <0.02 

下 流 I7.3 10.0 1.2 く 7.9x 10 くD.OOl<0.01 く0.02 く:0.001く0.0005く0.005 く0.010.19 0.03 く0.02

長科川

中 流 7.0 11. 0 く0.4 5 1.7x102 

下 流 6.6 11. 0 1.0 7 1.3 X 103 

内真部川

中 流 6.9 12.0 0.6 5 1.7x102く0.001く0.01 <0.02 く0.001く0.0∞5く0.005 く0.01 0.17 くD.02 <0.02 

下 流 6.9 11. 0 1.1 5 4.9 x102く0.001く0.01 <0.02 く0.001く0.0∞5<0.005 く0.01 0.41 0.03 <0.02 

奥内川

中 流 7.0 10.0 0.6 9 1.3x102 

下 流 6.7 10.0 1.6 15 1.3x104 

瀬戸子川

中 流 7.0 11. 0 0.5 10 7.9 X 102 

下 流 7.0 11. 0 1.1 25 1.3x104 

飛鳥沢

中 流 6.5 10.0 2.4 2 7.9x102 

下 流 6.5 6.9 2.5 8 7.9xI03 

(備考) 1.調査時期は昭稲昨11月8日である。

2. 鉄及びマンガンは溶解性のものである。
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1. 7 環境庁委託調査

(1) 昭和60年度農薬残留対策調査

各地の公共用水域において農薬が検出さ

れ、水質汚濁が懸念されているため、農薬

の残留実態を把握することを目的として、

昨年度に引き続き管内の主要水域である岩

木川~十三湖について、年聞を通じての調

査を実施したD 昭和60年度はブタクロール

を対象として行った。

その内容は表 1・16のとおりである O

(2) 昭和60年度未規制汚濁源水質調査

トリクロロエチレン等未規制の化学物質

を使用している工場事業場の排水実態及び

公共用水域における同物質の濃度実態を把

握するため、表 1・17のとおり、管内の4

工場3河川について調査を実施した。

(3) 昭和60年度窒素排水基準適用対象

湖沼判定調査(実態調査)

湖沼に係る窒素の排水基準適用に関して

は、その適用要件に基づいて湖沼ごとに判

定することとされている。

昭和60年度は、廻堰大溜池(鶴田町)に

ついて、この判定に必要な測定データを収

集することを目的として表1・18のような

表 1・16 農薬残留対策調査の調査内容

水域調査地点 調査試料 調査項目 調査回数

ブタクロール、
岩木川三好橋 水質・底質f水質 、

COD、BOl).硬度等 l

l ブタクローノレ、COD、.1 12 4底質.-- . 
l 強費滅量等 1(4 月 ~12JD

十三湖中
央 水質・底質!、一-ブタクロール、水分、l
シシミ一、粗脂肪等

間 その他の調査内容:河川形状、流量、利水状況、主要水産物種等

表 l・17 トリクロロエチレン等汚染実態調査の内容

調査区分所在地又は河川名 検 体 等調査項目数量

弘前、 黒石、 最終排水及び冷却
工場事業場 ..' ..'(トリクロ口、

五所川原 水等の水中濃度lエチレン I4工場
1= l = h _ 116検体Eテトラクロ E
Eロエチレン『

I 3河川
公共用水域新十川、十)1¥ 河川水中濃度(ιuzj4検体
岩木川 司，

表 1・18 窒素排水基準適用対象湖沼判定調査の内容

水 域地点検 体調 査項 目調査期間

廻堰大溜池
水質 TDch -I l NN 、TC-D P、
(計) 16 検体 -、a O 4 月 ~11月

(鶴田町) プランク トン(所日本に環再境委科託学〉研究
( 1地点のみ)4検体 5 月 ~8 月

調査を実施した。(注)その他の調査内容:概況調査ー一一湖沼の基本諸元等

(4) 第3回自然環境保全基礎調査 表 1・19 第3回自然環境保全基礎調査の内容(当所担当分)

天然湖沼については、近年、富栄養化、

汚水の流入による水質の悪化等により、そ

の自然性の消失が問題とされているD

このため、当該基礎調査は昭和54年度の

第 2回基礎調査に引き続き実施されたD

当所は、環境庁(自然保護局〉の委託先

である県自然保護課の依頼を受けて、管内

の24湖沼について、水質、透明度等の調査

を表1・19のとおり実施した。

対象湖沼名 α4カ所〉
宇曽利山湖、十三湖、田光沼

平滝沼、ベンセ沼、大滝沼

雁 沼、冷水沼、捻沼

長 沼、黒ん坊沼、鶏頭場ノ池

中ノ池、濁 池、糸畑ノ池

金山ノ池、長 池、八景ノ池

面子坂ノ池、大 池、越口ノ池

王 池、落口ノ池、日暮ノ池

調査地点数(合計)調査項目

47地点

※※※  
水温、 pH、DO
全水深、COD、
ss 
大腸菌群数
塩素イオン
T-N、T-P

(※については垂
直分布を含む)

(注)調査時期は昭和 60 年 7 月 ~9 月
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1. 8 私たちの名水に係る水質検査

「名水百選Jの基礎資料を得るため、中里町の 2検体

(冷水ツコ、湧つv~f)及び岩木町の l 検体(岩木山神社)

の計3検体について、延べ30項目の水質検査を行った。

1. 9 事故関連調査

昭和60年度においては、公共用水域における油流出事

故等が7件発生しているD これらについて、 7地点、 7

検体、延べ23項目の水質調査を行った。

1.10 その他の調査

¥ 1) 排水水質鑑定

県警察本部の依頼により、事業場排水について水質鑑

定(16検体、延べ51項目を行った。

(2) 食料品事業場排水調査

農林関連企業の健全な発展を図るため、食料品等流通

対策事業の一環として、工場封同t等の適正化指導が行わ

れているD 当所では、県農林部の依頼により、漬物工場

の排水調査 (2工場、 2検体、 6項目)を行った。

(3) ごみ埋立地に係る水銀等調査

ごみ埋立地〈最終処分場〉については、その浸出水等

による環境汚染が懸念されるため、例年 2~3 施設ずつ

抽出し調査を行っている D

60年度は2施設についてその浸出水及び浸出水路底泥

(4検体、延べ44項目)の調査を行った。

(4) 農業用水の汚染調査

蓬田村からの依頼により、同村内の養鶏場鶏ふん捨場

からの排水による農業用水路、溜池の水質への影響実態

調査 (3検体、延べ 12項目)を行った。
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2 .土壌汚染防止対策

2. 1 概況調査

休廃止鉱山等の周辺地域の農用地土壌及び玄米の汚染

状況を把握するため、調査を継続実施している。

昭和60年度は、前年度と同様に、岩木川上流の西目屋

村及び相馬村で調査を行った。

その結果は、表2・1のとおり、玄米中のカドミウム、

水田中のひ素及び銅ともに基準を下まわっていた。

表 2・1 土壌汚染概況調査結果

(時/kg)

地 水田土壌 玄カ米
士自 区 占 カと ヒ

数 ウ 銅 ウ
ドム 素 ドム

西目屋村
< o. 2 ~.o 0.59 

4 ~ o. 3 ~11 ~2.23 
(0.3) (b.3) (1.40) 

0.6 2.7 1.33 
4 ~ 2. 1 ~16 ~1.70 

(1. 4) (10) (1. 46) 

く0.05
~くo.05 
(くo.05) 

<0.05 
~<o. 05 
(く0.05)

相馬村

注数値は、最小~最大(平均値〕である。

2. 2 宿野辺川土壇汚染対策調査

川内町の宿野辺川沿岸の水田土壌は、昭和46年度の調

査の結果銅により汚染されていることが判明し、又、同

5昨度の調査結果その他一部水田土壌が銅及びひ素濃度

が高いことが判明して、これら汚染地域は土壌汚染対策

地誠に指定されてしる。この指定に伴い同57年度を初年

度とする 4カ年計画で公害防除特別土地改良事業が実施

されているO

以来、当所では当該地域の宿野辺川等の4地点で年間

4回(16体体、 80項目)にわたり健康項目等について水

質調査を実施してしる。調査結果は表2・2のとおりである。

表 2・2 宿野部川地域水質調査結果

検 ssカドヒ素銅
調査I也点名体 oH ミウム

数ー (mg/の(m砂/g) (mg/g) (m易/の
く<b.001<0.001 0.026 

西又沢 っ2 へ-{).∞1 ~0.055 末端 ー

(6.6) (1)ω∞1) (0.001) (0.038) 
6.6 <1 <b.001 <0.001 0.009 

2金八沢 4 ~.9 ~1ω001) E(0.001) ~0.031 
末端

(6.7) (1) kO.001) <0.001) (0.019) 
宿野部111 6.4 <1 <b.001 <0.001 0.032 
4西又沢・ a 

へ-{).∞1 ~0.060 
3金八沢A 生

流後)口 (6.7) (1)約・001)(0.001) (0.041) 
<0.001) <0.001 0.016 

狸平頭
へ-{).OOl)~0.075 

首工
(6.9) (1)ゆ.001)(<0.∞1)(0.034)

注数値は、最小値~最大値(平均値)であるD

西
目
屋
村

大

秋

川

岩

木

川

図2・l 土壌汚染概況調査地点

西
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沢

西又沢末端
金八沢末端
金八沢・西又沢合流後
狸平頭首工

旧西又鉱山 宿野部)1

図2・2 宿野部川地域調査地点図
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2. 3 早瀬野ダム周辺農用地等調査

早瀬野ダムは着工後w年を経て6(J年10月完成し、 62:年

度からは供用開始の運びとされている。

同ダムは建設の途上、虹員川水域において、マンガン

による水質汚濁が問題となり、昭和53年度からダム周辺

の水質、底質等について環境調査を継続実施してし、る。

昭和6伴度の調査結果は表2・3及び4(liとおりであ

り、玄米及び土壌のカドミウム等汚染物質の量は、農用

地の土壌の汚染防止等に関する法律で定められている同

汚染物質の量と比較して、それを下まわっていたD

表 2・3 虹貝川調査結果〈水質、底質)

原石山上流平 野 橋第二清川橋
項目
水質 配貰水質 底質水質 底質

検体数 2 3 3 

pH 5.2 6.3 7.0 

~5.4 ~6.7 ~7.2 

(5.3) (6.5) (7.1) 

浮物 質遊 <1 <1 

へ<1 ----3 ~ 12 

(く1) (2) (5; 

カド
<0.001 1.7 く0.0010.81 ミウム <0.001 0.86 

へく0.001 へく0.001 ~くOθ01

(ぐ0.000 (<0.001 ) (<0.001) 

鉛 <0.01 210 < 0.01 290 <0.001 45 

--"'<0.01 ----< 0.0 1 ~く0.001
(<0.01) (<0.01) (<0.001) 

銅 <0.005 49 く0.005 59 <0.005 19 

----0.005 へく0.005 へ<0.005

(0.005) (<0.005) じく0.005)

鉄※ぐ0.05 34，000 <0.05 35，000<0.05 17，800 

へく0.05 ----0.09 ----0.07 

(<0.05) (0.06) (0.0の
マン※ 0.09 2，400 0.50 3，600 0.06 1，760 
ガン

~0.11 ----0.81 ----0.19 

(0.10) (0.7の (0.11) 

注1.単位は、水質mg/t、底質mg/kgで、ある。

2.水質中の鉄及びマンガンについては、溶解性成

分としての測定値である口

3.数値は、最小値~最大値(平均値)である。

表2・4 虹貝川周辺土婁・玄米調査結果

検 体地点数項 目最小値最大値平均値

カドとウム 0.43 1.3 0.84 

水田土壌 9 ヒ 素 1.0 4.2 2.3 

銅 1.0 20 10 

玄 米 9 カドミウム <0.05 0.05 0.05 

注、単位は時/kgである口

征貝・

/手川

必省鳩山踊

石山上塊

-土覇軍 3区宋圃..111点

.11 水・点

原石山側濁水

鳳
石
山

事

-aM川・

図2・3 早瀬野ダム周辺地践の調査地点
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降下ばいじん中の溶解性成分について

今 武純西沢睦雄花田裕三木村秀樹和泉四郎

l はじめに

青森県の津軽・下北地区における降下はし、じんの調査

については、青森市・弘前市は昭和46年度、むつ市は昭

和51年度から開始し、塊在は青森市4地点、弘前市4地

点、むつ市 l地点で降下ばし、じんの調査を実施している。

表 l 分析方法

項

昭和46年度から 52年度まで、の調査結果については横

山らけが、昭和53年度から 59年度までの調査結果に

ついては木村 2) が報告してしる。今回、昭和60年度の

降下ばいじん中の溶解性成分について若干の知見が得ら

れたので、報告する。

2 調査方法

青森市 (4地点)、弘前市(4地的、むつ市(1地

点〉でデポジァトゲージ法により調査を行なった。(函

1)調査項目は降下ばL、じん中の浴解性成分について、

pH、S042一、 Ca2十等の 9項目を分析し(表 1)月

別の降下量を求めデータとした。但し、青森市、弘前市

は4地点の平均値を用いた。

弘前市• 

pH  

S oi 

NO'3 

CC 

NH1 

C a2+ 

Mg2+ 

N a+ 

K+ 

パ _/.J(G~
'-~ー-ノ・~・ ヘJ ‘

図1 調査地点
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3 結果および考察

3.1 浴解性成分

青森市、弘前市、むつ市における降下ばし、じん中の溶

解性成分の土也点別の調査結果を表2に示すo P Hは青森

市、弘前市が6.07と同じで、むつ市が若干高い値となっ

ているo Ca2+1の降下量は3市とも 0.14t /凶/日と地

域差はみられなかった。これ以外の溶解性成分の降下量

は青森市>弘前市>むつ市の順になっていたo 3市全体

の溶解性成分の基礎統計量を表3に示す。成分別では、

cø~ Mg寸Na+の変動係数が 100%以上と最も変動が

大きく o NO"3、Ca2七K+の変動係数が約50%以下と小
さL、。

溶解性成分間の相関係数行列を表4に示すo C.o二Nt
一Mg剖二K+の相関係数が0.8以上と高く海塩粒子の影

響と思われるo Ca2+はpH以外とは余り相関係数も大

きくなく季節的には降雪時には、低い値を示すことから

土壌の影響と思われる。 SO!十はC[等海塩関係の成分

と相闘が高いが、 SOr降下量に占める海塩起源の SO~­

降下量 (EX.SOr)とCo-降下量の経月変化をみると

(図2)、cr降下量、 EX，SO!-降下量とも冬季に高

くなっているo EX. so，fは冬季の暖房に起因するが、
crは冬の季節風によって海塩粒子が輸送されてくると
考えられ2)、Sor，crの起源はそれぞれ異なるもの
の、同じ季節に高い値を示すため、みかけ上高い相関と

なったと思われる。

表2 地点、別・項目別年平均値

項 目 青森市 弘前市 むつ市

pH 6.07 6.07 6.37 

SO~- o. 33 0.28 0.24 

NO; 0.11 o. 088 0.086 

co- 0.59 0.42 0.36 

NH+ 4 0.037 o. 024 o. 020 
Ca2+ o. 14 o. 14 o. 14 
M92+ o. 044 0.032 0.025 

Na+ o. 16 0.10 0.083 

K+ 0.013 0.011 0.011 

注) 単位 t/knl/月 (pHを除く)

表3 浴解性成分降下量の基礎統社量 (N= 35) 

項 目 平均値 最大値 最小値 楳準偏差 変動係数紛

p H 6. 16 7.03 4.86 0.61 9. 8 

S O~- 0.28 0.81 0.01 0.21 73. 6 

NO"3 0.094 o. 16 0.022 0.033 34.9 

co- 0.46 2. 7 0.022 0.53 115 

NHt 0.026 0.11 0.001 0.026 96.7 

C a2+ O. 14 0.28 0.029 0.059 42. 7 

M82+ 0.034 0.17 0.005 0.035 104 

N a+ O. 12 0.67 0.009 O. 13 113 

K十 O. 012 0.035 0.002 0.006 52.9 

注)単位 t/雌/月 (pHを除く〉
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表 4 相関係数行列 CN=35) 

項目! pH SO!- NO;- Cg- NH;t- cl+ Mg2+ Na+ K+ 

pH 

SO!一 -O. 731 

NO; 0.052 0.042 

Ct 一 0.573 0.779 0.177 

NH;t-I -0.251 0.390 O. 528 0.576 

Ca2+ I O. 521 -O. 136 O. 375 0.016 0.177 

Mg
2 + I -O. 644 0.846 0.227 0.938 0.652 0.039 

'Na+ I -0.635 0.824 O. 204 O. 949 0.638 0.014 0.993 

K+ I -0.369 0.620 O. 342 O. 789 O. 594 0.068 0.830 0.838 
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図2 C J!降下量、 Ex.SOi-降下量の経月変化(青森市)
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3.2 p Hとイオンの関係

溶解性成分のpHの経月変化を図3に示した。 pHが

12ヶ月周期で変動し冬季になると低い値になることが横

山ら 1)木村2)によって報告されている。また青森市の降

水についても冬季にpHカ活くなることカ、i報告されてい

る~)ここでは重回帰分析(変数増減法)~)6げにより pH

の変動とイオンの関係について検討し、その結果を表5

に示した。

ステップ l で SO!ーが、ステップ 2 で、 Céf~が回帰式の

変数に採用され、偏F値(偏F値が大きいと回帰式に与

える影響カ、強し、)も大きい。ステップ3以降になると海

塩起源のイォγが回帰式の変数に採用され、SO:ーの偏F

値も小さくなってゆくが、これはSO!ーと海塩起源のイ

オンにみかけ上の相関があるためと考えられ、 pHの推定

には重相関係数Rが0.847と高いステップ2の回帰式で十

分である。ステップ2の回帰式

p H = 6. 10ー1.93 x (SO!づ+4. 45 (Ca2十)

による推定pHと実測pHの関係を図 4に示す。 pHの

低い方で、ばらつくもののおおむね一致している。

このようにpHの変動にはCa
2

セSO!ーが大きく寄与し

ていることからpHをSO仁/Ca2+の当量比の関係を図

5に示した。荒木らりは当量比o.6以下の場合はpH
6.0以上であること、当量比1.6以下の場合はpH 5.0 

以下である可能性が強いとしている。今回の調査では当

量比0.8以下の場合はpH 6.0以上であるが、 pHの低

い方についてははっきりした傾向はみられなかった。

4 まとめ

以上の調査結果をまとめると次のようになる。

1) 降下ばL、じん中の溶解性成分は海塩起源、土壌起源、

人工発生源起源のものに分けられる。

2) p Hの変動にはSO!ーとci+;が大きく寄与している。

3) SO!一/ci+の当量が0.8以下ではpHは6.0以上

である。

表5 重回帰分析結果(変数増減法)

ステップ 1 ステップ 2 ステップ 3 ステップ 4 ステップ 5
項目
回帰係数偏 F 値 回帰係数偏 F 値 回帰係数偏 F 値 回帰係数偏 F 値 回帰係数偏 F 値

SO!- 一2.10 37.9 -1. 93 49.8 一1.04 4. 15 一0.682 1. 98 -0.633 1. 71 

NO;-

Co- 0.304 1. 30 

間 2

Ca2+ 4.45 20. 7 5.03 26.4 5.11 32.9 5.19 34.0 

Mg2+ -6.10 4. 06 -13.8 12.1 -18.4 10.7 

Na+ 

K+ 41. 0 7.30 40.5 7. 19 

定数 6. 76 6. 10 5.97 5.65 5.64 

R o. 731 0.847 0.866 0.894 0.899 

R o. 721 0.836 0.852 0.879 0.880 

AIC 42.4 26.9 24.6 19.0 19.5 

泊 R:重相関係数 R:自由度調整済重相関係数 AIC:赤池の情報量規準

変数導入基準値1.0 目的変数:pH 
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浮遊粉じん調査結果について(その 3) 

今 直己今 武純

西岸睦雄和泉四郎

はじめに

当所管内の大気中浮遊粉じん等の調査は昭和46年度よ

り継続して実施しており、 46......49年度までの調査結果は

所報No.1 に、 50~54年度分については所報No. 7に報告さ

れている。今回、 55~61年度分の調査結果について検討

した結果、若干の知見を得たので報告する。

浮遊粉じん中の大気汚染質項目 (SO!一、 N03一等〕

と金属項目 (Fe、Mn等)の分析結果をもとに、各項目

聞の相関係数行列を求めて主成分分析を行い、各項目間

の関係と季節的変動を検討しその特徴をとらえた。

また浮遊粒子状物質についても同様に解析し、主成分

得点等をもとに経月変化を求め、年間の変動ノtターンを

とらえた。

.弘前ili
ハ
思 f
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 J ヘJ /

 

図 l 調査地点

図2 青森市の調査地点
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2 調査方法

2. I 測定地点

測定地点名と分析項目を表 1に、位置を図1，2に示す。

2. 2 試料採取法

浮遊粉じん CTS Pと略すシェルター付ハイボリ

ュームエアサγプラー(紀本電子工業 120型〕に石英繊

維 (PA L L F L E X 2500 -Q A S T)を装着し、吸

引速度約1.3 m3パ1で24時間吸引し、これを l試料とし、

2'" 3試料を四季ごとに採取した。

浮遊粒子状物質 (SPMと略す)サイクロ γ式分粒

装置付ローボリュームエアサンプラー(新宅S-2型)

にセルロース製メンフランフィルター(ミリポアRAWP

1.2μm)又は石英繊維ろ紙 (PA L L F L E X 2500-

QAST)を装着し、 20f， /mUlの流量で1週間吸引し、

4"'5週分をまとめて一ヶ月分の試料とした。

2. 3 分析方法

① TSP、SPM : 50$ぢ塩化カルシウム溶液を入れ

恒湿にしたデシケーターに一日入れ、前後の重量を

測定し求めた。

② ベンゼン抽出物質:ガラス繊維製円筒ろ紙 CTo

Y o No.86R)に採取したろ紙の20$ぢを入れ、ソック

スレ一法により抽出した。

@ 水溶性成分:ろ紙の20%を200mtコニカルビーカ

ーにとり水 100mtを加え、沸騰水浴上で3時間抽出

し、No.5 Cでろ過後分析に供した。 NH/はインド

フェノール法、 CIーはチオシアン酸第二水銀法、

SO~ーはグリセリン・アルコール法、 NO; はCd カ

ラム還元法によった。

④ 金属項目:メンプランフィルターに捕集したものは、

HN03/HCI04分解後、石英繊維ろ紙はHNOシ/

H20!を用い水浴上で2時間抽出後直接原子吸光法

にて測定した。 As~.こっし、ては亜鉛末還元、原子吸光

法によった。

3 結果と考案

3. I 浮遊粉じん

TSPとその他の項目のレベル

昭和55年間の各調査地点の年平均値、 5年間の平均値

を表2に、比較のため国設大気測定網(以下NASNと

略す)の測定例を表3に示す。

青森市における 2調査地点(市役所と消費生活センタ

ー)のTSPとFe濃皮は、 NASNの大気汚染測定所の

値とほぼ同じレベルで、あったが、弘前市におけるTSP

は環境大気測定のレベルで、 Feは3割と低い値であっT占

その他の項目について、青森市のSO~- 、 Mn 、Zn、

Pbは環境大気測定所のレベルとほぼ同じ、 Nu3とベンゼ

シ抽出物は約4"'5割、 Cu、Cd、Niはそれ以下で

った。弘前市も同様に比較すると、 SO!-は8害u、ベンゼ

ン抽出物、 Zn、Cu、 Pb はら割、 NO~一、 Mnは3害U Cd 

Niはそれ以下であった。

項目聞の相関と主成分分析

測定項目のそろっている青森市内 2地点の昭和56""60

年度の試料64個を合せて以下の解析を行った。

浮遊粉じん中の各項目の相関を表4に示す。

TSPと相関の高い項目はFe、Mnで、 NH4+とSO!一、

FeとMn、Pbも同様で、あっ7こcこの相関係数行列から主

成分分析を行い、その結果を表5に示す。

固有値1.0以上の主成分は、第三主成分までで、その

累積寄与率は74%であった。これらの主成分において、

図子負河量の絶対値の大きな項目は、第一主成分におい

てはTSP、Fe、Mn、Zn、Pbであった。第二主成分

では、 NH4+、SO!ーで、第三主成ではCIーであった。

このことから、第一主成分は自然現象、社会活動両方の

大気汚染の程度を表し、第二主成分は社会活動起源の奇

与を表わしていると推定されるが、第三主成分について

は不明であった。

表1 測定地点

市名 測定地点名 採取試料名 分 析 項 目

堤小学校APメータ局舎 浮遊粒子状物質 粉じん量、 Fe、Ml.、 Zn、Cu、Cd、Pb、Ni、As

本町公園 " 
λF H 

青森

青森市役所屋上 浮遊粉じん 粉じん量、ベンゼン抽出物質、 NHt 、 NOよ、 SO~-、 CI 二
向上

県消費生活センタ一屋上 " " 

弘前 弘前市役所屋上 浮遊粉じん " 
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表 2 浮遊粉じん調査結果

調 担リ 調 査 項 目 (μ9/niう
査 定 試料数 浮遊 ベンゼγ 水溶tE成分 重 金 属 成 分
地 年
占 度 粉じん 抽出物質 NH: !No3-lso!-1 Co- Fe Mn Zn Cu Cd Pb Ni As 

平均 95 3. 1 1.8 5. 7 2. 43 0.05 0.14 0.08 <0.001 0.07 (0.01 (0.001 

55 10 最大 171 9. 5 一 4. 9 8. 9 -15.56 0.10 0.27 0.19 0.002 0.17 0.01 0.008 
最小 95 0.4 o. 3 2. 3 o. 24 0.01 0.06 0.02 <0.001 0.01 (0.01 <0.001 
平均 53. 8 7. 0 o. 97 5. 67 2. 19 1. 01 0.026 0.081 0.041 0.001 0.029 0.009 0.003 

主円主三

56 9 最大 路.8 10.5 3.27 1. 45 12. 1 3.92 2. 15 0.057 0.079 0.060 0.014 0.064 0.013 0.00 

森 最小 31. 5 4. 3 <0. 02 0.25 2. 23 o. 45 0.43 0.012 0.050 0.033 <0.001 0.019 0.008 0.001 

市 平均 44 5. 4 0.10 o. 73 3. 4 o. 56 1.2 0.015 0.10 0.050 (0.0004 0.032 (0.004 0.002 
58 8 最大 75 11 o. 15 2. 4 4. 9 1.6 3. 9 0.037 0.20 0.10 0.0007 0.062 0.007 0.005 
f生

最小 18 2. 3 o. 03 o. 16 1.4 o. 2 0.11 0.001 0.014 0.026 (0.0004 (0.01 (0.004 (0.004 
所 平均 50. 6 4.43 o. 37 1. 04 4. 32 o. 91 1.11 0.03 0.07 0.04 (0.0004 0.04 0.004 

屋 59 6 最大 111. 1 6. 4 o. 55 1. 33 5. 49 1. 97 2. 54 0.053 0.11 0.11 0.0007 0.08 0.007 
最小 31. 3 2. 1 (0.01 o. 64 3.15 0.17 O. 29 0.006 0.015 0.014 (0.0004 (0.01 (0.004 

上
平均 61. 6 5. 08 O. 93 o. 76 6. 77 1. 22 1. 14 0.025 0.088 0.024 (0.0004 0.023 <0.004 

60 8 最大 98.6 8. 7 4. 32 1. 34 12.77 3. 28 2. 04 0.048 0.263 0.043 0.0007 0.053 0.006 

最小 29. 9 2. 3 O. 09 O. 44 4. 17 O. 03 0.19 0.003 0.015 0.008 (0.0004 0.008 <0.004 

5年間の平均 61 5. 0 1. 1 5. 2 -11. 4 0.03 0.10 0.05 (0.001 0.04 (0.004 

平均 81 2. 3 1.5 5. 2 2. 01 0.04 0.12 0.05 (0.001 0.06 <0.01 0.002 

55 12 最大 169 5. 7 4. 8 8. 7 -14.65 0.10 0.36 0.10 0.002 0.28 0.01 0.007 

最小 21 O. 5 O. 4 1.9 O. 18 0.01 0.04 0.03 (0.001 0.02 (0.01 0.001 

消 平均 回.9 8. 3 <1. 18 O. 79 5. 69 2.41 1. 41 0.030 0.10 0.050 0.0009 0.032 0.007 0.003 

費 56 9 最大 105.4 12. 1 2. 98 1. 28 12.0 4. 33 2. 44 0.060 0.17 0.064 0.0012 0.070 0.013 0.005 

生 最小 35. 1 3. 3 <0.02 O. 38 2. 43 0.51 O. 13 0.013 0.05 0.015 (0.001 0.015 0.002 0.001 

活 平均 58 7. 0 O. 02 O. 73 3. 4 O. 83 1.3 0.030 0.11 0.06 (0.0004 0.030 0.004 0.0012 

セ 58 8 最大 110 15 O. 09 2. 2 5. 2 1.9 2. 6 0.062 0.17 0.11 0.0007 0.058 0.010 0.0027 

ン 最小 23 3. 1 (0. 01 O. 08 1.6 0.26 O. 16 0.004 0.034 0.048 (0.0004 0.012 (0.004 (0.0004 

タ 平均 102. 8 6. 8 O. 13 1. 34 4. 78 1. 43 2. 74 0.052 0.14 0.084 0.0008 0.088 0.005 

59 8 最大 209. 6 19.2 O. 32 2. 53 6. 3 2. 98 6. 21 0.13 0.28 0.2 0.0020 0.16 0.014 

厚ー 最小 25.9 7. 7 (0.01 O. 75 3. 06 O. 12 O. 33 0.007 0.02 0.03 (0.0004 (0.01 (0.004 

上 平均 87.5 7. 6 O. 87 O. 80 7. 39 1. 16 1. 71 0.036 0.105 0.036 (0.0004 0.042 (0.004 

60 8 最大 240.3 35.1 3. 62 1.6 12.73 3. 49 3. 77 0.084 0.255 0.055 0.0009 0.122 0.009 

最小 30.6 2. 6 <0. 01 O. 52 5. 45 O. 03 O. 26 0.006 0.018 0.020 (0.0004 0.008 <0.004 

5年間の平均 79 6. 4 1.0 5. 3 -11. 8 0.04 0.12 0.06 (0.001 0.05 <0.004 

平均 35 O. 9 O. 5 2. 8 O. 67 0.01 0.04 0.06 (0.001 0.03 <0.01 <0.001 

55 12 最大 79 1.5 1.3 8. 2 -12.27 0.06 0.08 0.18 0.001 0.04 <0.01 0.003 

最小 11 O. 3 O. 2 1.0 O. 06 0.01 0.01 0.02 (0.001 0.01 <0.01 (0.001 

平均 40.0 7. 1 0.77 1. 01 3. 25 1. 52 O. 50 0.013 0.08 0.085 0.0008 0.021 0.004 0.0012 
弘
56 9 最大 59. 8 10.7 1. 84 2. 4 6. 4 3. 60 O. 88 0.02 0.21 0.20 0.001 0.03 0.009 0.003 

目IJ 最小 18.9 1.9 (0. 02 O. 1 1.4 O. 38 0.17 0.01 0.03 0.04 <0.001 0.01 0.002 (0.001 

市 平均 41 6. 3 O. 09 O. 68 3. 3 0.21 O. 72 0.018 0.074 0.075 (0.0004 0.021 (0.004 0.0009 

58 8 最大 79 17 O. 29 1.3 5. 3 0.62 1.6 0.039 0.20 0.21 0.0008 0.039 0.006 0.0019 
f史

最小 16 O. 4 <0. 02 O. 15 1.7 O. 12 0.003 0.015 0.015 <0.0004 <0.01 (0.004 <0.0004 

所 平均 64.6 4.8 O. 51 1. 33 4. 68 O. 58 1. 15 0.031 0.108 0.062 0.0005 0.027 (0.004 

屋 59 8 最大 108. 7 10.3 1. 37 2. 9 6. 08 1. 66 2. 19 0.061 0.21 0.091 0.0003 0.051 0.006 

最小 17.8 1. 1 (0. 01 O. 2 3. 72 O. 11 O. 14 0.005 0.056 0.027 (0.0004 0.011 <0.004 
上

平均 38.7 3. 4 O. 95 O. 6 6. 37 O. 62 O. 50 0.011 0.054 0.026 <0.0004 0.013 (0.004 

60 8 最大 61. 9 6. 6 4. 13 4. 13 11.77 1. 99 O. 92 0.019 0.165 0.072 0.0009 0.026 0.005 

最小 20.3 O. 2 O. 05 O. 05 1. 61 O. 07 O. 26 0.005 0.006 0.005 <0.0004 0.002 <0.004 

5年間の平均 44 4. 5 一 O. 8 4. 1 -10.7 0.01 0.07 0.06 0.01 0.02 <0.004 

- 49ー



青森県公害調査事務所所報必81986 

表 3 NASNによる浮遊粉じん、浮遊粒子状物質及び重金属等の測定例(昭和57年度う

調査項目 (μfJ/m3)

試料名
測定所 粉じ ベンゼ 水溶性成分 重 金 属 成 分

ん量
物ン抽質出
間 fNO; so;-co Fe Mn Zn Cu Cd Pb Ni 

大気汚染測 平均 79 11. 1 4. 0 6. 4 1.9 0.10 0.32 0.11 0.005 0.13 0.014 

浮
定所(札幌 最大 111 16.3 8. 5 10.4 3.1 0.45 0.99 0.19 0.025 0.57 0.026 

遊
他15地点) 最小 38 5. 8 1.0 4. 1 0.6 0.02 0.04 0.04 0.001 0.03 0.004 
粉

じ環境大気測 平均 43 8. 7 2. 6 5.0 0.7 0.03 0.13 0.13 0.002 0.04 0.006 

ん
定所(野幌 最大 64 13.3 4. 0 8. 4 1.3 0.05 0.28 0.38 0.003 0.09 0.009 

他 8地点) 最小 25 4. 9 1.3 3. 0 0.3 0.01 0.03 0.04 0.000 0.02 0.002 

大気汚染測 平均 35 0.63 0.044 0.23 0.023 0.0057 0.092 0.0059 

浮
定所(札幌 最大 43 1.20 0.100 0.51 0.100 0.0240 0.390 0.013 
遊

粒 他12地点) 最小 23 0.31 0.015 0.042 <0.02 0.0015 0.013 (0.002 
子
状 環境大気測 平均 21 0.31 0.014 0.17 <0.02 0.0018 0.032 0.0035 

物
定所(野幌 最大 33 0.50 0.026 0.35 0.037 0.0024 0.095 0.006 
質

他 4地点〉 直!ぞ 14 0.18 0.007 0.030 (0.01 0.0011 (0.01 (0.002 

表4 浮遊粉じん中の各項目聞の相関

粉じん量
ベンゼン NHl N03" SO~ Co - Fe Mn Zn Cu 抽出物

粉じん量

ベンゼン
0.471 

抽出物

N日ト 0.013 0.044 

N0
3
- 0.327 o. 198 0.044 

SO~- 0.304 0.124 o. 785 o. 180 

Co- 0.034 o. 149 -0.113 o. 186 -0. 275 

Fe 0.856 0.274 -0.083 o. 301 o. 181 -0.086 

Mn 0.901 0.291 0.007 o. 319 o. 302 -0. 078 O. 916 

Zn 0.639 o. 145 o. 155 o. 203 o. 380 -0.296 o. 725 o. 734 

Cu 0.360 0.230 一0.224 O. 135 -0. 126 -0. 084 0.571 O. 423 O. 438 

Pb 0.707 0.166 -0.024 O. 402 0.247 -0.112 0.849 O. 790 O. 725 O. 555 

a = 0.01 r込 O.32 n = 64 
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0.003 
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季節変化

これら第一、第二主成分の因子負荷量の試料別スコア

(図3)を求めると、第I象限に春季の試料が、第N象

限には秋季の試料がほぼ位置し、夏季と冬季の試料は第

H 、皿象限にわたるが、ほほまとまって位置しているO

このことから、青森市における大気汚染のレベルは、四

季によって明確に異なり、またその季節的変動が大であ

ると言える O また春と秋の差は特に著しく、春季には土

壌起源のTSPが増大し、それに件いFe、Mnも増加して

いることが表4のTSPとの相聞からも示される。一方、

秋季の特徴はNH/、sO~- が多いことで、ある口
また春季の試料は恥15、21、28、29、61は第W象限よ

りはずれているが、これらの採取時期は11月中~下旬で

あったことから、秋の収穫時に行われるワラ焼き時に発

生するスモッグの影響を受けたためと考えられる。

Z2 
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表5 浮遊粉じん中の各項目の主成分分析結果

項 目
因子負荷重

第一主成分 第二主成分 第三主成分

粉じん量 0.895 0.040 O. 192 

Benzen抽出物 0.381 0.068 0.541 

NH，t 0.066 0.900 0.178 

N03- 0.416 0.012 0.511 

S O~- 0.363 0.878 0.098 

Ci -O. 127 0.362 0.747 

F e 0.940 O. 164 0.081 

Mn Q. 935 0.030 0.002 

Zn 0.824 O. 166 O. 278 

Cu 0.574 0.413 0.239 

Pb 0.891 0.084 0.110 

国 有 値 4.84 1. 96 1. 34 

寄 与 率(JUJ 44 18 12 

累積寄与率陶 44 62 74 

O 
春季O

夏，，/:::;，

秋 M ロ

冬"0

O 

2.0 3.0 第一主成分~ZI

ロ

ロ
O 

O 

ロ

図3 試料別因子負荷量スコア(数字は試料No.)
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3.2 浮遊粒子状物質
分はとらえることができた。

SPMと金属項目のレベル

青森市内2調査地点の昭和5----60年度分の調査結果を
4 ま とめ

表6に示す。これらを環境大気測定所の値と比べると、 以上の結果から

堤小学校局舎(以下堤小と略す)のSPM、Fe濃度はほ ① 浮遊粉じんについては、

ぼ同じレベルで、 Mn、Asは約5割、Pbは約3割、 Znは (1) 青森市内2地点の浮遊粉じん量とFe濃度はNAS

約2割5分と汚染レベルの低いことがわかった。 Nの大気汚染測定所のレベルとほぼ同じであったが

また本町公園局局舎(以下本町と略す〉も同様に比較す 他の項目は環境大気測定所のレベルと同じかそれ以

ると、 SPM濃度は2割多いが、 Fe濃度はほぼ同じで、 下であった。

他の項目は堤小と同じであった。なお不検出・欠測の多 (2) 弘前市の場合はすべての項目について環境大気測

い、 Ni、Asは以下の解析から除いておこなった。 定所のレベルがそれ以下で、あった。

各調査地点における SPMとSPM中の金属項目間の (3) 青森市の2地点の試料について主成分分析を行っ

相関を表7、8に示す。堤小では、 SPMと相関の高い た結果第一主成分は自然現象と社会活動両方の大気

項目は、 Fe、Mnであった。またFeとMn、MnとZn、 汚染の寄与を示し、第二主成分は社会活動起源の汚

ZnとCu、Pbも同様であった。同様に本町では、 SPM 染の寄与を示しており、この二つの成分の累積寄与

とFe、Mn、FeとMn、Pbであり土壌粒子の影響がうか 率は62%であったO

がわれる。 (4) これらの試料について、第一、二主成分のスコア

これらの相関係新子列を基に主成分分析を行い、その を求めてみると、はっきり四季に分離することがで

結果を表9、10に示す。 き、その特徴をとらえる事ができた。

堤小では、固有値1.0以上の主成分は第一、二主成分 ② 浮遊粒子状物質については、

で、あった。この累積寄与率は72%で、第一主成分で因子 (1) 青森市内2地点の調査結果をNASNの環境大気測

負荷量の大きな項目はSPM、Fe、Mn、Zn、Pbと7項目 定所に比べると、SPM、Fe濃度はほぼ同じであった

のうち5項目であった。第二主成分ではCdであった。こ が他の項目はそれ以下であった口

のことから第一主成分では自然起源と社会活動起源の両 (2) この試料について、主成分分析を析った結果、第

方の総合的な大気汚染の程度を示しており、第二主成分 一、第二主成分とも浮遊粉じんの場合同じであった

は社会活動起源の汚染の程度を示していると考えられる。 が、累積寄与率は、堤小の場合74%、本町は65%で

また、本町の場合も同じ傾向があったが、両調査地点 あった。

の差異は判然としなし、。 (3) SPM、Fe、上記の第一主成分の経月変化をみると

経月 変化 3~4 月と 11~12月の二つのピークがあり、それぞ

本町の場合を例に取り、経月変化をみるために、図3 土壌粉じんとワラ焼きスモッグの影響と推定される。

のようにSPM，Fe濃度と第一主成分の経月変化を図示し

て年間の変動パターンを検討した。この図から、春先の

3、4月と11月と SPMの二つのピークがあるが、 11月

のFeのピークはこれに追随せず、 12月に見られる場合と

前後する場合があることが示されているO これは、春の

ピークは融雪後に地表が乾燥し土壌等が舞い上がり、 S

PMが高くなり、同時に含まれるFeも高くなったためで、

あり、 11月のピ クはワラ焼きのスモッグの影響が大な

ためと考えれる。 12月のFeのピークは偏西風が卓越して

いる影響と考えられる。

第一主成分の経月変化は、前途の場合と異なり、春と

秋にはっきりした二つのピークがあり、その巾は3ヶ月

程度である。これは第一主成分には、 4項目の情報の大

部分が取り込まれているためと考えられるが、 SPMと

Feの二項目の変化を見るだけでも年間のパターンの大部
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表 6 浮遊粒子状物質調査結果

査地点調 定ノ度測! 

調 査 項 目 (μ9/m3) 

試料数
浮状遊物粒質子 Fe Mn Zn Cu Cd Pb Ni As 

平均 23 0.57 < 0.01 0.04 ぐ0.01 o. 001 0.02 < 0.01 0.002 

55 11 最大 40 1. 14 0.02 0.08 0.01 0.001 0.04 < 0.01 0.003 

最小 12 0.20 < 0.01 0.02 < O. 01 0.001 0.01 く 0.01 0.001 

平均 21. 6 0.32 0.006 0.032 < o. 004 0.0007 0.013 O. 001 0.002 

56 12 最大 34. 2 0.63 0.010 0.044 0.004 0.0012 0.017 0.002 0.003 

堤 最小 14.5 0.08 0.002 0.021 < O. 004 <0.0004 0.008 < 0.001 <0.001 

平均 22 0.31 0.007 0.018 < O. 005 0.0005 0.009 < 0.005 0.002 

57 12 最大 37 0.87 0.022 0.051 0.011 0.0011 0.018 < 0.005 0.002 

学 最小 9.8 O. 11 0.002 0.004 ぐ 0.005 く0.0005 0.005 < 0.005 0.001 

校 平均 21 0.36 0.009 0.034 ぐ O.005 く0.0005 O. 01 < 0.005 0.0010 

58 12 最大 60 1.9 0.046 0.086 0.008 0.0006 0.02 0.006 0.0023 
局

最小 10 0.06 0.002 0.021 < O. 005 <0.0005 < 0.01 < 0.005 <0.0005 

4仁コh 平均 19.8 Q.17 0.006 0.026 < 0.005 <0.0005 0.006 < 0.005 

59 12 最大 26.3 O. 34 0.015 0.043 0.008 0.0006 0.022 < 0.005 一

最小 9.8 O. 01 < 0.002 0.014 < O. 005 <0.0005 < 0.01 < 0.005 

平均 15.6 0.09 0.014 0.037 0.005 ぐ0.0005 O. 012 < 0.005 

60 12 最大 28. 2 0.64 0.023 0.064 0.010 0.0008 0.030 < 0.005 一

最小 5. 1 0.01 0.007 0.023 < 0.005 く0.0005 0.010 < 0.005 

6年間の平均 20.5 0.30 0.007 0.031 < 0.005 <0.0005 0.011 < 0.005 一

平均 28 O. 11 < 0.01 0.04 く0.01 0.001 0.02 < 0.01 0.002 

55 11 最大 45 2.11 0.02 0.07 0.01 0.001 0.03 < 0.01 0.003 

最小 17 0.24 < 0.01 0.03 < O. 01 0.001 0.02 < 0.01 0.001 

平均 28.9 0.44 0.009 0.038 0.004 0.0005 0.018 0.004 0.002 

56 12 最大 41. 8 0.87 0.021 0.049 0.010 0.0010 0.025 0.010 0.003 

本 最小 20.8 o. 12 0.003 0.028 < 0.004 <0.0004 0.012 < 0.001 <0.001 

平均 28 0.36 0.008 0.047 < O. 005 0.0005 0.012 0.001 0.001 
町
57 12 最大 46 0.94 0.023 0.12 0.008 0.0011 0.021 0.003 0.003 

公 最小 19 o. 14 0.004 0.011 < O. 005 <0.0005 0.005 < 0.001 <0.001 

園 平均 20 0.32 0.008 0.054 < O. 005 <0.0005 < 0.01 < 0.005 O. 001 

58 12 最大 48 1. 1 0.030 0.080 0.008 0.0005 0.02 < 0.005 0.003 
局

最小 12 0.11 0.004 0.026 < O. 005 <0.0005 < 0.01 < 0.005 <0.001 

d仁コ主主 平均 26.6 O. 32 0.007 0.046 < 0.005 <0.0005 0.015 < 0.005 0.0010 

59 12 最大 49.5 1.3 0.031 0.11 0.018 <0.0005 0.066 < 0.005 0.0023 

最小 17.2 0.07 < 0.002 0.022 < O. 005 <0.0005 < 0.005 < 0.005 く0.0005

平均 21. 1 0.23 0.012 0.041 くO.005 <0.0005 0.009 < O. 005 

60 12 最大 35. 7 o. 72 0.028 0.071 0.008 0.0008 0.02 < 0.005 一

最小 9. 1 0.08 0.002 0.009 < O. 005 <0.0005 < 0.01 < 0.005 

6年間の平均 25.4 0.30 0.007 0.044 < O. 005 <0.0005 0.012 < 0.005 一
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表7 堤小学校局舎における SPM中の各項目聞の相関 表9 堤小学校局舎のSPM中の各項目の主成分
分折結果

SPM Fe Mn Zn Cu Cd Pb 因子負荷量

項目
第一主成分 第二主成分 第三主成分SPM1 

F e 0.771 1 SPM 0.830 o. 130 -o. 370 

M n 0.691 0.663 1 F e 0.809 o. 220 -0.392 

Z n 0.579 0.565 0.704 1 Mn  0.848 -0.103 -o. 220 

C u 0.363 0.274 0.484 0.631 1 Zn 0.856 -O. 240 0.160 

C d ~303 ~ 331 ~ 213 o. 207 -~076 1 Cu 0.615 -O. 631 o. 294 

P b 0.521 0.521 0.533 0.676 0.483 0.450 1 Cd 0.400 O. 792 0.370 

α= O. 01， rき 0.32，n二 66
P b O. 795 0.099 0.432 

固有値 3.97 1. 17 O. 78 

寄与率(%) 57 17 11 

累積寄与率(忽) 57 74 85 

表8 本町公園局舎における SPM中の各項目聞の相関 表10 本町公園局舎のSPM中の各項目の主成分
分折結果

SPM Fe Mn Zn Cu Cd Pb 因子負荷量

項目

SPM 1 第一主成分 第二主成分 第三主成分

F e 0.615 1 SPM O. 769 一 O.264 -o. 269 

M n O. 671 O. 693 1 F e 0.835 -O. 063 -o. 179 

Z n 0.358 0.353 0.439 1 Mn 0.855 -O. 272 0.041 

C u 0.147 0.256 0.327 0.172 1 Zn 0.559 -O. 459 O. 207 

C d 0.204 0.309 0.163 0.059 0.172 1 Cu 0.474 0.383 O. 759 

P b 0.533 0.637 0.602 0.331 0.464 0.492 1 Cd 0.439 O. 708 -O. 386 

a = O. 01 ， r孟 Q.32，n = 66 Pb 0.843 O. 299 0.018 

固有値 3.46 1. 09 0.88 

寄与率(%) 49 16 12 

累積寄与率(%) 49 65 77 
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堤川水系のひ素に関する調査一第 2報一

n
h
ド

白
H
H

2. 4 分折項目

Cd 、Pb、As、Cu、Zn、Fe、Mnの7項目

四平日

二三 S 1> 0.42 

0.42孟 S2> 0.297 

O. 149孟 S4> 0.074 

0.074ミ S5 

O. 297ミ S3> 0.149 

泉

2.2 試料の調整

① 粒径2醐以下の試料(以下全粒という)

底質調査方法 3)に準拠

5段階粒度別試料

乾式ふるいによる分級

第 l段(S 1 ) 

( S 2 ) 

3 

健

2加盟

藤

( S 4 ) 

( S 3 ) 

( S 5 ) 

工

2. 3 分折方法

底質調査方法 3) 

4 

2 

5 

② 

l はじめに

公共用水域における底質調査の結果では、堤川河口 1

km沖地点において、昭和57年から59年にかけて40μf}/9

を超えるひ素が検出されている。一方、堤川水系上流部

は多量の温泉が湧出し高濃度のひ素を含むとの報告)

もあり、周辺の状況から同地点は堤川の影響が大きいと

思われることから、河川との関連性について調査を行っ

た。その結果、前報)で報告したように河川水中のひ素

は主としてSS中に含有されること、堤川水系の底質徴粒

子中のひ素濃度は他の水系と比較して高いこと及び河口

部から沖合にかけて数種の重金属濃度が漸減しているこ

となどを認めたが、底質の相関性からは河川の海域への

影響を明確にできなかった。

本報では、懸濁、流下、沈降する粒子という観点から

粒度を考慮、して相関性等を検討したので、報告する。

調査方法2 

調査地点2.1 

河川 9地点、海域11地点を図 1、2に示す
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3 結果及び考察

3. 1 粒度組成と重金属濃度

図3に5段階の粒度組成を示す。

河川では、上流から甲田橋まで各地点とも S1粒子が

60労以上を占め、 S4+S5粒子は10%以下と少なく、

粒度組成に大きな変化はみられない。河口近くの石森橋

ではS5粒子が50%以上と増加し、海域の底質に近い組

成となっている。

海域では、地点 1~6 で S 5粒子が50必以上を占め、

河口部から沖合にかけて徴粒子の占める割合が減少する

傾向がみられる。これは河口からの徴粒子の拡散と関連

しているものと考えられる。

表 lに分折結果、図4に7地点の粒度別重金属濃度を

示す。(石森橋、海域 1、3、6のS1、S2は試料量

が少なく分析不能)

筒井橋、甲田橋、八甲橋の3地点では、 Cd以外の金

属はS1、S2粒子でほぼ横ばい、 S3、S4、S5粒

子で増加するよろな類似した傾向を示している。

また、石森橋及び海域No.1 、3、6では、河川|と比較

すると粒度の差による重金属濃度の変動が小さく、Asが

青森県公害調査事務所所報必81986 

やや特異なパターンを示している。

表2はS5粒子中の重金属濃度と全粒濃度を比較した

ものである。濃度比は海域より河川で高く、上流部から

甲田橋までの士也点では、低い値の Feで1. 3~ 1. 8 、高い

Asは2.9 ~ 4.6と徴粒子中の濃度が高いことを示して

いる。同様の傾向は、石森橋及び、海域で、はAsに若干み

られる程度で、 Cu、Zn、Fe、Mnの濃度比は1前後、

Cd、Pbについては逆の傾向もみられる。

粒度と重金属濃度に関して、河川底質では徴粒子中の

重金属濃度が高くなることを認めた多田ら4)、小倉5)の

報告がある。河口部底質についても同様の結果を得た報

告もあるが、今回の調査では粒度が3段階ということも

あり、河口部での傾向は判然としなかった。

また、徴粒子含有率と重金属濃度の関係についても、

下川ら6)は粒径10μm以下の試料で、菊池ら7)は粒径74

μm以下で、それぞれ良好な相関関係を認めている。ここ

ではS5粒子について検討したが、明確な相関はみられ

なかった。

100 
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表 1 分折結果

No.地点名粒度 Cd 

寒水沢合流後 S 5 <0. 15 

2 荒川橋 S5 

3 筒井橋 S1 

S2 

S 3 

S4 

S 5 

4 甲田橋 S1 

S2 

S 3 

S 4 

S 5 

5 石森橋 S3 

S4 

S 5 

6 大川橋 S5 <0. 15 

7 幸畑橋 S5

8 八甲橋 S1 

S 2 

S 3 

S 4 

S 5 

9 ねぶたの里入口 S5 

海域 No. 1 S 3 

S4 

S 5 

海域 No. 2 S 5 

海域 No. 3 S 3 

S4 

S 5 

海域 No. 4 S 5 

海域 No. 5 S 5 

海域 No. 6 S 3 

S 4 

0.53 

0.44 

0.45 

O. 36 

問

問

問

一

川

一

問

問

山

一

日

一

問

一

日

刊

S 5 0.19 

海域恥 7 S 5 O. 15 

海域恥 8 S 5 <0. 15 

海域恥 9 S 5 O. 15 

海域恥 10 S 5 0.15 

海域恥 11 S 5 0.15 

※濃度 (μ9/9)

Pb 

25.0 

29.4 

5. 3 

4. 5 

5. 9 

18.8 

29.0 

6.8 

6.6 

8. 9 

21. 1 

28.7 

21. 5 

21. 0 

24.0 111 
且

31. 2 109 

As 

89. 2 

58. 2 

18. 6 

17.8 

18. 2 

34.1 

49. 7 

18. 3 

14.0 

20.3 
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55粒子と全粒の重金属濃度の比較(濃度比=55濃度/全粒濃度)
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また、甲田橋と石森橋の相関は全粒、 55粒子とも低

く、両地点間での流況の変化をうかがわせるD 水中の重

金属は吸着、沈降、イオン交換等の作用を受け易い5)こ

とから、河口部に近い石森橋では流れの緩速化、海水の

影響などにより、底質の粒度や重金属の組成が上流部と

異なってくるものと思われる。堤川水系は酸性河川〈甲

田橋でpH 5)であることから、河口部における海水に

よる塩析効果は特に大きいと考えられるD

海域必 1は55粒子において石森橋との相関は高く、隣

接する海域の地点との相関は低L、。因みに石森橋と海域

必 1の相関数は全粒で0.524、53粒子でO.714、54

粒子でO.762、55粒子で0.857と粒子が小さくなるに

従って大きくなっているo これは粗い粒子から次第に沈

降してし、く結果とみることができるD また前報で報告し

た河口から沖合にかけての重金属分布や、図 3にみるよ

うに河口に近い地点ほど徴粒子が増加する傾向もみられ

ることから、河川の海域への影響は認められるものの、

河口部の海協伝 1と隣接する地点必2、3、4との相関

数はあまり高い値を示していなL、D この点に関しては、

粒径74μmよりさらに微細な粒子についての検討によっ

て明確にされるであろう o

海域必2から11までの各地点では、全粒、 55粒子と

も隣接する地点間の相関は高い値である O

3.2 底質の相関性

表 3に55粒子及び全粒の相関数のうち、 0.6以上の

ものを示した。

全粒より 55粒子における相闘が高く、懸濁、流下、

沈降する粒子という点からうなずける結果であるo

粒子の分画法としては、ふるい法をはじめ木羽・松木8)

苧織田らめの方法もあるが、底質試料間の相関性を検討

するための試料の最適粒径は、山間部伊平野及び河口部

で当然異なるものと思われるので、調査対象とする河川

苧地点の状況により、試料粒度の考慮が必要であろう。

表4に55粒子における12地点間の相関数、表5に粒

度別相関数を示す。

荒川未端の筒井橋、駒込川未端の八甲橋及び合流後の

甲田橋の 3士也点聞の相関は全粒、 51 ~5 5粒子ともそ

れぞれ高い値を示しているo

55粒子及び全粒の相関数往相関数 1叩)

!I 

全粒分析

8 

17 

29 

42 

53 

Fhd -
n
U
8
4
η
l
p
h
d
Q
d
 

-
1
1

つ白

n
d
F
D
F
O

円、u
一

表 3

相関数

1. 00 

0.9以上

0.8 庁

0.7 

0.6 !I 

5 5粒子における相関数(12地点)

5 

表4

Fhu-
nu-
nud-
nu-

n
u
n
u
-

n
u
n
u
-

n
u
n
u
-

Q
υ
Aせ
4
生
-

'
i
n
4
9
2
 

pnuFhJV
「
同

u-

.
n
u
n
u
n
u
-

Q
u
n
V
A
U
'
i
-

1
4
唱

i
t
i
月

t
-

ρ
O
ρ
h
u
n
6
-
b
-

n
u
n
u
n
u
n
U
一

ワ
t
q
u
Q
U
A吐

14-

F
b
q
u
円

L
n
L
n
6
-

n
H
U
q
O
A佳
只
u
q
d
-

n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
-

nヨ
A生
絹
佳

'
i
n
u
'
i
一

旬

i
'
i
n
L
口

δ

つu
n
6
一

戸

hU
可

t
F
h
u

円。AAτqo-

n
U
A
U
n
u
n
U
A
U
n
u
-

U

1

3

6

7

9

9

9

一一

Q
u
n
d
円

t
F
b
つ
白
つ
白
ワ
ヱ

0

3

3

4

8

4

4

4

-

6

 

H
O
O
O
O
O
G
o
-
-

'
i
A性

E
U
R
U
Q
u
n
u
n
u
n
L
一

口

HU
唱

i
n
u
n
U
唱

i
唱

i
唱

i
n
h
v
-

q
d
ワ

t
n
u
Q
u
n
b
Q
U
Q
U
司

t
-

n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
-

9
u
Q
υ
A
U
Z
ワ白

n
u
A吐

A官
内

心

円

t
-

FD
つ臼
1
A
F
b
n
u
ヮ“咽
i
n
U
F
O
-

n
H
U
A吐
ワ

t
n
u
n
U
「

D
可

t
ワ

4
p
o
-

n
u
n
u
n
u
n
u
'
i
n
u
n
u
n
u
n
u
-

Q
u
p
o
n
H
U
n
O
Q
u
n
u
d
p
O
咽

i
p
o
q
o
-

ti
門

l
q
o
nぺ
u
t
i
t
i
n
o
n
O
司

t
q
o
一

戸

O
A
U
2
9
u
つu
n
O
P
0
9“
q
d
Aせ

qu
一

n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
-

A
U
τ
'
I
A
A
τ
n
v
n
y
泊
佳

a生
咽

i
q
O
Q
u
q
a
-

-
1
i
司

t
ヮ“つゐ

1
i
つ白

1
i
Q
u
q
d
つ白

q
u
-

1
-
-
7
5
5
4
6
5
7
q
u
3
4
3
-

-
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
-

名
一
服
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
1

2

3

4

一

一

合

必

点
一
沢
川
井
田
森
川
畑
甲
域

地
一
郎
荒
筒
甲
石
大
幸
八
海

Lネ斗10 9 8 7 6 4 3 2 必一
1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

・

4
E
E
-
4

・，.E晶
4
E
E
E晶



青森県公害調査事務所所報必81986 

表 5 粒度別相関数

粒 度 筒井橋一甲田橋筒井橋一八甲橋 甲田橋一八甲橋 甲田橋一石森橋石森橋一海域1 海域1一海域3

S O.叩5 0.810 1.000 

2 O. 762 O. 810 1. 000 

3 0.619 0.571 1. 000 0.429 0.714 O. 714 

4 0.810 1. 000 0.952 0.476 O. 762 O. 714 

5 0.952 1. 000 0.905 0.381 0.857 0.524 

全 *iL 0.810 0.952 1. 000 0.429 0.524 0.619 

3.3 Asについて

図5は河川上流部から海域にわたる S5粒子中のAs

濃度である D

荒川上流の寒水沢合流後、駒込川上流の大川橋、石森

橋及び海域必 1地点で高い値を示しているo また河口か

ら沖合にかけて濃度が漸減していることから、河川|から

の拡散がうかがわれる。上流部の両地点は先に述べたよ

うに地質に由来し、石森橋及び海域必1地点は微粒子の

沈降により高濃度となっているものと思われる。しかし、

これらの値は前報に示したSS中のAs濃度〈表6)と

比べるとかなり低く、 Asは粒径の小さい粒子中により

多く移行しているものと推測されるD またS5粒子とS

S中のAs濃度の差が大きいことは、粒径74/1m以下と

いう分級が、当該水系における微粒子の移送状況の検討

にやや不十分であることを示唆している。

今回の調査結果では、河口部と海域の底質の相関性は

明確とは言えなし、。しかし、堤川水系の底質微粒子中rAS

の高濃度、河口から沖合にかけての粒度及び重金属の分

布状況等は海域への徴粒子の拡散を示しているものと考

えられるD 従って、堤川河口 1km沖地点で、の高濃度沿検

出も、堤川水系の水質、底質及び流況と切り離しては考

えにく L、。

表 6 S S中のAs濃度(3回担|庭平均値)

寒水沢合流後大川橋石森橋海域1(1回測お

900 (μf)/ f}) 390 167 136 

120 

6 

90 

濃度
60 

(μf}/!J) 

30 

河Ilr蹴
O 

図5 S 5粒子中のAs濃度
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4 ま とめ

(1) 粒度組成は、甲田橋より上流の河川ではS1粒子が

60係以上を占めるのに対し、河口部及び海域では徴細

粒子の含有量が多く、石森橋から海域必 1~6 までは

S 5粒子が50%以上を占める O 海域では沖合にかけて

粒子が粗くなる傾向がみられるO

(2) 河川底質では、粒子が小さくなるに従って重金属濃

度の増加が認められたが、河口及び海域では判然とし

ない。また、徴細粒子含有率と重金属濃度の関係も明

確ではなかった。

(3) 粒径74μm以下の試料は粒径2mm以下の試料より相

関性が高く、底質の相関性を検討する場合、試料の粒

径について配慮が必要であるo

(4) 堤川河口 1km沖地点で、検出される高濃度のAsは、

堤川水系の底質徴粒子中の'As濃度が高いこと、河口か

ら沖合にかけての粒度組成及び重金属の分布状況など

から、堤川に起因するものと考える口
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公共用水域の底質調査結果について(第2報)

- 54"-'60年度データによる解析一

はじめに

陸奥湾に流入する代表的河川の河口部と港湾部及び弘

前市街地を流れる士測111と岩木川の下流部において、継

続的に底質を調査してきているO
¥) 

第l報 では、 58年度までの調査結果をもとに重金属の

分布状況について報告した。

本報では、 60年度までのデータを用いて解析を行い、

底質の状況について若干の知見を得たので、報告する。

2 調査方法

2. I 調査地点

調査地点、(河川17地点、海域6地点、計13地点)を、

中村 稔 角田智子 高井秀子

工藤孝宜 和泉四郎

図 1に示す。図中の地点番号は後述の表 lと同一である。

2. 2 調査項目

水分、 11---COD、Cd、Pb、As、Hg、Cu、Zn、Fe、

Mn、Cr、硫化物、 K-N(ケルダール窒素:有機態窒

素とアンモニア性窒素の和〉及び総リンの計15項目

2.3 分析方法

底質調査方法及び土壌養分分析法に準じた。

3 調査結果

昭和54年度から60年度までの調査結果(付表)をもとに

幾可平均値を算出し、表 lに示した口なお、平均値算出

にあたり定量下限値未満の値は定量下限値として扱った。

~J寸占7二位、
図 1 調査地点

- 63ー
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表 1 幾何平均値

No. 地 占 名 水分 1L C OD Cd P b A s Hg. C u Z n F e M n C r硫化物 K-N総リン

1 西 田 橋 21 2 3 0.30 14 3 0.06 14 118 2.8 325 29 0.04 356 512 

2 新井田橋 33 3 7 0.09 8 3 0.02 7 47 1. 7 180 18 o. 04 306 335 
3 11中 館 橋 44 7 17 O. 38 28 12 0.09 25 136 2.7 245 44 1. 54 1391 982 

4 石 森 橋 38 4 5 O. 10 12 31 0.08 21 65 2.9 286 41 0.05 414 459 

5 野辺地橋 28 4 4 o. 13 14 23 0.09 19 105 4.2 358 33 0.02 447 364 
6 下 ~t 橋 42 8 12 o. 26 20 26 o. 13 26 126 3.9 140 43 0.47 1006 725 
7 十三湖中央 36 5 8 0.40 24 9 0.08 18 161 2.9 386 46 0.12 474 419 

8 青森港西 43 7 9 O. 15 14 10 0.06 12 70 2.2 104 46 O. 10 922 354 

9 青森港東 57 10 15 0.56 64 27 0.27 54 184 3.1 191 50 0.67 1387 578 

10 堤川河口 1km沖 61 11 16 0.35 28 46 0.22 39 110 4.0 257 44 0.68 1521 841 

11 野辺地港中央 45 8 12 o. 19 14 26 0.10 23. 96 3.5 233 38 o. 12 754 295 
12 大法港芦崎 63 15 21 0.30 35 22 0.39 39 132 3. 1 154 42 o. 76 2263 536 
13 大湊港田名部111河口 61 12 16 0.24 20 29 0.13 34 118 4.2 193 57 0.32 1716 566 

単位 Cd Pb As Hg Cu Zn Cr K-N 総リン μ9/9乾泥)

COD 硫化物 (m9/の

水分:(労 Fe: (%乾泥〉

4 解析

4. I ヘイズンプロット
2) 3) 4) 

表 1に示したデータを項目ごとに普通目盛と対数目盛

でへイズンプロットし、各々について回帰直線と相関係

数を求めた。図 2.1~図 2.3 にへイズンプロット、表 2

に項目ごとの相関係数を示す。

プロット点が直線に近いほど与えられた分布は正規に

近いことから

(1)正規分布に近い項目は

〔水分、 IL、COD、As、Zn、Fe、CrJ

(2) 対数正規分布に近い項目は

C Cd 、Pb、Hg、Cu、Mn、硫化物、K-N、総リン〕

といえる O

一般に統計的解析には正規型のデータが望ましし、

ので、 (2)の項目については対数変換した後以降の解

析に用いることとした。

4.2 主成分分析
5) 6) 

4.2.1 平均値

各項目の平均値は表3のとおりであるo なお、対数変

換した項目については幾可平均値となっている。

4.2.2 相関係数

各項目聞の相関係数を計算した結果(表4)、以下の

特徴が見られた。

(1)水分、 IL、COD、Pb、Hg、Cu、Cr、硫化物、及

びK-N聞に互いに高い相関がある。特に水分、 IL、

COD及びK-N間では相関係数が 0.9を超えている。

-64-

(2) 重金属では、 As、Fe及びMnを除いて互いに高

い相闘がある。特にCdとZn並びにHgとCu間で

は相関係数が O.9を超えている。

(3) Mnについては、全ての項目と有意な相関がない。

4.2.3 固有値、固有ベクトル及び、因負荷量

相関係数を用いて主成分分析を行った結果を表5に示

すり

各主成分の寄与率は第 1主成分 (21) 61.5箱、第

2主成分(22) 13.5第、第3主成分 (23) 11.2第、

であり、以上の 3つの主成分で全情報の86.2労を説明で

きた。

そこで各々の因子負荷量から各主成分の意義について

検討した結果、以下のように考えられた。

(1) 第 l主成分:Mnを除く全項目の因子負荷量が正

で高いことから、総合的汚染の程度を表わす。

(2) 第 2主成分:ほんどの重金属の因子負荷量が正で

あり、 IL、COD及びK-N等については負である

ことから、全汚染に占める重金属性汚染あるいは有機

性汚染の割合を表わす。すなわち、第2主成分の因

子得点、の正の地点、は重金属性汚染の割合が高く、負

の地点は有機性汚染の割合が高いことを表わす。

(3) 第3主成分:AsとFeの因子負荷量が高いことか

ら、地域の特性を表わす。

4.2.4 因子得点

データで標準化した後、固有ベクトルによって因子得

点を計算し、表6に表わした口
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表 2 回帰直線の相関係数(へイズンプロット)

相関係数 相関係数
項目

普通
対目数盛
項目

普目盛通
対数

目盛 目盛

水分 0.976 0.970 Zn 0.989 0.967 

IL 0.984 0.983 Fe 0.975 0.960 

COD 0.982 0.967 Mn 0.988 0.911 

Cd 0.977 0.982 Cr 0.959 0.905 

Pb 0.878 0.973 硫化物 0.886 0.974 

AS 0.968 0.925 K-N 0.960 0.971 

Hg 0.900 o. 970 総リシ 0.959 o. 986 

Cu 0.973 0.987 

表 3 各項目の平均値

項目 平均 項目 平均 項目 平均 項目 平均

水分 44.0 Pb 19.6 Zn 113 硫f助 0.178

IL 7.38 As 20.5 Fe 3.17 K-N 820 

COD 111. 2 Hg o. 103 Mn 219 総リシ 502 

Cd 0.232 Cu 22.4 Cr 40.8 

単位) Cd Pb Hg Cu 

Zu Cr K-N 総リン μfj/fj乾泥〕

COD 硫化物昭'/fj) 

水分必 Fe:(96乾泥)

表 4 項目聞の相関係数

総

水 分 IL COD Cd Pb AS Hg Cu Zn Fe Mn Cr 硫化物 K-Nリ
シ

水分 @ @ × 。。 。 。 × × × 。。。×
IC 0.953 @ × @ O 。 。 × × × @ 。。×
COD 0.904 0.920 O 。 × 。 。 × × × O 。。O
Cd 0.427 0.467 0.558 。× @ @ @ × × O @ 00  
Pb 0.660 0.670 0.705 0.877 × @ 。。× × @ 。。O
AS 0.643 0.570 0.421 O. 146 O. 367 。 @ × 。 × × × 〉ぐ×
Hg O. 756 O. 831 0.719 0.644 0.837 0.669 。。O × 。 @ 。×
Cu O. 765 O. 775 0.714 0.674 0.852 O. 737 0.946 。。 × 。。。O
Zn 0.324 0.391 0.439 0.921 0.874 0.120 0.648 0.687 × × O O x x 
Fe 0.337 0.417 0.242 0.248 0.286 0.734 0.5邸 0.641 0.337 × × × x x 
Mn -0.441 -0.463 -0.431 0.097ー 0.0750.0侃 O.114 -O. 018 o. 203 o. 232 × × x x 
Cr 0.680 0.647 0.568 0.545 0.648 0.492 0.647 0.722 0.541 0.455 -0.196 O 。×
硫化物 O. 779 O. 767 0.917 0.722 0.790 0.379 0.684 0.726 0.577 0.203 -0.354 0.620 。。
K-N 0.906 0.942 0.942 0.575 0.739 0.512 0.805 0.789 0.465 0.388 -0.476 0.724 0.885 -0  

総リン 0.413 0.389 0.556 0.624 0.591 0.353 0.486 0.575 0.477 0.292 -0.020 0.421 0.776 0.585-

。:196有意 r ) 0.641 
0: 5~ぢ有意 r > 0.514 

x その他

O
O
 

F
O
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表 5 固有値、固有ベクトル及び、因子負荷量

項目
第 1 主成分(~ ) 第 2主成分 (Zd 第 3主成分(Zs) 

同ベクト有ル 因負荷子量 寄累与積率 固ベクト有ル 因負 荷 子量 累寄与率積 固ベクト有ル 閃負荷子量 累寄与積率

水分 O. 287 0.873 76.2 - 0.277 - 0.395 91. 8 0.078 0.101 92.8 

L 0.293 0.890 79.2 - 0.256 -0.365 92.5 0.067 0.087 93.3 

COD 0.290 0.882 77.8 一 0.229 -0.326 88.4 -O. 130 -O. 169 91. 3 

Cd 0.244 0.742 55. 1 0.334 0.476 77. 7 -0.313 -0.406 94.2 

Pb 0.291 0.884 78. 1 O. 190 O. 270 85.4 -0.198 - 0.257 92.0 

As 0.202 0.614 る7.7 -0.032 一 0.045 37.9 0.551 O. 715 89.0 

Hg 0.300 0.911 83.0 0.017 0.101 84.0 O. 144 O. 187 87.5 

Cu O. 307 0.933 87.0 O. 132 O. 188 90.6 O. 171 0.222 95.5 

Zn O. 224 0.679 46. 1 0.423 0.602 82.3 -O. 237 -O. 307 91. 8 

Fe O. 167 0.506 25.6 0.207 0.295 34.3 0.546 O. 709 84.6 

九世1 -0.078 -0.238 5. 7 0.585 0.834 75.2 0.196 0.254 81. 7 

Cr 0.255 0.774 59.9 0.013 0.018 59.9 0.069 0.090 60.7 

硫化物 0.294 0.892 79.6 -0.083 -0.118 81.0 一 O.244 -0.316 90.9 

K-N 0.308 O. 935 87.4 -0.208 - 0.296 96.2 -O. 042 -O. 055 96.5 

総リン 0.217 0.659 43.4 O. 148 0.204 47.6 - O. 153 -O. 199 51. 5 

固有値 9.224 2.030 1. 684 

累積寄与率(%) 61. 5 75.0 86.2 

表 6 因子得点

地 占 名 Z Z2 Zs 

西 田 ，橋 -3.418 2.058 -0.995 

新井田橋 -5.758 -1. 872 -1. 086 

沖 館 橋 1. 810 0.531 - 2.090 

石 森 橋 -2.422 一 0.092 1. 701 

野辺地橋 -2.673 1. 503 2.104 

下 北 橋 1. 325 -0.241 O. 134 

十三湖中央 -0.812 2.339 -1. 047 

青森港西 -1. 788 -2. 522 -0.921 

青森港東 4.112 1. 044 -1. 009 

堤川河口 1km沖 3.512 0.083 1. 409 

野辺地港中央 -0.640 -0.536 1. 169 

大湊港芦崎 3.952 -1. 473 - 0.555 

大湊港田名部川河口 2.802 -0.823 1.187 

- 69-
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4.2.5 総合的汚染度

第1主成分の因子得点から図3を作成した。図 3では

右に位置するほど総合的沖染度が高く、得点Oで平均的

汚染の程度を表わしてし、る。

以上から、総合的汚染の程度によって各地点を以下の

ように分類したO

1 a:高い地点【青森港(東)、大湊港(芦崎)、堤川

河口 1km沖]

lla:やや高い地点【大湊港(田名部川河口)、沖館橋

下北橋]

llla:平均的地点[野辺地港中央、十三湖中央]

IVa:やや低い地点[青森港(西)、石森橋、野辺地橋、

西田橋1

Va:低い地的【新井田橋]

4. 2. 6 重金属性汚染と有機性汚染

第1主成分を横軸に、第2主成分を縦軸にとり、それ

ぞれの因子得点により各地点をプロットした。(図 4) 

横軸については正に位置するほど総合的汚染の高いこ

とを表わし、縦軸については正に位置するほど全汚染に

占める重金属性汚染の割合が高く、又、負に位置するほ

ど全汚染に占める有機性汚染の割合が高いことを表わし

ているO

以上から、各地点を次のように分類した。

Ib:総合的汚染があり、全汚染に占める重金属性汚染

の割合の高い地点[青森港(東)、堤川河口 1km 

沖、沖館橋]

llb:総合的汚染があり、全汚染に占める有機性汚染の

割合の高い地点t大湊港(芦崎)、大湊港(田名

部川河口)、下北橋]

TIIb: i総合的汚染は平均的かやや低く、全汚染に占める

重金属性汚染の割合の高い地点C十三湖中央、野

辺地橋、西田橋]

IVb :総合的汚染は平均的かやや低く、全汚染に占める

官新井 西 野石 三円邑

田 辺森 森
田 地 港
橋 橋 橋橋 西 央央

|↓ ↓|↓↓| ↓ |↓↓ 
-6 -5 -4 -3 -2 -1 

図3 総合的汚染度(主成分分析による)

一70一

有機性汚染の割合の高い地点[青森港(西)] 

Vb:総合的汚染は平均的かやや低く、全汚染に占める

重金属性汚染と有機性汚染の割合が同程度の地点

[野辺地港中央、石森橋]

Vlb:総合的汚染が低く、全汚染に占める重金属性汚染

の割合が低い地点[新井田橋]

4.2.7 汚染の形態

各地点の汚染の形態を調べるため第2主成分を横軸に

第3主成分を縦軸にとり、それぞれの因子得点により各

地点をプロッ卜した。(図 5) 

横軸については正に位置するほど全汚染に占める重金

属性汚染の割合が高く、又、負に位置するほど全汚染に

占める有機性汚染の割合が高いことを表わす。縦軸につ

いては正であればAsあるL、は Feの占める割合の高い

ことを表わしている。

以上から、各地点を汚染形態別に次のように分類した。

Ic :重金属性沖染の割合が高く、かっ、 Asあるいは

Feの占める割合の高し、地点[野辺地橋]

llc:重金属性汚染の割合が高く、 Asあるし、はFeの

占める割合の低い地点[十三湖中央、西田橋、

青森港(東)、沖館橋]

TIlc:重金属性汚染の割合が平均的かやや低いが、 As

あるいはFeの占める割合の高い地点[石森橋、

堤川河口 1km沖、野辺地港中央、大湊港(田名部

川河口)] 

IVc:重金属性汚染と有機性沖染の割合が同程度であり、

Asあるし、はFeの占める割合が平均的な地点

【下北橋]

Vc:重金属性汚染の割合が低く、 AsあるL、はFeの

占める割合も低い地点【大湊港(芦崎)、新井田

橋、青森港(西)] 

ここで特働守なことは、第3主成分の正のグループ

( Ic 、IIc、lllc、IVc)は全て堤川の東に位置し、負

堤

下沖
津問部大問 川l捺者崎大薬港東青

北館 口名田 1j神河l kl m 
橋橋

|↓↓| ↓|↓い
O 2 3 4 5 
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のグルーフ"(Ilc、Vc)は大濠港(芦崎)割強いて西に位置し Asあるし、はFeは人為的汚染物質ではなく自然的汚染

ていることである。このように地域的偏りカ混られることから、 (地質的特徴)物質であるといえるであろう。

Z2 

-1-三糊i十1:1(
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図4 第 1主成分 (z1)と第2主成分 (z2)によるプロ 7卜
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ではデータの標準化を行ったため、変換後のデータ

は5段階評価で用いた偏差値と等価といえる。

(2)計算方法の類似性:主成分分析の紙合的汚染度を表

わす第 I主成分の各項目の固有ベクトルがMnを除

いて同程度であることから各項目の重みが同程度と

なり、主成分分析における因子得点の計算は、 5段

階評価の算術平均とほぼ同じ意味をもった。

以上のことから、各地点の総合的汚染度は主成分分析

のような複雑な計算をしなくても、 5段階評価による平

均値で相対評価できるといえる。

青森県公害調査事務所所報必81986 

5段階評価

項目別に平均値と標準偏差から各地点の偏差値を求め

偏差値の35未満を l、35-45を2、45-55を3.

55 -65を4、65以上を 5としてデータを5段階に分

け、全項目 CMn剖徐く〉、重金属 CMnを除く重金属〉

及び有機性汚染指標項目(重金属を除く項目をそれぞ

れ算術平均により求め5段皆評価を行った。(表7、図

6、図7)

4.3.1 総合的汚染度

4.3 

4.3.2 重金属性汚染と有機性汚染

表7の重金属と有機性の平均値を用いてプロットした

のが図 7である。各地点の重金属性汚染と有機性汚染の

割合は図中のy=xの直線の上に位置するか、下に位置

全項目の平均値を用いて作成したのが図6である。

ここで、得られた汚染順位は主成分分析による順位とほ

ぼ同様の結果であった。このように同じような結果が得

られたのは次のような類似がみられたからである。

(1)数値の等価性:主成分分析における因子得点の算出

5段皆評価表7

性機

均
一
有属金重R口項全

平

水分 ILCOD Cd Pb As Hg Cu Zn Fe Mn Cr硫化物 K-N総リン
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するかによって判定できる。この結果は主成分分析の結 成分の因子得点により各地点の特徴をは握できた。

果とほぼ一致していた。 (5)5段階評価により汚染の状況を解析したところ、主成

又、図が示すように重金属性汚染が高い地点は概ね有 分分析とほぼ同様な結果が得られ、簡易な5段階評価

機性汚染も高くなってし必 O このことは、 Ca，Pb、Cu、 で汚染の相対的評価あるいは状況のは握が可能と考え

Zn等の重金属カ、i生活系排水にも由来する7)ことを考え られた。

合せると、上記河)11底質の汚染は生活系排水が主要因と (6)河川|底質の汚染の主要因は生活系排水と考えられた。

なっているといえるだろう O

5 r 今，

12 -¥ 
010 

3:ぷ O
6n/i3 9 

23 

o/oめO10O 4O 5 1Q 1 ' (度Y)2 

2 3 4 5 
重金属性汚染閣XJ

図7 重金属性と有機性汚染
(5段階評価による)

注)番号は地点番号を表わす口

5 まとめ

ら4-60年度の公共用水域の底質データを解析した結

果以下のような知見を得た。

(1)各地点の各項目ごとに幾可平均値を求めたところ、水

分、 1L.. COD、As、Zn、Fe及びCrの各項目の地点

ごとのデータは正規型に近く、 Cd、Pb、Hg、Cu、

Mn、硫化物、 K-N及び総リンの各項目の地点ごとの

データは対数正規型に近い分布をしていた。

(2)各項且聞の相関係数を計算した結果、 Mnについては

全ての項目と有意な相闘がなかった。

(3)主成分分析を行った結果、第l主成分は総合的汚染の

指標、第2主成分は重金属性汚染あるいは有機性汚染

の割合、又、第3主成分は地域の特性を表わす指標と

考えられた。

(4)第l主成分で各地点、の総合的汚染を比較すると、青森

港(東)が高く、新井田橋が清澄であった。又、各主
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青森県公害調査事務所所報必 81986 

津軽十二湖の水質の現状

工藤精一、来三上 ー 中村稔 工藤 健

高井秀子 角田智子 珍田雅隆 和泉四郎

はじめに

青森県南西部の西津軽郡岩崎村に位置する津軽十二湖

は、景勝として知られており、海抜 150-----250 mの起伏

の多い約20knlの区域に点在する湖沼群である。

津軽十二湖の名称の由来は、大崩山山頂から眺めると、

33湖沼中12湖が望まれるところから出たとされ、この一

帯の湖沼群の総称となっている。その成因については、

地質学的、地球化学的、水文学的見地から興味がもたれ、

これまでにも研究の対象とされてきた。1) 

最近、湖沼の富栄養化や湖沼への酸性雨の影響が懸念

され、それらに着目した湖沼水質に関する報告2-5)がな

されており、津軽十二湖の水質に関しても、陸水生物学

的、陸水化学的な報告6)7)がみられる。

著者らは、津軽十二湖(以下十二湖と略す)湖沼群の

水質の現状と湖沼間の特性を把握するため、レシオマッ

チング法等により検討した結果、若干の知見を得たので

報告する。

3越口ノ池 4.中ノ池

W4議口ノ池
2時ゆ
油 、 15櫨ノ池‘

手 11日暮ノ池
7.長池 14.青池

回 84.糸畑Pノ池

弘金山ノ池

'10面子坂ノ池
13.濁池

~ 
O 500 m 

図1.調査湖沼

※現青森県公害センター

2 調査湖沼及び調査方法

2. J 調査湖沼の概況

調査湖沼は、表 1に示した15湖沼であり、図 1にその

位置を示した。

八景ノ池、王池、越口ノ池、日暮ノ池は、多くの観光

客が訪れる湖沼であり、付近に旅館等の施設が数軒みら

れる。中ノ池、落口ノ池、鶏頭場ノ池、青池へも比較的

観光客は訪れるが、その他の湖沼は通常の観光コースか

らはずれるため、訪れる人は少ない。

2. 2 調査期閣

昭平田0年 8月-----9月

2. 3 調査項目及び分折方法

各湖沼の湖心付近の表層水を採水し試料とした。

調査項目は、水温 (WT)、pH、COD、SS、大腸菌群

数 (C01 1)、 NH4-N、N03-N、T-N、TP、Chl-a、

Cl-、SOl~ 電気伝導率 (E C)、アルカリ度(A1 ka 1 i)、

蒸発残留物 (ER)、Si02、Ca
2十、 Mg2十、 Na九K七

Fe 、Mnの22項目である。

表 1 調査湖沼の概要

No.湖 沼
名 標品湖沼面積流入流出

(m) (knl) 河川数河}II数

1 八景ノ池 155 0.012 

2 王 池 195 0.054 2 

3 越口ノ池 202 0.05 

4 中 ノ 池 207 o. 013 

5 落口ノ池 213 0.03 2 

6 鶏頭場ノ池 235 O. 04 2 

7 長 池 245 0.034 O O 

8 糸畑ノ池 247 O. 03 

9 金山ノ池 247 o 033 O 

10 面子坂ノ池 247 0.031 O O 

11 日暮ノ池 205 o. 011 O 

12 大 池 232 o. 09 2 

13 濁 池 233 0.02 

14 青 池 243 0.001 

15沸壷ノ池 225 o. 0006 
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分析方法は、 pH、COD、SSがJ1 S K 0102、Co1i

が最確数法、 NH4-N、N03-NがCu-Cdカラム法、T-N、T

-P時措、Chl-aカ海洋観測指針、 Cl-~ SO~ 一、 EC，

アルカリ度、 ERh'_上水試験法、 Si02がモリブデン青法、

Ca 2+、Mg2+、Na+、K+、Fe、Mnは原子吸光法によ

ったσ

3 結果と考察

3. J 湖沼水質の概要

青森県公害調査事務所所報必81986 

中央部に位置する糸畑ノ池、面子坂ノ池は、ほとんど

の成分が低い値であった。特に、面子坂池は各成分と

も低かったのが注目される。長池は約2年間水枯れ状態

であったが、調査の約 1カ月前から水位が回復したので、

水草の繁茂等により各項目に高い値を示したものと考え

られる。

また、南部に位置する犬池、掲池は、 Fe、 SO~ ーのよ

うな地質とのかかわりが深い成分が、他の湖沼に比較し

て高かった。

15湖沼、 22項白についての分析値を表2に示した。 さらに、青池は、 Chl-aが特に低い値であっ九Chl

青池、沸壷ノ池の水温は、夏の調査にもかかわらず、 -aが低いのは、水温が低く藻の増殖が抑制されている

表層水で 12.0及び 13げCT、他の湖沼に比較し低かっ ためと考えられる。

た。 各湖沼の化学成分のノパえタ一ンbか込らみて、北部の湖沼、

強酸性、強アルカリ性の湖沼はみられなかつfたこ。Coli 中央部の湖沼、南部の湖沼間でで、類似性がみられ7た、ごて

については、少し高いものもみられたが、 SS~、 COD、 T一 以上のことカか込ら、十二湖の水質は、現在のところ、人

N、T一Pは{低丘い値でで、あつたO 為的汚濁の影響があまりみられず、主として自然的要因

主要無機溶存イオンの値を日本の主な湖沼の値 8) と が関与している状況にあるものと推察される。

比較すると、 Ca 2十は少し高く、 SO~ーは低かった。3. 2 主成分分析

次に、調査項目のなかから16項目を選ひ、各湖沼につ 主成分分析を行った結果を表3に示した。

いて化学成分を図 2に示した。 固有値が1.0以上の主成分の数は5個であり、第 1-

北部に位置する八景ノ池から鶏頭場ノ池に至る 6湖沼 第3主成分までの累積寄与率は72.65ぢであった。

は、他の湖沼に比較し、 ERやCa2+、Na+'の陽イオン 第1主成分 (Z1)の因子負荷量の変量は、 EC、アル

が高し、傾向にあった。 カリ度、 ER、Ca2+、Mg2+、Na+の項目で負の相

関を示し、無機アルカリ成分を表わす因子と考えられる。

表2 調査項目及び分析値

項 目 最小値最大値平均値

第 2 主成分 (Z2) の因子負荷量の変量は、 50~-， Nln 

で正の相関を示し、 Cl一、 K+で負の相闘を示していると

ころから、地質の因子と考えられる。1. WT ("C) 12.0 

2. pH 6.6 

3. COD (mg/4) <0.4 

4. 55 (m~〆の <1 

5. Lo9 (Co 1 i) <0 

6. N03-N(nI9/2) <0.001 

7. NH4 -N (1119/の 0.010 

8. T-N (時/の <0.05 

9. T-P (1119/の くO.003 

10. Ch l-a(，u9/の <0.1 

11. C 1 - (mg/s) 10 

12. 50i - (1119/の 5.5 

13. EC (/-lS/oW 58 

14. Alka 1 i¥.m砂/s) 3. 0 

15. ER (1119/の 43 

16. 5 i O2 (m9/の 2. 4 

17. Ca 2+ (1119/の 1.0 

18. Mg 2十 (1119/1，) 1. 1 

19. Na+ On9/の 6.0 

20. K+ (1119/1，) 0.5 

21. Fe 。19/の o. 01 
22. Mn 。19/の ぐ0.01

28. 7 

8.1 

4.1 

14 

3.89 

o. 137 
0.088 

o. 34 
0.047 

11 

19 

12 

180 

78 

110 

12 

22 

8. 2 

11 

1.2 

O. 13 

0.01 

22.8 

7.6 

2.0 

1.7 

1. 88 

0.022 

O. 034 

0.14 

0.008 

3.9 

15 

7.3 

140 

49 

82 

8. 3 

14 

5. 0 

8.8 

o. 7 
0.04 

く0.01

第3主成分 (Z3)の因子負荷量の変量は、 55、T-P

に負の相関を示し、懸掲性物質に起因するにごりの因子

と考えられる。

次に、 Zl、Z2のスコアを求め、プロットしたものを

凶 3に示した。

Z1の負方向は、無機アリカリ成分が多いことを示して

おり、 Z2の正方向は、地質成分が多いことを示してし、る。

図3から、各湖沼を南部に位置する大池、調池 (No.l2、

No.13)のグ、ループ、青池、拘也 (No.14、No.15)のグル

ープ、北部に位置する八景ノ池、王池、越口ノj也、中ノ

池、落口ノ池 (No.1 -No. 5)のク守ループ、中央部に位置

する糸畑ノ池、日暮ノ池 (No.8... No.ll)のグループに大

別することができる。

このように、近隣湖沼のグルーピングができること、

第1、第2主成分が無機アルカリ成分や地質の因子と考

えられることから、十二湖の水質には、湧水、表流水及

び隣接湖沼の流入水が影響を与えていることがうかがわ

れる。
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Logco 1 i 

5iO， T-N 

ci 
T-P 

1.八景ノ池 2.王 池 3越口ノ池 4.中ノ池

E Logcol i 

5iO. T-N 

50:-

5.落口ノ池 6.鶏頭場ノ池 7.長 池 8.糸畑ノ池

gcoli 

Fe so:-Cl-

9.金山ノ池 10面子坂ノ池 11 日暮ノ池 12大 池

5i 

13濁 池 14.青 池 15.沸壷ノ池

図2 各湖沼の水質
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表 3 主成分分析の結果

成 JλFJ L Z， Z2 Z3 

固有値 7.71 3. 94 2.84 

累積寄与率C%) 38. 5 58. 2 72.6 

キ 〉ドオド ヰ :1く* 木 ヰド〉ド

w. T O. 140 0.389 0.32tl -0.652 -0.025 -0.043 

2 pH 0.213 0.594 O. 071 -0.141 -0.071 0.121 

3 COD 0.118 O. 330 -0.298 O. 591 -0.357 -0.604 

4 ss -0.132 -0.367 0.016 O. 032 0.523 -0.886 

5 Log CCo 1 i) -0.230 一0.639 0.085 O. 169 一0.202 -0.342 

6 T-N  0.086 0.240 0.152 0.303 O. 225 O. 382 

7 T-P  -0.170 -0.474 0.022 O. 045 一0.470 O. 796 

8 Chl-a 0.185 O. 514 0.171 0.341 -0.103 -0.174 

9 Cl- -0.168 O. 468 -0.407 0.808 -0.044 -0.074 

10 s O~+ 0.1:17 O. 381 0.403 O. 801 O. 205 0.347 

11 E.C -0.329 0.914 o. 1:-;5 0.268 O. 111 O. 188 

12 Alkal i -0.341 -0.948 0.074 O. 148 O. 069 0.117 

13 E. R -0.33.6 -0 934 O. 068 0.135 -0.093 O. 157 

14 S i02 一0.180 -0.500 。1:10 0.258 O. 258 O. 437 

15 Ca 2十 0.319 -0.887 O. 139 O. 277 O. 080 O. 135 

16 Mg2十 -0.343 -0.953 0.049 0.098 -0.050 -0.085 

17 Na+ -0.322 -0.897 -0.072 -0.143 0.118 O. 199 

18 K+ 0.003 O. 010 -0.406 -0.806 0.071 0.120 

19 Fe O. 058 O. 161 O. 139 O. 276 -0.321 -0.544 

2o Mn  0.183 0.509 0.387 0.770 -0.024 一0.041

才.固有ベクトル 木本因子負荷量

3.3 レシオマッチングによる分頬 については、前述したような水枯れ現象後の調査による

表 3に示した20項目を用いて、レシオマッチング法に ものと考えられるが、通常の状態の面子坂ノ池カ当丘傍の

より類似度(基準値=1.5)を求めた。図 4には、類似度 湖沼とも高い類似度を示さなかったことは興味深い。

。、 5以上のもののみを示し七。

類似度が 0.6以上をボしたものは、北部の八景ノ佃か

ら鶏頭場ノ池 CNu1 -No. 6 )に至る湖沼間で多かった。

また、青池と沸壷ノ池 CNu14とN(15)、糸畑ノ池と日暮ノ

池 CNu8とNul1)、大池と掲池 CNu12とNu13)でも類似度

がO.6以上を示した。

位置的にみて、隣接する湖沼あるいは近傍の湖沼と類

以度が高い

ことがわか
ー、
! .，:f'12 ，. 
‘'  、，

る口

ただ、長

池 CNu7)、

面子坂ノ池

CN(10)に

ついては、

どの湖沼と

も0.5以上

の類以度は

示されなか

った。長池
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数字は湖沼番号

図3 ZIとZ宮のスコア

レシオマッチング法により求められた類似度をもとに

して、実際の湖沼の位置で、 15湖沼群を図5に示したよ

うに分類することができるO

a.北部の八景ノ池~鶏頭場ノ、低I'Ju1-Nu6)のグノレーフ。

b.青池、沸壷の池 G'Ju14、Nu15)のグ、ループ

C.中央部の糸畑ノ池、日暮ノ池 CNu8、No.11)のクゃル

一フ

d.南部の大池、

濁池No.12、

No.13)のグ

ノレーフ

e. a~d のい

ずれにも属

さない長池

(No. 7)、

金山ノ池

(No. 9)、

面子坂ノ池

(No.IO) 

図4

-
E
E品。。
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、よ金山ノ池

500官1

図5 類似度による湖沼分類

湖沼の位置関係を勘案すると、主成分分析で得られた

知見と同様、湧水、表流水及び隣接湖沼の流入水の影響

が大きいことが考えられる。

3. 4 主要無機成分による水質組成

十二湖の水質は、湧水(地下水)の影響をうけている

ことがうかがわれたので、その組成を一般的に表現する

水質組成図(図 6)を作成してみた。

ほとんどの湖沼が淡水 (Ca(HCOa)2型)の領域に属

しているが、面子坂ノ池だけが海水(Na2S04又はNaCl

型)の領域に属している。

3. 5 全窒棄と全隣の関係

T-NとT-Pの関係を図7に示した。

環境庁告示(昭和57年12月)に基づく湖沼の窒素、隣

の環境基準の類型 (1~V) により、十二湖の湖沼のT

-N  、 T-P の値をみると、低い方の I~田の類型側に

属しているO

また、坂本が示した表4のN、Pによる貧栄養湖、中

栄養湖、富栄養湖の分Jfcよれば、十二湖の湖沼は、
貧栄養湖に属しているものが多いようにみられる。

表 4 N 、Pによる湖沼分類

N P 

貧栄養湖 0.02ーo.2 0.002ー0.02
中栄養湖 O. 1ーO.7 0.01 ー0.03

富栄養湖 0.5ー1.3 0.01 -0.09 
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数字は湖沼番号

0.1 

T-P(叩/s) 

図7 T-NとT-Pの関係

N:Pが10:1 ~25: 1の間にあれば、 N及びP量と

藻類の聞に直線関係が成り立つLO)といわれており、 図7

でみると約4割がその範囲内にあり条件をみたしていた。

しかし、約半数の湖沼ではN~晶剰であり、 T-Nの比較

的高い湖沼については、 Pの流入に対する富栄養化の可

能性を含んでいるといえよう。
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相崎らは、富栄養化状態の分類に、 Chl-a濃度を基

準とした修正カールソン富栄養化状態指標(修正TS 1 
11) 

値)を提唱している。

ln(Chl) 
TSI(Chl)二lQX(2.46 + 

1 n 2.5 

修正TSI値は、主に調和型湖沼の富栄養化指標とし

て用いられており、今回の調査湖沼のなかには適用しが

たし、湖沼も存在するかも知れないが、一応の目安を得る

ため、この式により15湖沼の修正TS 1値を求めると表

5に示すとおりである。

表5 各湖沼の修正TSI値

湖沼名 TSICChl) 湖沼名 TSI(Chl)

1.八景ノ池 37 9 金山ノ池 50 

2 王 池 33 10. 面子坂ノ池 28 

3 越口ノ池 33 11 日暮ノ池 42 

4. 中ノ池 38 12 大 池 51 

5 落口ノ池 40 13.潤 池 42 

6. 鶏頭場ノ池 42 14.青 池 <0 

7. 長 池 30 15 沸壷ノ池 12 

8 糸畑ノ池 41 

青森県公害調査事務所所報必 81986 

4) 15湖沼群の分類の結果、北部の八景ノ池から鶏頭

場ノ池に至る 6湖沼のグループ、青池、沸壷ノ池の

ク、、ループ、中央部の糸畑ノ池、日暮ノ池のクゃループ、

南部の大池、濁池のク守ループ、いずれにも属さない

長池、金山ノ池、面子坂ノ池となることがわかった。

5) 水質組成図からみると、面子坂ノ池を除いては淡

水に属する湖沼群であった。

6) 富栄養化の分類では、貧栄養湖から中栄養湖に属

する湖沼がほとんどである。

本調査の実施あたり、御協力いただきました青森県自

然保護課(現青森県治山課)和田満主査ならびに適切な

御助言を賜りました青森県公害センター奈良忠明主幹に

深謝いたします。
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分の値が低く、今後の検討が必要であるD 村岡浩爾・修正カールソン富栄養化状態指標の日本湖

3) 主成分分析、レシオマッチングによる結果から、 沼への適用と水質項目との関係、国立公害研究所報告、

十二湖湖沼群の水質は、湧水、表流水及び隣接湖沼 23、13-31 (1981) 

の流入水による影響が大きいと考えられる。
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宇曽利山湖(恐山湖)の水質について

はじめに

宇曽利山湖(別名、恐山湖)は下北半島のほぼ中央部

に位置している恐山山頂部に形成された標高 209飢、湖

面積2.65kn!のカルデ、ラ湖で、ある。

宇曽利山湖の最大の特色は、湖岸北側に点在する温泉

地帯から流入するpH1.8...... 2.2の強酸性温泉水によって、

湖内のpHが3.2......3.6の強酸性を呈することである。

無機強酸性湖(佐竹による:pH 5. 5......4. 0の湖を弱酸

性湖とし、 pH4.0以下の湖を強酸性湖とする 1))では、

生物がきわめて乏しいのが通例であるが、宇曽利山糊の

場合、例外的にプランクトン、ネクトン、ベントス等の

生物が豊富で、コイ科の淡水魚ウグイ (rγibol odo九

んαkonensis)が多数生棲しており、魚類の生棲する湖

としては世界で最も強酸性の湖としても広く知られてい

る。

湖内の水質の現況をみた場合、明らかに貧栄養化状態

にあり、更には、本湖が強酸性湖で、流域内に大規模な

人為的な汚濁発生源が見当らないこと等を考慮すると、

直ちに水質の急激な変化が想定しにくい。

今回、強酸性湖でのAGP試験の変法である混合培養

試験を実施し、更に、植物フ。ランクトンについて若干調

べてみたので、報告する。

2 宇曽利山湖の諸元2)

表 1 宇曽利山湖の諸元

標 高湖面積最大水深平均水深湖溶積
(m) (kn!) (m) (m) (103m') 

209 2. 65 20.4 4.5 12，000 

湖岸線延長流域面積年間流入量流域人口 回転数
(km) (kn!) ( 103 m3) ω(回/年)
7.06 25.22 20，653 O 1.7 

3 調査方法

3.1 採水地点

採水地点を図 1に示す。採水時期は夏、秋期 (1986

年7月、 9月)の年2回である。混合培養試験、プラン

クトン調査については湖心ωにて、その他の項目につい
ては湖心ω及びをの中間点.(B)にて各々表層採水を行った
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図1 採水地点

3.2 分析方法

透明度

pH 、DO.COD 、SS

EC (25 oc換算)

塩素イオン

アンモニア性窒素

海洋観測指針。970) 

11 SK 0 102 (1981) 

導電率計

上水試験法(1978) 

海洋観測指針(1970 ) 



硝酸性窒素

亜硝酸性窒素

総窒素

銅・カドミウムカラム還元法

スルファニルアミド・ αーナ

フチルエチレンジアミン法

環境庁告示第 140号

(紫外線吸光光度法)

総リン 環境庁告示第 140号

クロロフィルaCchl-a) 海洋観測指針(1970 ) 

4 結果・考察

4.1 水質の概況

宇曽利山湖の表層での水質について表2に示す。

表 2 宇曽利山湖の水質(調書)

採水年月日 1986 7.29 1986 9.11 

??¥」二野中伊骨ず
水温ぐ'C)19.5 20.0 20.5 20.5 

透明度 (m) ※ 7.0 2.5 5.0 2.0 

p H 3.6 3.7 3.7 3.7 

EC (μS / cm a t 250C) 260 270 220 230 

DO (昭/g ) 8.4 8.4 7.3 7.5 

COD (時/g) <0.5 <0.5 <0.5 <0.5 

s S (昭/g)く 1< 1 < 1 < 1 

塩素イオン (昭/g ) 32 34 31 30 

アンモニア性窒素 (mg/g ) 0.096 0.098 0.10 0.10 

硝酸性窒素 (昭/g ) 0.027 0.033 0.048 0.041 

亜硝酸性窒素 (昭/g)く0.001<0.001<OJω1 <0.∞l 
総窒素(昭/g ) 0.29 0.29 0.27 0.32 

総リン (mg/g ) 0.005 0.005 <0αx3 <0αB 

ch 1 -a (μg/ g ) 0.35 0.38 1.0 0.65 

※すべて全透であるO
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といわれている混合培養試験が本湖の場合には適切と考

えたo しかし、混合培養試験もAGP試験の変法で、試

水に河川水、湖沼水等を接種、或いは、試水を直接分取

して培養する方法であるので、実際の自然状態に近い最

適条件を設定するのに難があるとされているO

今回、非調和型の強酸性湖である宇曽利山湖での富栄

養化障害が想定され得るのか、或いは、藻類の増殖の制

限因子が存在するのかを調べるために、以下の条件で混

合培養試験を実施してみたD

表 3 添加栄養塩類

栄養塩類 濃度(昭/g)※ 

窒 素 (Na2N03使用) 1.0 

リ ン (K2HP04使用 0.1

鉄 (FeCls使用) 1.0 

EDTA※ ※1.0 

(Na 2 EDTA2 H20 使用〕

※ 添加後の最終濃度

※※ 以下、 EDとする。

採水は夏、秋期の年2回で(1986年7月、 9月)、湖

心に 2表層採水を行った(図1)0

培養は試水500mf.を各々 5∞mf.三角フラスコに分取し
た後に

(1) 富栄養化を予測するために、分取した試水に栄養塩

類を添加しなし、。

(2) 藻類の増殖の制限因子を決定するために、分取した

試水に各々の栄養塩類を所定の最終濃度になる様に添

加した後(表3)、

アルミホイルで、キャップをし、白色蛍光灯照射下、室温

4.2 混合培養試験についての にて適宜強制振とうを行いながら、ほぼ1ヶ月間静置培

AGP (Algal Growth Potential)試験はリ 養を行った。次いで、培養終了後に、各々のSS分を測

ーピッヒ CLiebig)の最少律に基づき、試水の富栄養 定をした口

化が将来どの程度進行し得るのかを予測したり、或いは、 測定結果を図2に示すO 結果は培養終了後のSS分か

藻類の増殖の制限因子を決定するのに有用な手法である。 ら、培養前のSS分を差しヲ¥1"、たSS分であり、これは

しかしながら、宇曽利山湖がpH3.2---3.6の無機強 培養期間中に増加したSS分であるO

酸性湖という特異的な環境下にあり、この環境に適応し なお、図2において、秋期での窒素添加による培養期

た藻類のみが生棲、増殖し得る可能性が大きいことを考 問中のSS分の増加は検出限界 C1時/ t)以下であ

えれば、純粋培養法である AGP試験の本湖への適用は った。夏期での4栄養塩類添加の培養試験については実

疑問がもたれるところである。 施しなかったo

AGP試験と比較して 図2において、藻類の増殖の制限因子についてみてみ

(1) 試水に適応した藻類が優占的に増殖できる可能性が るo夏期での栄養塩類添加による培養試験では、鉄を添

高い。 加した場合にSSが顕著に増加する一方、他の栄養塩類

(2) 自然界に近い状態で藻類生産の潜在能力が測定でき を単独に添加した場合のSSの増加は、栄養塩類を添加

るo しなかった場合の増加量とほぼ同じである。このことか
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5十ss
(mg/ s) 

4 

3 

2 

N P Fe ED NトP¥

仁コ夏期 園・秋期

一 栄養塩類添加なし

+ 4栄養塩類を添加

図ー 2 栄養塩類の添加によるssの増加

ら、夏期での藻類の増殖の制限因子が鉄であるものと考

えられる。秋期には、各々の栄養塩類を単独に添加した

培養試験では、リン、鉄を添加した場合のss増加量が
大きいことから、秋期にはリン、鉄の両者が藻類の増殖

の制限因子となっているものと考えられるO 秋期での全

リン濃度が検出限界 (0.003昭/s)以下であることか

らも、リンが制限因子になっていることがうかがわれるo

更に、試水中の藻類の増殖を阻害する物質が重金属類

である場合には、 EDTAを添加することにより、重金

属類と EDTAがキレートを形成し、毒性が低下するこ

とによって藻類の増殖が増すといわれている口

EDTAを単独に添加した場合のssの増加が夏、秋
期ともに、栄養塩類を添加しなかった場合のss増加量
とほぼ同程度であることから、藻類の増殖を阻害する重

金属類が試水中に存在しないものと思われるD

表4 AGP値による湖沼の分類

貧栄養湖中栄養湖富栄養湖

1mg/s以下 1~1O昭/ß 1O ~50mg/ß 

AG Pは藻類の最大増殖量を乾燥重量(昭/s)で表

わしたもので、 AGP値により調和型の湖沼は表3の様

に分類されてしる。非調和型湖沼でのAGP値におる評

価がほとんどない状況であるが、今回、このAGP値を

参考にし、富栄養化が少なくともどの程度まで進行し得

る潜在的な能力があるかを決定する目安とした。

図2において、栄養塩類を添加しなかった場合のss
増加量が夏、秋期ともに 1.6mg/sとなり、表4に従え

ば、低レベルの中栄養化状態に相当することになるD 更

に、栄養塩類の添加による培養では、中レベルの中栄養

化状況までになり、強酸性湖といえども、条件が整えば

富栄養化が進行するものと考えられるD

次に、湖沼の有機汚濁度を示す指標の1つであるCOD

の培養前後で、の変化について調べてみた。培養前のCOD

は夏期、秋期ともに検出限界CO.5mV.t)以下であったが、

培養終了後はL、ずれも 1.0mg/sに増加したD このこと

から、試水は少なくとも、現状の 2~3倍のCODを内

部生産できる潜在的な能力があることになるD

4.3 プランクトン調査について

pH 4.0以下の無機強酸性湖では生物がきわめて乏し

いか、或いは、生棲しないのが通例であるといわれてい

る。しかしながら、宇曽利山湖は生物活動カ、盛んな唯一

の湖として注目をあつめている O

過去において、 1930年代初頭を境にして、宇曽利山湖

の生物相がかなり大きく変遷をして来ていることが報告

をされており4)、今後ともに生物相の変遷が予期される

ところである。今回、生物中、植物プランクトンに限り、

生棲の現況の一端を把握することを目的として調査を実

施した口

採水地点、時期は混合培養試験と同じで、試料の調整

は以下のとおりである5)。

湖心にて、試水約2sを表層採水し、現地にて中性ホ

ルマリン 100m.fを添加して、プランクトンを固定した。

試水2sを自然沈降、遠心分離により濃縮(1，000倍〉

し、その所定量をスライドグラス上にとり、プレパラー

トを作成した。次いで、顕徴鏡観察を行い、プランクト

ンを同定した。プランクトンの同定については「日本淡

水プランクトン図鑑J (保育社)日)に基づいた。

出現した主な植物プランクト γを表5及び図3に示す。

なお、図3の顕微鏡写真撮影については、すべて600倍

の倍率で、行った口

表s出塊した主なプランクトン

藻 類
プランクトン名 出現瀕度

Tahel事zα 亙 5大
+十 十+

Eunoti α 十十 ++ 
珪 藻 類 Synedγα 十+

Pinnulαrt，α 十 十

Nαviculα 

線 藻 類 Ulothrix つ
Tetγαedγon 

++ 多く出場 + 比較的多く出現
- 86一
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2 

14 

図3 宇曽利山湖に出現したプランクトン (x600) 
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夏、秋期を通してみた場合、珪藻類が主であり、そのほ

かに緑藻類と思わせるものが数種認められたが、珪藻類

に比較して著しく少なかった。更には、藍藻類と思われ

るものは認められなかった。

夏期には、珪藻類である Tαbtllaria、Eunotiαが

多く認められ、次いで、 Pinnulariaが比較的多く認

められた。更には、 5ynedγα、Nαviculα、UlotArix

と思われるものは少なかった。

秋期には、 Tabellαγzα、Eunotia，Synedrα 

順にみられ、次いで、 Pinnulariaが比樹巾多くみら

れたが、 Navicula，U lotAγtXは少なかった。

Pinnυαrtαにみると、夏、秋期ともに火山地帯の

強酸性水域に生棲するといわれている Pi九九μαγta

brαμn??と思われるものが主であり、 5ynedraにつ

いてみると 5ynedrα 戸μcAellα一種のみが認められ

た。

宇曽利山湖に出現したプランクトン(図3参照)

Tαbellαrtα fenestrαtα 

2 Synsdrα ρulcAellα 

3 -6 Eunoti α s p.1 ~ sp.4 

7 -9 Pinnulαγt(L sp.l ~ sp.3 

10 Nαvicul α plαcentulα 

11 NαrfI culα タγαcilis

12-13不明

14 Tetγαtdron s p.1 

15 Ulotんnx sp.l ? 

5 ま とめ

今回、非調和型の無機強酸性湖である宇曽利山湖につ

いての混合培養試験を実施し、更に、植物フnランク卜 γ

について若干調べてみた。

混合培養試験の結果についてみた場合

(1) 培養後のss増加量は夏、秋期とも1.6 TTII)/ gとな
り、少なくとも低レベルの中栄養化伏態に移行し得る

潜在的な条件をもっている状況にあるものと考えられ

る。

(2) 藻類の増殖の制限因子についてみた場合、夏期には

鉄が、秋期にはリン及ひ教の両者が想定されるが、藻

類の増殖を阻害する重金属類は夏、秋期ともに存在し

ないものと考えられる。

-88ー

(3) 湖沼の有機汚濁度を示す重要な指標の 1つである

CODについてみた場合、少なくとも、現状の2---3 

倍のCODを内面注産できる潜在的な条件をもってい

る状況にある。

以上のことから、湖内の水質の現況は明らかに貧栄養

化状態にあるが、宇曽利山湖の場合は強酸性湖といえど

も、条件さえ整えば富栄養化の進行が考えられることで

あり、今後も調査、検討が必要である O

次に、プランクトン調査についてみた場合、

(1) 出現した植物プランクトンは珪藻類が主であり、夏、

秋期に共通して、貧栄養湖、中栄養湖のプランクトン

指標であるEunotia， Tαbelよαrtα、Pi九九μαrtα

が比較的多く認められた。

(2) 夏期には 5ynedγαが殆んど認められなかったが秋

期には優占種の 1つになり、夏期と秋期ではSyneαァα

についてみると変遷がみられたほかはプランクトン相

に大きな変化は認められなか・コた~)
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大 気課関係

①二酸化硫黄

コV7Tょこ
有 効 測定 日 数 (日)

調1 定 時 間(時間)

本

月 平 均 値 (ppm  

町

~、
1 時間値が 0.1 時間)
ppmを超えた時間数

日平均値が 0.04
(日)

園 ppm を超えた日数

1時間値の最高値 (ppm)

日平均値の最高値 (ppm) 

有 効 測定 日 数 (日)

調。 定 時 間(時間)

堤

月 平 均 値 (ppm)

ρ守主t.与
1 時間値が o.1 佃寺間)
ppmを超えた時間数

日平均値が 0.04
(日)

校 ppm を超えた日数

1時間値の最高値 (ppm)

日平均値の最高値 (ppm)

4 

30 

717 

0.009 

O 

O 

0.035 

o. 016 

26 

634 

0.005 

O 

O 

0.017 

0.008 

大気汚染自動測定記録計による常時監視結果

日召 手口 60 

5 6 ウ 8 9 

31 30 28 31 30 

741 718 672 737 717 

O. 008 0.006 o. 006 0.005 0.010 

O O O O O 

O O O O O 

0.022 0.018 0.040 0.016 O. 026 

0.OJ3 o. 010 0.011 0.010 o. 015 

31 24 19 14 26 

734 574 537 396 646 

0.005 0.004 0.004 0.003 0.004 

O O O O O 

O O O O O 

0.019 0.017 0.011 0.009 0.010 

0.007 0.005 O. 004 0.005 0.006 

年 昭 手口 61 年

10 11 12 2 3 

31 30 31 31 28 13 

741 716 739 740 667 322 

0.010 0.010 o. 012 0.012 0.012 0.010 

O O O O O O 

O O O O O O 

0.051 0.046 0.053 0.067 o. 062 0.031 

0.OJ6 0.019 0.020 o. 022 0.019 o. 012 

31 30 30 31 28 31 

739 717 730 740 667 741 

0.005 o. 005 0.005 0.006 0.006 0.005 

O O O O O O 

O O O O O O 

o. 024 O. 024 0.018 0.036 o. 026 0.015 

0.009 O. 009 0.009 0.012 O. 008 O. 008 



使。
Cコ

②窒素酸化物

正に工--;------ニJII
有 効 測定 日 数(日)

調リ 定 時 間(時間)

月 平 均 値 (ppm)

1時間値の最高値 (ppm)

本町公園 日平均値の最高値 (ppm)

1時超間値が O. 2間pp数~(時間)
を えた時

1時間値が 0.1p 時pm間以数上 (時間)
0.2 ppm以下の

日平均超値が 0.0数~ (日)
ppmを えた日

日平均値が 0.04ppm以長(日)
0.06 ppm以下の日

有効 測定 日 数(日)

調。 定 時 間(時間)

月 平 均 値 (ppm)

1時間値の最高値 (pp叫

堤小学校 日平均値の最高値 (ppm)

1時超間値が 0.2間p ドpド~(時間)
を えた時 数

1時間値が O.1 p 時pm間tJ.数上(時間)
0.2 ppm以下の

日平均値が 9'0!(日)
ppmを超えた日数

日平均値が 0.04下Dドpドm以数上 (日〉
0.06 ppm以の日

昭

4 5 6 7 

30 31 30 30 

716 741 717 736 

0.022 0.016 0.014 0.013 

0.067 O. 050 0.032 0.034 

0.044 0.031 0.019 0.020 

O O O O 

O O O O 

O O O O 

2 O 。 O 

26 31 30 23 

641 740 718 580 

0.017 O. 012 0.010 0.010 

0.062 0.057 0.046 0.036 

0.042 O. 028 0.016 O. 019 

O O O O 

O O O O 

O O O O 

O O O 

手口 60 年 昭 和 61 年

8 9 10 11 12 2 3 

31 27 31 30 31 31 28 31 

741 682 742 717 741 739 667 741 

0.014 0.016 0.018 0.020 0.025 0.022 0.023 0.023 

0.048 0.044 0.087 0.063 0.056 0.074 0.062 0.067 

0.022 0.022 0.030 0.032 0.034 O. 043 0.036 0.041 

O O O O O O O O 

O O O O O O O O 

O O O O O O O O 

O O O O O O 

27 28 31 17 23 24 28 29 

694 682 741 453 580 589 668 717 

0.010 0.010 0.012 0.014 0.018 O. 015 0.015 0.014 

0.030 0.032 0.122 0.060 0.054 0.066 0.064 0.057 

0.017 O. 015 O. 031 O. 021 O. 031 0.044 O. 027 0.030 

O O O O O O O O 

O O O O O O O 

O O O O O O O O 

O O O O O O O 



ミo
h・4

@ 浮遊粒子状物質

監¥視局~¥¥~九項 目 、~¥月¥ 日I

有 効 担日 定 日 数(日〉

iJ!iJ 定 時 間(時間)

月 平 均 値(時/が)

本町公園 え1時た時間値間数が0.201砂/m
3
か}趨
(時閣〉

11Z値が0.10mg/がを超え (日)

1時間値の最高値(昭/ば〉

日平均値の最高値(昭/ぽ〉

有 効 担IJ ~tI~ 日 数(日〉

調リ 定 時 間(時間)

月 平 均 値(昭/m3)

堤小学校 1時時間値間がO.20 時/がを超 (時品市
えた 数

た日平日数均値が 0.10mg/がを超えt 日)

1時間値の最高値(昭/m3)

日平均値の最高値(昭/ぽ)

4 

30 

717 

o. 033 

O 

O 

0.118 

0.059 

26 

634 

0.023 

O 

O 

0.078 

0.044 

H召 和

5 6 7 8 

31 30 31 24 

741 718 740 587 

0.022 0.017 O. 021 o. 026 

O O O O 

O O O O 

0.109 0.048 O. 083 0.063 

0.055 o. 034 o. 058 0.050 

31 24 19 23 

739 583 541 568 

0.015 0.016 0.022 0.019 

O O O O 

O O O O 

0.081 O. 039 O. 096 O. 049 

0.043 0.028 0.045 O. 030 

60 年 昭 手口 61 年. 

9 10 11 12 1 2 3 

29 31 30 31 31 28 31 

706 742 716 741 740 670 742 

0.012 0.027 0.016 0.019 0.019 0.021 0.025 

O 14 O O O O O 

O O O O O O 

0.043 0.506 0.119 0.086 0.086 0.058 0.094 

0.022 0.105 0.050 0.045 o. 032 0.033 0.047 

26 31 30 31 31 28 31 

644 740 714 736 739 667 741 

0.012 o. 020 0.012 0.013 0.013 0.014 0.019 

O 5 O O O O O 

O O O O O O O 

0.049 O. 379 0.081 0.090 O. 059 0.050 0.069 

0.021 0.076 0.043 O.回3 0.026 0.023 0.041 



春期(3-5月)

平均風速1.7m/S
N 

w 

S 

W 

夏期 (6-8月〉
平均風速1.4m/S
N 

秩期 (9-11月〕
平均風速1.6m/S
N 

、S

S 

WNW 

W 

年間

平均風速1.5m/S
N 

ENE 

S 

冬期 (12-2月)
平均風速1.5m/S
N 

図 1-1 本町公園局の年間及び季節別の風配図 (S60. 3 ~ 61. 2 ) 
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図 1-2 堤小学校局の年間及び季節別の風配図 (S60. 3 ~ 61. 2) 
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手分析による大気汚染状況監視結果

昭和 60年度降下ばいじん測定結果

測定地点:青森市役所

蒜沿哩f4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 3 年平均最大 最小

貯 水 量 2，3開 5，390 2，870 7，610 3.170 3.950 7，370 10，冊。 12.6∞ 4.330 3.320 3，210 5，問。 12.6∞ 2，390 
pH 7.0 6.4 6.4 6.4 6.1 6.0 6.4 5.4 5.8 4.8 5.5 6.5 6.06 7.0 4.8 

総量(t/tnA/月) 5.54 4.14 3.82 3.31 2.94 2.17 2.97 7.87 4.92 2.54 2.41 8.97 4.30 8.97 2.17 

全量Ct/bV'月) 4.74 3.51 3.19 2.70 2.35 1. 47 1.72 2.38 1. 59 0.86 0.42 6.91 2.65 6.91 0.42 

不タ-/L分( " ) 0.13 0.75 0.09 0.08 0.04 0.05 0.07 0.11 0.07 0.05 0.02 0.29 0.15 0.75 0.05 

熔灰分(， " ) 3.80 2.51 2.79 1. 95 1. 57 0.97 0.96 1. 96 1. 15 0.59 0.25 6.00 2.04 6.凹 0.25 
解
性 NI 何VtaV月) 0.18 0.14 0.05 0.05 0.10 0.18 0.05 

成 Fe ( 砂〉 191 4.43 109 39.5 195.6 443 39.5 

分 Pb ( 砂) 5.39 1. 45 0.47 0.34 1.91 5.39 0.34 

Cu ( 35.4 17.7 12.9 1. 53 2.03 35.4 1. 53 

金量(1/叫句 0.81 0.63 0.63 0.61 0.59 0.70 1. 25 5.49 3.33 1.開 1. 99 2.06 1. 64 5.49 0.61 

Cr( " ) I 0.01 0.04 0.06 0.15 0.08 0.23 0.59 2.27 0.57 1.02 0.81 0.59 0.54 2.27 0.01 

溶 sO~-( " ) 0.26 0.23 0.14 0.02 0.16 0.19 0.33 0.67 0.50 0.62 0.34 0.49 0.33 0.67 0.02 

解 NNoH-〈9J〆-国NN ・/即 2.10 1. 32 0.93 1. 29 0.75 1. 25 2.09 1. 70 1. 64 0.22 0.18 1. 57 1. 25 2.10 0.18 

性 } 
幻.4 3.6 2.1 62.8 16.7 14.9 66.6 99.8 99.2 16.5 12.4 16.0 3.5 開.8 2.1 

Ni ( )1<0.01 <0.01 く0.01 <0.01 く0.01

成 Fe( " ) I 1. 28 0.94 1. 35 8.15 2.93 0.94 

分 Pb( ) I 0.39 <0.01 0.20 1. 56 0.64 8.16 <0.01 

Cu ( 。 )1<0.01 <0.01 く0.01 く0.11 ぐ0.01 1.56 

測定地点:消費生活センター

晶子型竺 4 5 6 7 8 9 to 11 12 2 3 年平均 最大 綬小

貯 水 Jl:1 2.540 5.830 3.4凹 7，740 3.160 4.730 7，480 11.860 14.120 4.180 12.950 2.660 6.720 12.950 2.540 

pH 7.1 6.5 6.6 6.2 6.2 6.2 6.2 6.0 5.9 5.0 4.4 6.7 6.伺 7.1 4.4 

総量(t/loI/月) 6.56 4.36 3. 11 3.26 3.46 2.76 3.49 8.57 7.66 3.25 7.69 9.15 5.28 9.15 3.11 

全量(1/叫'1D 5.56 2.44 2.53 2.35 2.97 2.02 2.11 3.73 3.04 0.69 1.関 7.59 3.16 7.59 0.69 

不タ-/l分<. " ) 0.14 1.00 0.08 0.07 0.04 0.05 O.開 0.16 0.14 0.04 0.07 0.30 0.18 1.00 0.04 

熔灰分<. " ) 4.65 2.25 2.20 1.17 2.43 1. 44 1.38 3.07 2.25 0.43 1. 35 6.53 2.47 6.63 0.43 
解

性 Ni 向V1nV月) 0.20 0.10 0.08 0.03 0.10 0.20 0.03 

成 Fe ( 296 308 174 60.7 209 308 60.7 

分 Pb(砂) 12.89 2.54 1.12 0.22 4.19 12.89 0.22 

Cu ( ) 1 49.7 13.1 9.8 1. 36 18.49 49.7 1. 36 

全量(t/1at!/，用 1.00 0.92 0.68 0.91 0.49 0.74 1.38 4.84 4.62 2.56 5.79 1. 56 2.12 5.79 0.68 

cr( 砂) 0.01 0.05 0.10 0.16 0.08 0.29 0.62 2.64 0.71 1.12 2.46 0.44 0.72 2.64 0.01 
溶 so~ー(秒) 0.04 0.18 0.11 <0.01 0.16 0.18 0.32 0.88 O.田 0.80 1. 78 0.46 0.46 1. 78 <0.01 

，wN  N 0HtEh6¥/N HN ，v /即 1.41 1. 25 0.62 0.55 0.75 1.08 1. 74 2.13 2.13 0.16 0.94 1. 81 1. 21 2.13 0.16 
性)

12.0 2.8 1.9 22.3 36.6 8.47 48.6 73.2 59.6 53 95.1 9.0 31.2 95.1 1.9 

Ni ( " )1<0.01 <0.01 <0.01 < 0.01 <0.01 
成
Fe ( " )1 2.04 0.70 0.89 7.64 2.8， 7.64 0.70 
分 Pb( " )1 0.93 0.01 0.36 0.51 O. 4~ 0.93 <0.01 

Cu ( " )1<0.01 <0.01 <0.01 < 0.01 く0.01
L-.岨
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調11定地点:浪打中学校(旧北高)

海沿哩と 4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 3 平平均 最大 最小

貯 水 量 2.360 6.430 4.150 8.370 4.800 3.890 6.860 10.850 11. 520 1. 730 1.臼O 3.720 5.530 11. 520 1. 640 

pH 7.1 6.4 6.4 5.8 6.0 6.3 6.3 5.5 5.8 6.0 5.8 6.6 6.17 7.1 5.5 

総量(t/iaV月〕 5.83 4.37 4.08 3.31 8.30 3.62 3.26 7.78 5.46 1. 69 0.99 7.29 4.66 8.30 0.99 

全量(t/Iわy月) 4.46 3.71 3.47 2.59 7.75 2.92 2.03 2.28 2.09 U.62 0.21 5.09 3.12 7.75 0.21 

不タープl分( " ) I 0.12 0.06 0.04 0.02 0.04 0.02 0.06 0.08 0.07 0.03 0.01 0.21 O師 0.12 0.01 

溶灰分( ) I 3.73 2.71 3.11 1. 78 6.70 2.18 1. 33 1.国 1. 51 0.41 0.15 4.16 2.47 6.70 0.15 

性f戎 N i 0<9/時fJ) 0.17 0.03 0.08 0.10 0.10 0.17 0.03 

分 Fe( " ) 184 78.0 220 国.4 137.6 220 68.4 

Pb ( " ) I 2.40 0.40 1. 06 0.29 1. 04 2.40 0.29 

Cu C ) 139.9 4.50 10.8 2.49 14.42 39.9 2.49 

全量Ct/Imレ1D 1. 07 0.66 0.61 0.72 0.55 0.70 1. 23 5.50 3.37 1. 07 0.78 2.20 1. 54 5.50 0.61 

Ct-(" ) 0.02 0.04 0.07 0.14 0.06 0.32 0.47 2.36 0.55 0.58 0.30 0.77 0.47 2.36 0.02 

溶 sor (μ)  0.22 O.佃 0.14 <0.01 0.19 0.12 0.26 0.61 0.36 0.64 0.25 0.28 0.26 0.64 <0.01 

解
NNoHrOt(g--/N N KνnVm 1. 53 0.54 0.16 0.12 

0.16 0.14 0.38 0.40 0.59 0.09 0.10 1. 26 0.46 1. 53 0.09 

性 10.8 2.6 く0.01 5.9 10.2 0.3 9.7 33.6 36.8 1.6 0.4 7.3 9.9 36.8 く0.01

成 Ni C ) 1<0. 01 <0.01 kO.01 く0.01 く0.01

分 Fe (ρ  ) I 3.34 4.94 2.51 2.37 3.29 4.94 2.37 

Pb ( ) I 0.23 <0.01 0.39 0.42 0.26 0.42 <0.01 

Cu ( " ) 1<0.01 く0.01 に0.01 <0.01 <0.01 

狽l陀地点:工業高校

海論哩14 s 6 7 8 9 10 11 12 2 3 年平均 最大 最小

Jtj' 水 量 2.790 6.660 3.590 6.160 3.510 3.980 8.200 12.560 13.900 3.730 1. 700 580 5.610 13.900 580 

pH 7.0 6.2 6.2 5.6 6.0 6.3 5.9 5.6 5.5 5.2 6.0 6.3 5.98 7.0 5.2 

総量(t/iaV月) 4.15 3.71 3.05 2.29 3.83 2.73 3.95 9.80 6.14 1. 42 0.78 2.45 3.69 9.80 0.78 

全量(t/wm 3.02 3.00 2.25 1. 67 2.97 1. 73 1. 68 2.18 1. 61 0.51 0.26 1.83 1. 89 3.02 0.26 

不タづL分、( " ) 0.05 0.06 0.04 0.05 0.03 0.02 0.04 0.10 0.07 0.05 く0.01 0.06 0.05 0.10 <0.01 
溶

解灰分( " 2.38 2.51 1. 91 1.06 2.51 1. 35 1. 17 1. 73 1. 91 0.32 0.22 1.38 1.48 2.51 0.22 

性 Ni(kg//ぱ/月) 0.11 0.18 0.04 0.03 0.09 0.18 0.03 

成
) I 95.9 分 Fe( 326 100 32.3 138.6 326 32.3 

Pb ( " ) 1 0.82 1. 40 0.57 0.11 0.72 1.40 0.11 

Cu ( ) 1 32.2 7.11 4.9 0.49 11. 18 32.2 0.49 

全量(t/W月) 1. 13 0.71 0.80 0.62 0.86 1. 00 2.27 7.62 4.53 0.91 0.52 0.62 1. 80 7.62 0.52 

C.e-( " ) 0.04 0.07 0.20 0.15 0.30 0.45 0.10 3.54 0.92 0.52 0.30 0.24 0.57 3.54 0.04 

溶 so:-(" 0.22 0.14 0.25 0.02 0.24 0.17 0.37 0.79 0.63 0.20 0.25 0.19 O. 2~ 0.79 0回

解 NOIfく(iJK9--/同NN w /即
1.11 0.89 0.05 0.05 0.38 1. 05 1. 20 1. 44 0.90 0.09 0.08 0.2E 0.63 1.44 0.05 

性 N 21. 7 1.1 2.5 6.1 6.2 20.8 85.8 124.2 l伺 7 43.4 0.2 3.2 35.4 124.2 0.2 

分 Ni( ) 1<0.01 <0.01 く0.01 <0.01 く0.01

Fe ( " 1. 31 0.85 2.45 4.79 2. 3~ 4.79 0.85 

Pb ( " ) 1<0. 01 <0.01 0.40 0.34 O.IE 0.40 く0.01

Cu ( " ) 1<0. 01 <0.01 く0.01 <0.01 く0.01
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狽IJ定地点:広前合同庁舎

海沿哩14 5 6 7 8 9 10 1I 12 2 3 年平均 最大 最小

貯 水 F貴 1. 310 4.220 4.800 5.540 630 4.630 10.780 7.400 7.690 11， 750 5.740 3.750 5.6開 11， 750 630 

pH 6.8 6.3 6.3 6.4 6.7 6.3 5.9 5.5 4.8 4.9 4.7 6.7 5.94 6.8 4.7 

総量を(t/knl/月) 3.67 3.25 2.32 2.21 2.44 l. 91 2.73 4.73 欠測 4.77 2.90 8.87 3.62 8.87 1. 91 

全量(!/knl/用 2.93 2.68 l. 57 1. 27 l. 82 l. 01 l. 34 l. 58 欠測 1.06 l. 29 7.08 2.15 7.08 l.01 

有三
タール分( " ) 0.06 0.05 0.02 0.02 0.02 0.04 0.07 0.11 0.08 0.08 0.06 0.28 0.07 0.02 0.28 

溶
灰 分( " ) 2.31 欠測 1. 42 0.93 1. 66 0.66 0.85 1. 38 1. 30 0.70 0.66 6.16 l. 64 6.16 0.66 

解
N i(kg/叶/月) 0.12 0.02 0.05 0.08 0.07 0.12 0.02 

性

成
Fe ( わ6.9 43.3 42.9 40.7 48.4 66.9 40.7 

分 Pb ( " ) 0.35 0.27 0.26 0.35 0.31 0.35 0.26 

cu ( 15.8 5.9 2.11 14.50 34.2 2.11 

全賢(t/knl/月) 0.74 0.57 0.75 0.94 0.62 0.90 1. 39 3.15 l. 70 3.71 1. 61 1. 79 1. 49 3.71 0.57 

ct ( " ) 0.03 0.06 0.04 0.09 0.09 0.45 0.60 l. 29 0.36 l. 46 0.75 0.35 0.46 l. 46 0.03 

溶 SO~-( " ) 0.14 0.11 0.15 0.08 0.04 0.20 0.43 0.38 0.26 0.95 0.58 0.30 0.30 0.95 0.04 

解 NOhii-f/NN k 0.62 0.68 0.67 0.59 0.33 0.73 1. 31 0.92 0.30 0.22 0.13 1. 15 0.64 1. 31 0.13 
nI/月)

性 NH 5.0 30.2 2.9 10.7 23.0 11. 9 48.8 59.1 23句9 39.2 6.2 10目5 22.6 48.8 2.9 

成 Ni ( 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 0.01 

Fe ( 0.44 0.74 1. 67 7.41 2.56 7.41 0.44 
分

Pb ( ko.ol <0.01 0.29 0.68 0.24 0.68 <0.01 

Cu (砂) 0.01 <0.01 <0.01 <0.01 

測定地点:弘前市役所

主諭週三14 5 6 7 8 9 10 11 12 2 3 年平均 最大 最小

貯 水 量 880 3.310 3.130 4.470 340 4.050 9.850 7.130 8.370 13.900 6.100 3.350 5.410 13.900 880 

pH 7.0 6.3 7.6 6.7 6.9 6.4 6.1 5.5 5.2 4.8 4.8 6.6 6.16 7.6 4.8 

総量 C!/knl/月) 4.34 3.38 4.81 2.79 2.53 l. 71 2.49 4.78 5.38 5.30 3.12 8臼 4.10 8. 54 1. 71 

全量(t/knl/月) 3.76 2.86 3.10 1. 56 2.02 0.96 1. 23 1. 30 2.3O 1.18 1. 00 7.13 2.37 7.13 0.96 

不タール分(" ) 0.77 0.05 0.04 0.07 0.06 0.04 0.05 0.08 0.10 0.07 0.04 0.22 0.13 0.77 0.04 

脅平
灰 分C" ) 2.98 2.72 3.05 1.11 1. 66 0.65 0.78 1. 19 1.88 0.84 0.58 6.26 L明 6.26 0.58 

解
N i (k9/knl/月) 0.09 0.03 0.23 0.10 O. II 0.23 0.03 
性

Fe ( 83.6 48.5 41. 0 43.3 54.1 83.6 41.0 
成

分 Pb ( " ) 0.35 0.31 0.26 0.28 0.30 0.35 0.26 

Cu ( 43.9 27.1 6.4 1. 84 19.8 43.9 l. 84 

全責(t/knl/月) 0.58 0.52 1. 71 l. 23 0.51 0.75 l. 26 3.48 3.08 4.12 2.12 1. 41 1. 73 4.12 0.51 

cg- ( " ) 0.04 0.05 0.04 0.09 0.08 0.33 0.51 1. 23 0.44 1. 51 0.89 0.33 0.46 1. 23 0.04 

溶 SO~- ( " ) 0.11 0.22 0.09 0.12 0: 02 0.14 0.39 0.32 0.35 1.01 0.66 0.19 0.30 1.01 0.02 
解 NO"2-N ) I 1. 01 0.55 0.09 1. 25 0.34 1. 04 1.19 0.58 0.36 0.12 0.08 1.18 0.65 1. 25 0.08 
性 NHI-N 0.8 <0.01 22.6 15.2 15.0 25.0 30.4 21. 5 38.4 2.7 1.2 15.66 38.4 (0.01 

成 N i ( ) 1<0.01 (0.01 (0.01 <0.01 <0.01 

Fe (砂 ) 1 0.30 0.48 1. 12 7.59 2.37 7.59 0.30 
分

Pb ( ) 1<0.01 <0.01 0.30 0.90 0.30 O.伺 <0.01 

Cu (。 ) 1<0.01 (0.01 (0.01 (0.01 (0.01 

- 95一



測定地点:東北女子大学

孟沿些f4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 3 年平均 最大 最小

11'1' 水 貴 1. 320 5.640 4.830 6.090 560 3.960 10.800 8.150 7.950 6.100 5.720 3.280 5.370 10.800 560 

pH 6.8 6.0 6.4 6.4 7.5 6.5 5.6 5.0 5.2 4.8 4.9 6.5 5.97 7.5 4.8 

総量。/knl/伺) 3.50 2.81 1. 92 1.72 2.77 1. 05 2.18 3.36 3.67 2.94 3.33 6.32 3.05 6.32 1.72 

全貴Ct/knV升) 2.74 2.46 1. 50 1. 16 2.08 1.36 1. 13 0.75 1. 44 0.65 1. 52 5.06 1. 82 5.06 0.65 

不タール分( " ) 0.04 0.04 0.02 0.03 0.03 0.03 0.05 0.05 0.06 0.04 0.07 0.20 。関 0.20 0.02 

帯平 灰
分C" ) 2.11 欠測 1. 45 0.74 1. 67 0.79 0.72 0.68 0.99 0.38 0.68 4.15 1. 30 4.15 0.38 

解
Ni (t/knVfD 0.09 0.03 0.03 0.06 0.05 0.09 0.03 
性

Fe C 61. 3 31. 5 29.4 24.4 36.6 61. 3 24.4 
成

分
Pb ( 0.32 0.13 0.20 0.14 0.20 0.32 0.13 

Cu ( 33.3 10.4 2.5 1.5 11. 9 33.3 1.5 

全貴 (tパ(nI~月) 0.76 0.35 0.42 0.56 0.69 0.69 1. 05 2.61 2.23 2.29 1. 81 1. 26 1. 23 2.61 0.35 

ce一( 0.04 0.03 0.03 0.07 0.07 0.22 0.49 1. 12 0.38 0.93 0.87 0.31 0.38 1. 12 0.03 

溶
SO;( " ) <0.01 <0.01 0.18 0.62 <0.01 0.12 0.12 0.15 0.09 0.42 0.36 0.33 0.56 0.62 0.25 

解 0.75 0.31 0.68 0.28 0.36 0.48 0.78 0.19 0.31 0.12 0.13 0.94 0.44 0.94 0.12 
問NOth-凶〈N N 4/用
性 1.5 0.2 2.0 <0.01 51. 4 24.8 88.2 10.8 16.1 4.1 12.3 1.0 17.7 88.2 <0.01 

成 N i " ) <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 

Fe ，，) 0.34 0.55 2.42 3.22 1. 63 3.22 0.34 
分

Pb C. " ) <0.01 (0.01 0.35 0.38 0.18 0.35 <0.01 

Cu C " ) (0.01 (0.01 <0.01 <0.01 <0.01 

測定地点:藤村機器

長前d!空f4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 3 年平均 最大 最小

貯 水 量 1. 140 3.780 4.370 4.830 700 4.280 10.340 7.350 7.840 9.開O 5.300 2.950 5，230 10，340 700 

pH 7.0 6.6 6.4 6.4 6.9 6.3 6.0 6.0 5.9 5.1 5.1 6.8 6.21 7.0 5.1 

総量 (tパ<nV月) 4.40 3.73 1. 96 1. 62 9.94 1. 74 2.56 5.55 5.30 欠測 3.02 9.91 4.52 9.94 1. 62 

怪量α/knV月〉 3.83 2.94 1. 52 1. 22 9.42 1. 12 1. 38 2.93 2.56 1.03 1. 18 8. 67 3.15 9.42 1. 03 

不
<0.01 タール分(" ) 0.08 0.06 0.02 0.12 0.03 0.05 0.14 0.10 0.04 0.06 0.30 0.08 0.30 <0.01 

溶

恢 分(" ) 3.16 2.86 1. 38 0.97 8.60 0.70 0.96 2.00 2.07 0.68 0.72 7.60 2.64 8. 60 0.70 
解
Ni (kg/knl/月) 0.12 0.03 0.04 0.08 0.07 0.12 0.03 
性

Fe ( 95.1 44.0 51. 4 36.4 日.7 95.1 36.4 
成

分
Pb ( " ) 0.43 0.23 0.35 0.22 0.31 0.43 0.22 

Cu ( 33.4 13.0 3.6 1. 64 12.9 33.4 1.6 

全量 (t/knl/月) 0.57 0.79 0.44 0.40 0.52 0.62 1. 18 2.62 2.74 欠測 1. 84 1. 24 1. 18 2.74 0.40 

Cs一(" ) 0.03 0.04 0.04 。町06 0.06 。目35 0.49 1. 02 0.41 1. 23 0.77 0.24 0.40 1. 23 0.03 

F容
SO~ -( " ) 0.04 <0.01 <(1.01 0.10 0.20 0.15 0.15 0.35 0.35 0.36 0.71 0.56 0.22 0.27 o 71 
解

NNCHOt亨旬}ノNN 44/月j
1. 33 1. 16 0.80 0.84 0.69 1.08 1. 62 1. 65 1. 21 0.13 0.17 1. 52 1. 02 1. 65 0.13 

性 14.6 32.6 3.8 5.8 23.3 7.2 32.0 33.1 37.6 21. 4 2.0 11. 0 18.7 37.6 2.0 

成 Ni ( " ) <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 

‘ 

分
Fe ，，) 0.55 0.44 2.13 5.61 2.18 5.61 0.44 

Pb ( " ) <0.01 <0.01 0.28 0.40 0.17 0.40 <0.01 

Cu <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 

G
U
 

Q
M
 



測定地点:むつ商工会館

ネ訟哩f
. 
4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 3 年平均 最大 最小

Ri' 水 最 2，480 4，570 3，520 6，380 4，810 7，880 10，6伺 8，980 3，670 1，440 3，880 5，300 10，690 1， 440 

pH 7.0 7.0 6.5 6.7 6.8 6.5 6.1 5.7 6.0 5.4 6.7 6.40 7.0 5.4 

総景一 (tパ<nI/月) 4.01 6.50 2.52 2.85 2.51 3.47 3.47 3.64 7.45 0.97 6.77 4.01 7.45 0.97 

全長Ctパ<nI/月) 3.03 4.14 1. 68 2.00 1. 85 1. 93 1.72 1. 55 0.75 0.63 5.12 2.22 5.12 0.63 
不

タール分 (11 ) 0.05 0.05 0.02 0.01 0.02 0.03 O侃 0.06 0.04 0.01 0.15 0.04 0.15 0.01 
浴
灰 分 (11 ) 2.44 2.46 1. 35 1. 59 1.54 1. 14 1. 12 1.07 0.52 0.10 4.45 1. 62 4.45 0.10 
解

Ni 仰/knl/:月) 0.06 0.01 0.09 欠 0.03 0.05 0.09 0.01 
性

FeC 11 ) 173.4 7.74 61. 8 27.6 42.6 73.4 7.74 
成

Pb ( 11 ) 1 0.34 0.90 0.33 演。 0.66 0.56 O.伺 0.33 
分

Cn C 11 ) 140.0 20.9 7.9 4.1 18.2 40.0 4.1 

全T註Ctパ<nI/月) 0.98 2.36 0.84 0.85 0.66 1. 54 1. 75 2.09 6.70 0.34 1. 65 1. 80 6.70 0.34 

Co- 11 ) 1 0.04 0.08 
浴

0.14 0.09 0.07 0.96 0.76 0.38 0.94 0.14 0.40 0.36 0.96 0.04 

SO~-( 11 ) 1 0.15 0.28 0.13 <0.01 0.16 0.09 0.40 0.29 0.58 0.26 0.32 0.24 9.58 <0.01 

解 NOZ+Y4 〈k-g N 0.55 0.94 0.37 0.79 0.72 0.96 0.64 0.29 0.15 0.07 1.00 0.57 1. 00 0.07 
パゆペ月)

性 NH1-N 0.56 31. 7 2.3 37.7 13.7 19.9 15.4 34.0 4.8 0.1 11. 32 15.6 37.7 0.1 

庇し Ni ( 11 ) 1 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 <0.01 

Fe ( 11 ) 1 0.48 1.01 0.94 1. 42 0.962 1. 42 0.48 

分 Pb( 11 )1<0.01 (0.01 0.29 0.34 0.158 0.34 <0.01 

Cn ( 11 )1<0.01 <0.01 (0.01 (0.01 (0.01 
一一」
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本

町

ノ4ム1、

園

局

4匹ヨ~ 

堤

A守主t.ら

校

局

4ドコ2ヱ

浮 遊粒子状物質測定結果

測定結果(岬/m3)

月 測定期間 吸(引m3
量
) 粉じん量 Fe Mn Pb Cu 

4 4. 5 '"'-' 892 31. 9 0.29 0.011 0.02 0.007 5. 2 

5 
5. 2 '"'-' 

951 19.4 o. 14 0.004 <0.01 <0.005 5.31 

6 5.31 '"'-' 919 15.7 0.08 0.002 <0.01 く0.0056.28 

7 6.28 "-' 1， 169 21. 6 0.11 0.006 <0.01 <0.005 8. 2 

8 
8. 2 '"'-' 

736 19.3 0.24 0.014 0.01 0.007 8. 30 

9 
8.30 ，......， 

928 14. 1 0.23 o. 013 0.01 0.006 9.27 

10 9.27 '"'-' 1， 170 27.4 o. 24 0.013 0.01 0.008 11. 1 

11 11. 1 "-' 908 23. 7 0.35 0.016 0.01 <0.005 11. 28 

12 11. 28 '"'-' 984 19.5 o. 16 o. 013 o. 01 <0.005 12.27 

1 112.27.'"". 
1. 31 1， 196 9. 1 o. 10 0.011 0.01 0.005 

2 1. 31 "-' 953 16.0 0.11 0.011 0.01 <0.005 2.28 

3 2.28 '"'-' 1， 192 35.7 o. 72 0.028 0.02 0.006 4. 4 

平 均 21. 1 0.231 0.0118 0.009 く0.005

最 高 35. 7 o. 72 o. 028 o. 02 0.008 

最 イ丘 9. 1 0.08 o. 002 0.01 <0.005 

4 4. 5 '"'-' 882 22. 1 0.03 o. 016 0.03 0.01 5. 2 

5 5. 2 '"'-' 958 13.6 0.02 0.012 0.01 <0.005 5.31 

6 5.31 "-' 911 16.4 o. 03 0.012 0.01 O. 007 6. 28 

7 6.28 "-' 1， 136 19.3 0.02 o. 012 0.01 0.006 8. 2 

8 8. 2 "-' 666 18. 9 0.03 0.019 0.01 o. 01 8.30 

9 
8.30 '"'-' 

922 11. 9 0.02 0.018 0.01 O. 009 9.27 

10 9.27 "-' 1， 146 17.4 0.01 0.011 0.01 0.007 11. 1 

11 
11. 1 "-' 

904 13.0 0.01 0.011 0.01 0.006 11. 28 

12 11. 28 '"'-' 984 12.2 0.08 0.009 0.01 <0.005 12.27 

1 112.27.'"". 
1. 31 1， 201 5. 1 0.09 0.009 0.01 <0.005 

2 1. 31 '"'-' 936 9.0 0.10 0.012 0.01 <0.005 2.28 
2.28 '"'-' 3 4. 4 1， 186 28. 2 0.64 0.023 0.01 0.006 

平 均 15.6 0.09 0.0137 0.012 o. 0051 

最 高 28.2 0.64 0.023 0.03 0.01 

最 イ丘 5. 1 o. 01 0.009 0.01 <0.005 

測定機器名:サイクロン式ローボリウムエアサンプラー(新宅5-2型)

使用ろ紙:パールフレックス 2500QA5T (石英繊維ろ紙)
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Zn Cd Ni 

0.039 くo.0005 <0. 005 

0.014 ¥0.0005 くこ0.005

0.009 <0. 0005 <0. 005 

0.022 <0. 0005 <0. 005 

0.048 <0.0005 <0.005 

0.042 <0.0005 <0.005 

0.069 <0. 0005 <0. 005 

0.066 ぐ0.0005 く0.005

0.071 o. 0007 <0. 005 

0.056 0.0005 <0.005 

0.028 <0.0005 く0.005

0.026 o. 0008 <0. 005 

o. 0408 <0. 0005 <0. 005 

0.071 o. 0008 <0. 005 

0.009 くo.0005 <0. 005 

O. 052 O. 0005 <0. 005 

0.025 <0. 0005 <0. 005 

0.038 <0. 0005 <0. 005 

0.031 <0. 0005 <0. 005 

0.05 <0. 0005 <0. 005 

0.064 くo.0005 <0. 005 

0.036 <0. 0005 <0. 005 

0.042 <0. 0005 <0. 005 

0.024 o. 0008 <0. 005 

0.027 <0.0005 <0.005 

0.023 <0. 0005 <0. 005 

0.037 o. 0006 <0. 005 

o. 0374 <0. 0005 <0. 005 

0.064 O. 0008 <0. 005 

0.023 <0.0005 <0.005 



浮遊粉じん測定結果

地名占
測定 高吉 果 (μ9/ne) 

測定期間吸(引ne量) 粉量じ ター NH，t← NO:I SO~- cr Fe Mn Pb Cu Zn Cd Ni ん ル分 3 

5.08-5.09 2157 42.1 2.3 0.09 0.54 4.17 0.35 0.92 0.019 0.019 0.016 0.062 0.0003 0.001 

5.09-5.10 2537 79.1 3.9 0.42 1.30 7.38 0.32 1.93 0.041 0.053 0.037 0.126 0.0003 0.003 

青 8.01-8.02 2232 49.5 8.7 0.64 0.44 7.62 0.03 0.80 0.020 0.022 0.023 0.151 0.0002 0.002 

森 8.02-8.03 2088 80.3 3.4 4.32 0.61 12.77 0.10 1.33 0.032 0.032 0.043 0.263 0.0002 0.002 

市 11.18-11.19 2152 29.9 4.9 0.61 0.44 5.37 0.99 0.48 0.010 0.016 O.∞8 0.015 0.0007 0.003 
f生11.19-11.20 2483 00.6 7.8 0.11 0.77 5.1 2.19 2.04 0.048 0.019 0.012 0.052 0.0005 0.006 

所 2.17-2.18 2142 30.6 4.0 1.12 0.63 5.79 3.28 0.19 0.003 0.008 0.014 0.017 0.0004 0.003 

犀ー 2.18-2.19 2072 82.5 5.6 0.10 1.34 5.98 2.46 1.41 0.029 0.019 0.039 0.019 0.0004 0.005 

上 平均 61.58 5.08 0.926 0.759 6.773 1.215 1.138 0.0253 0.0235 0.0240 0.0881 0.00038 0.0031 

最高 98.6 8.7 4.32 1.34 12.77 3.28 2.04 0.048 0.053 0.043 0.263 0.0007 0.006 

最低 29.9 2.3 0.09 0.44 4.17 0.03 0.19 0.003 0.008 0.008 0.015 0.0002 0.001 

5.08-5.09 1861 88.4 4.6 <0.01 0.52 6.61 0.48 2.20 0.045 0.036 0.025 0.142 0.0001 0.003 

5.09-5.10 2260 107.5 8.6 0.27 1.60 8.89 0.57 3.40 0.080 0.122 0.055 0.255 0.0001 0.004 
県

消 8.01-8.02 2082 49.0 2.6 1.18 0.53 7.20 0.03 0.85 0.022 0.025 0.036 0.101 0.0002 0.002 

費 8.02-8.03 1925 77.5 3.4 3.62 0.71 12.73 0.12 1.56 0.025 0.039 0.040 0.146 0.0009 0.002 

生

活
11.18-11.19 2016 64.4 8.4 0.11 0.60 5.46 1.15 1.01 0.020 0.019 0.020 0.020 0.0003 0.003 

セ 11.19-11.20 2270 240.3 25.1 0.11 0.74 5.66 2.22 3.77 0.084 0.034 0.022 0.131 0.0006 0.007 

ン 2.17-2.18 1937 42.0 3.6 1.13 0.78 6.63 3.49 0.26 0.006 0.008 0.054 0.018 0.0002 0.005 
タ

1 12.18-2.19 1950 ぬ6 4.9 0.52 0.92 6.13 1.22 0.60 0.010 0.053 0.032 0.028 0.0005 0.009 

屋 平均 87.46 7.65 0.868 0.800 7.391 1.16 1. 706 0.0365 0.042 0.0355 0.1051 0.00036 0.0044 
上
最高 240.3 25.1 3.62 1.6 12.73 3.49 3.77 0.084 0.122 0.055 0.255 0.0009 0.009 

最低 30.6 2.6 <0.01 0.52 5.46 0.03 0.26 0.006 0.008 0.02 0.018 0.0001 0.002 

5.07-5.08 2270 20.3 0.2 0.05 0.47 1.61 0.31 0.37 0.009 0.002 0.012 0.041 <0.0001 <0.001 

5.08-5.09 2075 34.0 2.4 0.40 0.52 4.74 0.16 0.57 0.017 0.010 0.009 0.050 0.0002 <0.001 

弘 8.01-8.02 2250 55.2 1.3 1.45 1.18 6.72 0.13 0.92 0.019 0.026 0.057 0.165 0.0006 0.002 

前 8.02-8.03 2170 61.9 4.8 4.13 0.22 16.77 0.07 0.84 0.018 0.020 0.072 0.080 0.0003 0.001 

市 11.18-11.19 2312 25.2 4.8 0.32 0.34 4.78 0.18 0.28 0.006 0.017 0.014 0.028 0.0003 0.003 

f生11.19 -11. 20 2042 44.9 6.6 0.10 0.40 4.9 0.73 0.29 0.006 0.004 0.005 0.006 0.0001 0.001 

所 2.17-2.18 2132 28.1 2.6 0.32 0.39 5.63 1. 99 0.26 0.005 0.007 0.015 0.022 <0.0001 0.005 

屋 2.18-2.19 2114 39.9 4.7 0.85 1.24 5.82 1.38 0.44 0.008 0.017 0.020 0.043 0.0009 0.003 

上 平均 38.69 3.43 0.953 0.595 6.371 0.6188 0.496 0.011 0.0129 0.0255 0.0544 0.00030 0.0019 

最高 61.9 6.6 4.13 1.24 16.77 1.99 0.92 0.019 0.026 0.072 0.165 0.0009 0.005 

最低 20.3 0.2 0.05 0.22 1.61 0.07 0.26 0.005 0.002 0.005 0.006 <0.0001 <0.001 

測定機器名:ハイボリウムエアサンブラ一(紀本 120型) 使用ろ紙:パールフレックス 2500QAST 
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粒径別浮遊粉じん測定結果

測定地点名:青森市役所屋上

測定期間:60. 5. 24~ 6. 4 吸引量 (m3) : 9038 

スァ
粒径範囲 測定結果 (J.1.9/ m3) 

一:.-〆

NO. (μm) 粉ん量じ ルタ分ー N~十 N03一 S042- Cd 
-
F e Mn Pb Cu 

>7 24.5 1. 2 く0.010.57 0.98 0.70 0.58 0.012 0.003 0.005 

2 7 ~3.3 7.2 0.2 く0.010.52 0.77 0.14 0.20 0.005 0.001 0.002 

3 3.3 ~ 2.0 3. 7 O. 2 0.05 O. 12 0.81 0.02 0.09 0.002 0.002 0.001 

4 2.0 ~ 1.1 3.3 0.1 0.07 0.08 1. 06 O. 01 O. 07 0.001 0.003 0.002 

5 <1.1 15. 1 1. 6 O. 96 O. 10 4. 13 O. 09 O. 21 0.006 0.017 0.002 

合計 53.8 3.3 1. 08 1. 39 7.75 Q96 1.15 0.026 0.026 0.012 

担l淀期間:60. 8. 19 ~ 8. 30 吸引量 (m
3
) : 8958 

スァ
粒径範囲 測定結果 (μ9/rrf)一回、ン

NO. (μm) 粉ん量じ ルタ分~ N~ N~ sd-cf Fe Mn Pb Cu 
>7 20.0 0.9 く0.01 0.48 1.290.630.13 0.003 0.001 0.009 

2 7 ~3.3 6.4 0.2 <0.01 0.39 0.98 0.05 0.07 0.001 <0.001 0.006 

3 3.3 ~2.0 3.2 0.4 <0.01 0.09 0.97 0.06 0.03 く0.001 0.001 0.005 

4 2.0 ~ 1.1 3.7 0.4 O. 14 0.09 1. 25 0.02 0.02 <0.001 0.002 0.004 

5 <1.1 13.0 2.4 1. 09 O. 06 2. 94 O. 03 O. 04 0.002 0.009 0.006 

合計 46. 3 4. 3 1.23 1.11 7.43 0.79 0.29 0.006 0.013 0.030 

測定期間:60. 11 . 18 ~ 11 . 28 吸引量 (m
3
) : 8208 

スア
粒径範囲 測定結果 (μ9/m

3
) 

一ー二/

NO. (μm) 
粉じター

NH
↓rNO~ SO! ん量ル分 4 CC F e Mn Pb 

>7 59.5 1. 5 O. 02 O. 28 1. 54 1. 41 O. 69 0.014 0.008 

2 7 ~3.3 9. 9 O. 5 <0.01 O. 22 O. 98 O. 39 O. 17 0.003 0.002 

3 3.3 ~ 2.0 4.80.5 <0.010.11 O. 76 O. 10 O. 11 0.002 0.002 

4 2.0 ~ 1.1 3.7 0.3 <0.01 0.09 0.80 0.03 0.03 <0.001 0.002 

5 <1.1 19.6 2. 1 O. 73 O. 16 2. 68 0.07 O. 11 0.003 0.009 

合計 67.5 4.9 O. 75 O. 86 6. 76 2. 00 1. 11 0.022 0.023 

担l庭期間:61. 2. 17 ~ 2. 28 吸引量 (rrf): 8617 

スア
粒径範囲 測定結果 (μ9/的

一:ン

NO. (μm) 粉ん量じ ルタ分
ー
NHt NO~ SO!- C[  F e Mn Pb 

>7 9.7 0.4 <0.01 0.12 1.41 1.02 0.53 0.013 0.010 

2 7 ~ 3.3 4.8 0.3 く0.01 O. 13 0.89 0.33 0.13 0.005 0.003 

3 3.3~ 2.0 3. 1 O. 2 く0.010.13 0.98 0.12 0.05 0.004 0.002 

4 2.0~ 1.1 3.0 0.3 0.03 O. 12 1. 18 O. 09 O. 03 0.003 0.002 

5 く1.1 14.0 1. 3 1. 34 0.50 3.52 0.17 0.05 0.002 0.008 

合計 34.6 2.5 1. 37 1. 00 7.98 1. 73 O. 79 0.027 0.025 

測定機器名:アンダーセンハイポリウムエアサンブラー(柴田AH600型)

使用ろ紙;パールフレックス 25∞QAST(石英繊維ろ紙)
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Cu 

0.011 

O. 004 

0.004 

0.003 

0.006 

0.028 

Cu 

0.014 

0.006 

0.004 

0.003 

0.003 

0.030 

Zn Cd N i 

0.021 く0.0001 0.001 

O. 012 く0.0001く0.001

0.008 <0.0001く0.001

0.014 く0.0001く0.001

0.091 0.0007 0.002 

O. 146 0.0007 0.003 

Zn Cd N i 

0.007 く0.0001 0.001 

0.004 <0.0001く0.001

0.004 <0.0001 <0.001 

0.006 く0.0001 0.002 

0.023 0.0002 0.008 

0.044 0.0002 0.011 

Zn Cd Ni 

0.035 0.0002 <0.001 

0.008 0.0001 <0.001 

0.007 0.0001 <0.001 

0.008 0.0001 <0.001 

0.044 0.0003 0.001 

O. 102 0.0008 0.001 

Zn Cd Ni 

0.029 0.0002 0.001 

0.008 0.0001 <0.001 

0.008 0.0001 <0.001 

0.009 0.0001 <0.001 

0.033 O. 0002 <0. 001 

0.087 0.0007 0.001 



スパイグタイヤによる道路粉ヒん調査結果

浮遊粉じん分析結果(ハイボリウムエアサンプラ一法) 単位 (μf}/m3) 

同{己

市 区 分 調査地点 調査年月日 浮遊粉じん
アスフ 7 1) 

Ca Mn Fe Ni As Ti Pb Zn ル卜分

60. 10. 14 ~ 15 186 11 9.3 0.12 5.5 0.009 8.6 0.69 0.03 0.35 

15 ~ 16 228 22 9.4 0.14 6.2 0.011 8.4 O. 79 0.05 0.46 

16 ~ 17 215 40 8.3 0.10 4.3 0.009 6.4 0.54 0.06 0.46 

17 ~ 18 144 11 7.0 0.08 3.8 0.007 5.5 0.53 0.02 0.49 

青森市役所
18 ~ 19 184 13 11 0.08 5.2 0.009 7.9 0.80 0.03 042 

61. 3.17~ 18 70 5.4 2.0 0.03 1.1 < o. 008 1.4 < 0.4 ぐ 0.02 0.06 

18 ~ 19 3.510 250 120 2.8 92 0.066 63 9. 7 O. 35 0.84 

19 ~ 20 1.550 106 70 1.2 52 0.035 50 5. 5 O. 24 0.41 

20 ~ 21 85 11 3. 2 0.04 1.5 < 0.008 1.8 く O.4 < 0.02 0.06 

青 森 市
21 ~ 22 136 11 5.4 0.08 3.6 く0.008 5.0 < 0.4 < 0.02 0.07 

60.10. 14 ~ 15 62 3. 6 4.2 0.03 1.7 0.004 2.6 0.20 < 0.01 0.07 

15 ~ 16 回 7.2 3.8 0.04 1.8 0.009 ?9 O. 21 0.03 0.15 

16 ~ 17 128 83 3.7 0.04 1.8 0.007 2.6 0.20 0.03 0.15 

17 ~ 18 69 4. 3 4.5 0.04 1.9 0.006 3. 2 O. 27 < 0.01 0.09 

堤小学校
18 ~ 19 73 13 4. 2 0.01 1.4 0.005 2.3 O. 38 0.01 0.07 

61. 3. 17 ~ 18 28 < O. 2 0.5 < 0.01 0.3 < 0.004 0.4 く O.2 < 0.01 0.04 

18 ~ 19 952 62 39 0.66 27 O. 013 26 2. 7 0.09 0.15 

19 ~ 20 133 6. 7 6.0 0.11 3.6 く 0.004 5.5 0.39 0.01 0.04 

20 ~ 21 14 1.4 0.2 < 0.01 0.1 < 0.004 く O.1 く 0.2 0.03 0.03 

21 ~ 22 15 < 0.2 0.1 < 0.01 0.1 < 0.004 0.1 < 0.2 く 0.01 < 0.01 
60.10. 14 ~ 15 116 5.8 6.6 0.06 3. 9 0.007 6.4 0.47 O. 01 0.17 

15 ~ 16 147 8.3 6.9 0.12 4.8 0.009 7.2 0.60 0.03 0.26 

16 ~ 17 123 8.6 6. 1 0.06 3.6 0.008 6.0 0.38 0.04 0.19 

17 ~ 18 60 2.5 3.4 0.03 1.8 0.004 2. 7 O. 18 < 0.01 0.08 

弘 目IJ 市 弘前警察所
18 ~ 19 160 10 8.6 0.11 4.9 0.007 8.0 0.56 0.03 0.50 

61. 3. 17 ~ 18 114 6. 9 2.9 0.06 3. 7 < 0.008 4.5 < 0.2 < 0.02 0.01 

18 ~ 19 1.680 96 76 1.2 69 0.008 49 6.6 009 0.28 

19 ~ 20 849 50 44 O. 72 43 < 0.008 39 3.6 0.05 0.21 

20 ~ 21 86 3. 4 5.6 0.10 4‘6 く 0.008 5.3 < 0.2 < 0.02 0.03 

21 ~ 22 904 51 39 O. 72 37 < 0.008 39 4. 3 0.04 0.13 

注1)ベンゼン抽出物質として分析



単位 (μ9/m3)

市 区 分 調査地点 調査年月日 粒径(μm) 浮粉じ遊ん
アスフ了

Ca Mn Fe Ni Af， Ti Pb Zn 
ルト分

7.0以上 85 4.3 4.5 0.06 2.4 0.003 3.8 0.35 0.014 0.20 

60. 10. 14 3. 3 ~ 7.0 26 1.7 2.8 0.02 0.8 < 0.002 1.3 0.09 く 0.005 0.048 

2. 0 ~ 3. 3 8 0.4 1.9 0.005 0.1 < 0.002 0.6 0.01 < O. 005 0.016 

10. 19 1. 1 ~ 2.0 8 2.2 1.6 0.004 0.1 < 0.002 0.5 0.01 < O. 005 0.025 

1.1以下 40 7.3 0.7 0.10 0.2 0.002 O. 7 0.03 0.010 O. 12 
主円主 森 市 青森市役所

7.0以上 468 30 15 0.23 9.3 0.007 12 1.2 0.041 0.069 

61. 3. 17 3. 3 ~ 7.0 87 6.2 3.4 0.06 1.8 < 0.002 2.9 0.15 0.006 0.016 

2. 0 ~ 3.3 43 3.5 1.7 0.02 1.0 < 0.002 1.4 O. 11 < 0.005 0.011 

3. 22 1. 1 ~ 2.0 25 2. 3 1. 1 0.01 0.3 く 0.002 0.4 0.11 く 0.005 0.004 

1. 1以下 115 11 3.0 0.05 1.7 < 0.002 2. 7 0.23 O. 013 0.032 

粒径別浮遊粉じん分析結果(ハイボリウムアンダ←センエアサンプラー法)

-
H
O
N
-

単位 (μ9/m')

市 区 分 調査地点 調査年月日 粒径(μm)状浮遊物粒子質 アスフ7 Ca Mn Fe Ni Af， Ti Pb Zn 
ルト分

60.10. 14 ~ 19 50 21 2.8 0.02 0.6 く0.05 O. 1 ぐ 2 く 0.1 0.18 

青 森 市 青森市役所 10 以下

61. 3. 17 ~ 22 110 20 4.6 0.07 3.5 < 0.05 3.9 ぐ 2 ぐ 0.1 0.07 

浮遊粒子状物質分析結果(サイクロン付ローボリウムエアサンプラ一法)



単位 (t/吋/月)

調査 貯水量 溶解性成分 不 溶 解 性 成 分
市区分 月

(mt/月)総
量

息旦 アスフ分ァ地点 全 量 pH 全 ルト
Ca Mn F e Ni AO Ti P b Zn 

60.4 2510 45.09 1. 88 7.9 43.21 1. 49 4.12 0.044 1. 99 0.0005 2. 72 0.24 0.011 0.022 

5 5660 38. 15 3. 11 8.6 35.04 O. 77 3. 34 0.036 1. 66 0.0005 2.11 0.20 0.013 0.023 
中
6 3100 20.93 3. 73 7. 9 17.20 0.32 0.98 0.018 0.89 0.0003 1. 29 0.11 0.0035 0.013 

青
7 8010 16.51 2. 74 7.4 13.77 O. 29 0.90 0.013 0.75 0.0002 O. 99 0.079 0.0046 0.010 

央
8 

9 4390 8.97 2.21 7.4 6. 76 O. 16 0.70 0.006 O. 35 <0. 0001 O. 55 0.046 0.0027 0.0070 
森 派

10 83∞ 13.33 2.71 6.8 10.62 O. 23 0.76 0.009 O. 39 <0. 0001 O. 78 0.064 0.0049 0.0090 

11 14490 27.54 10.57 6.6 16. 97 O. 58 1. 11 0.016 0.80 0.0002 1. 31 0.084 0.0046 0.011 
出
12 18370 47.95 11. 52 7.0 36. 43 0.68 1. 35 0.027 1. 18 0.0004 1. 98 0.042 0.0047 0.015 

市
61. 1 3400 19.76 3.87 6.5 18. 90 0.28 1. 35 0.014 0.72 く0.0001 1. 44 O. 12 0.0035 0.0057 

所
2 

3 3650 105.70 4. 52 7.9 101. 18 4. 94 5.38 0.096 4.17 0.0011 4.46 0.42 0.012 0.031 

60.4 1720 50. 11 1. 24 7.8 48.87 1. 41 2.67 0.049 2.33 0.0002 3. 75 0.20 0.0020 0.013 

5 5320 17.89 1. 21 7. 3 16.68 0.28 0.85 0.017 0.81 0.0001 1. 41 0.11 0.0021 0.0068 
弘

6 5200 10.79 0.57 7. 3 10.22 0.12 0.69 0.009 O. 45 <0. 0001 0.83 0.044 0.0020 0.0034 
弘

7 5900 12.64 2. 32 7.6 10.32 O. 16 0.62 0.008 0.44 <0.0001 0.77 0.060 0.0017 0.0039 
前
8 2060 6.41 0.77 7.4 5.64 0.05 0.53 0.005 0.28 <0.0001 0.44 0.031 0.0012 0.0029 

9 4880 10.40 1. 41 7. 1 8.99 O. 11 0.67 0.008 0.43 く0.0001 O. 76 0.055 0.0014 0.0040 
日IJ 警

10 10980 9.25 1. 46 6.5 7. 79 0.13 0.66 0.008 0.34 0.0004 O. 79 0.055 0.0016 0.0033 

11 8750 21. 56 5. 73 6. 6 15.83 0.63 1. 12 0.014 0.76 <0.0001 1. 26 0.10 0.0032 0.0038 
察
12 11410 35. 78 5.68 6.9 30. 10 1. 60 1. 63 0.026 1. 28 0.0001 1. 95 O. 13 0.0039 0.0072 

市
61. 1 20770 20.02 6.01 6. 7 14.01 O. 73 0.90 0.014 O. 75 <0.0001 1. 08 0.080 0.0030 O.∞37 

署
2 7850 15.86 3. 79 6. 7 12.07 0.64 O. 79 0.011 O. 63 <0. 0001 0.87 0.066 0.0020 0.0027 

3 45叩 126.29 3.64 7.9 122.65 5.38 5.60 O. 126 5.41 0.0008 4.85 0.61 0.0035 0.024 

トゲージ法)(デポジッ降下ばいじん分析結果
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単位 (μ9/9)

市区分 調査地点 調査年月日 アスフアルト分 Ca Mn Fe Ni A-e Ti Pb Zn 

青森市 青森市役所
60.10.14 22900 36600 888 50400 20 58000 6520 126 916 
61. 3. 17 38000 49200 744 3旬。。 14 60800 4840 81 192 

弘前市 弘前警察署
60.10.14 12300 32300 1150 67600 10 68800 7520 78 280 
61. 3.17 55900 45200 856 52800 7 66400 5000 46 140 

黒石市 黒石神社前
60. 10. 14 22200 36600 1150 70000 12 65200 7560 119 292 
61. 3.17 21900 36印O 1220 68800 12 66400 7720 97 276 

五所川原市 西北五病院前
60. 10. 14 19300 32300 1000 58800 17 66400 7360 73 452 
61. 3. 17 35700 36600 1040 56400 14 61600 5400 68 240 

むつ市 東和電材前
60. 10.24 6700 45200 1080 61200 13 72400 6440 76 496 
61. 3.18 14600 45200 1140 65200 13 68800 6280 60 168 

果結析分砂土積堆路道

l
H
O品

l



放射性降下物に係る調査結果

① 降水，降下物の全ベータ放射能(青森市)

測定*
降水(皿量)** 放射能Ci濃/度* 降下量**

年月 回数 (pCi/s) (mCi /knl) 

60.4 7 33. 0 ND ~18 O. 20 

5 7 77. 5 ND ~20 O. 48 

6 5 39. 5 ND ~62 O. 61 

7 14 122. 0 ND ~46 O. 72 

8 10 77. 0 ND ~20 O. 33 

9 5 48. U ND O. 20 

10 13 105. 0 ND ~28 O. 66 

11 17 153. (1 ND ~57 4. 7 

12 21 128. 5 ND ~46 2. 4 

61. 1 20 107. 0 ND ~68 2. 8 

2 18 96. 5 ND ~87 1. 7 

3 9 21. 0 ND ~84 O. 98 

* 定時採取による降雨ごと
**大型水盤による一ヶ月ごと

(2) モニタリングポストによる空間線量(青森市) (単位:CPS)
50. 61. 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 3 

平均 7. 2 7.3 7.3 7.6 7.5 7.6 7.6 8.4 6.8 6. 1 4.5 5.0 

最高 10.0 11. ，) 9.0 15.0 12.5 10.5 16. 0 16.0 14.0 15. U 11. 0 9.0 

最低 6.0 6.0 6.5 6. 5 6.5 7. 0 6.5 6. 5 4.5 3.5 3.0 3.0 

⑨ サーベイメータによる空同線量率(青森市) (単位 :μR/ん)

測定年月日 60. 4. 16 60. 5. 13 60. 6. 5 60. 7.25 60. 8. 19 60. 9 20 

測定結果 4.0 5.2 4. 2 3.8 4.0 4. 2 

測定年月日 60.10. 18 60. 11.22 61. 2 4 61. 2. 25 61. 3. 7 61. 3.28 

測定結果 4.4 4.2 3.5 3. 2 3.3 3.2 
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④ 各種試料の全ベータ放射能

試 来ヰ 名 採取地点 採取年月日 放射能濃度(含K)

上水舵口:水) 青森市 60. 6. 5 N D 

" " 60. 12.17 N D 

土 壌 。 60. 7.25 

0....... 5cm 310 (mCi /kni) 

5....... 2 Ocm 760 " 

土 壌 むつ市 60. 8. 5 

0....... 5cm 770 (mCi /kni) 

5....... 2 Ocm 1， 300 " 
日常食 青森市 60. 6. 19 O. 94 ( p Ci / '9 生)

" " 60. 12.23 1. 1 ( " 

原 乳 " 60. 8.28 1， 400 (pCi/ o ) 

" " 61. 2.25 1， 200 " 

大 根 三戸町 60. 11. 22 1. 6 (pC i/9 生)

キャベツ " H 1.9 ( " 
。 むつ市 60. 11. 7 1.5 ( " 

ジャガイモ " 60. 8. 5 2.9 ( " 
米 弘前市 61. 1. 31 0.61 ( " 

海 水 むつ市関根浜沖 60. 5.28 1. 4 (pCi/ o ) 

" 陸奥湾 60. 8. 5 0.96 ( " 
海底士 むつ市関根浜沖 60. 5.28 3.8 (pCi/ 9 乾土〉

" 陸奥湾 60. 8. 5 16 " 
ホタテ貝 " 60. 11. 7 3.1 (pCi/ 9 生)

カレイ "ν 60. 11.20 2.8 ( " 
ムラサキイガイ むつ市関根浜沖 60. 6.24 2.6 ( " 
ホンダワラ " 60. 5.14 10 " 

" 深浦町(沖) 60. 6. 1 6.5 ( " 

、.ノ=
市
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森
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乳
=
年
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』
=
取
一
民

⑤
=
採
一
問沼似

60.11.28 

ND 

@ 農産物、海産物中の放射性核種濃度

担。 定 値 (pC i/kg生)
試料名 採取地点 採取年月日 90Sr 137 Cs 

大 根 三戸町 60. 11. 22 6.3 N D 

キャベツ " " 11 5.6 

ホタテ貝 陸奥湾 60. 11. 7 N D N D 

カレイ " 60. 11. 20 N D N D 

ホンダワラ 深浦町 60. 6. 1 N D N D 
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原子力船「むつ」に係る調査結果

①モニタリングポストによる空間線量率(むつ保健所敷地内〉 〔単位 :μR/ん〕

月
60. 61. 
4 5 6 7 8 9 10 11 12 2 3 

平 均 1.部 1. 96 1. 95 2.17 1. 96 2. 10 2. 07 2. 25 1. 78 1. 55 1. 14 1. 10 

最 高 2.93 4.23 3. 50 5. 78 4.95 6.95 5.58 5. 70 4.86 4.85 3. 90 3. 22 

最 {丘 1. 15 1. 62 1. 70 1. 70 1. 65 1. 70 1. 52 1. 50 1. 05 0.91 0.67 0.68 

@サ ベイメータによる空間線量率 〔単位 :μR/ん〕

担U 定 事吉 果

地 区 測定地点

60. 5. 28 60.11. 26 

第三田名部小学校 4. 2 5.1 

田名部中学校 4. 1 5.0 

i日 名 部 神 社 4.1 4. 7 

「むつ」定係港周辺

文京町児竜公園 4. 3 5.0 

むつ市営グランド 4.1 4. 9 

小荒川浄水場 4.5 4.6 

60. 5. 15 60. 8. 20 60. 11. 26 61. 2. 20 

関 恨 1呆 育 月庁 4.1 4.1 4.8 3. 6 

浜関根集会所 3.9 3. 9 5.0 3. 7 

|羽 恨 浜 地 [，( 

美 )1¥ 河 口 3.6 3. 7 3.9 3. 7 

J.K )'11 日 4.4 4. 7 5.1 4.0 
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③環境試料中の放射能

調

地区 調査試料 調査地点 採取年月日
全 β 放射能

海 水 原研海水モニタ付近 60. 5.15 1.3 

11 60.11. 7 1.2 

大 湊 湾 60. 5. 15 1.5 

11 60.11. 7 1.4 

海底土 「むつ」 船 但1 60. 5. 15 
一一寸

原研海水モニタ付近 11 13(1.5) 

む 11 60.11: 7 13(1.9) 

ペコ
大 湊 湾 60. 5. 15 9.6 (1. 6 ) 

11 60.11. 7 13 (1. 3 ) 
し一

ホタテ貝 むつ市漁協沖 60. 5. 15 2.4 (0.20) 

定 11 60. 8. 3 1. 8 (0.11) 

係
11 60. 11. 7 3.1 (0.48) 

11 61. 2.20 2. 6 (0. 43) 
港

むつ市域ケ沢沖 60. 5. 15 2.7(0.49) 

周 11 60.11. 7 2. 4 (0. 34) 

辺
カレイ むつ市漁協沖 60. 5. 15 3. 1 (-0.52) 

11 60.11. 7 3.2(0.35) 

ナマコ むつ市漁協沖 60. 5. 15 0.69 (0. 18) 

11 60. 11. 7 0.62 (0.08) 

アマモ τ戸全企三 崎 湾 60. 5. 15 1.8 (0.43) 

λア 60.11. 7 3.0 (0.86) 

海 水 関根浜漁港沖 60. 5.28 1.4 

関
海底土 関根浜漁港沖 60. 5.28 3.8 (0.82) 

コンブ 関根浜漁港沖 60. 5. 14 11 (1. 0 ) 
根

11 60.11. 6 9.1 (0.26) 

浜 上 水 前浜地区簡易水道場 60. 5.15 2.0 

地
λY 60.11. 7 o. 78 

キャベツ 北 関 根 60.11. 7 1. 5 (0.06) 
区
松 葉 関根浜黒松地区 60. 5. 15 2. 5 (0. 95) 

11 60.11. 7 2. 9 (0. 73) 

注)測定方法

(1)全 β放射能 海 水:鉄バリウム共沈法

海底土:直接法〈塩酸抽出法)

生物試料:直接法いOKの寄与を差引いた値)

(2) 放射性核種 Ge半導体検出器による r線スペクトロメ卜リ
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査 結 果

単
放射性核種

位 単 位。OCo 137CS 

pCi/O 

11 

11 

11 

ND 85 pCi/Iψ乾土

pCi/9乾土

11 

11 

11 一

pCi/9生 ND ND pCi/kg生

11 

Fノ

11 

pCi/9生 ND ND pC i，/kg生

11 ND ND 11 

pCi/9生

11 

pCi/9生

11 

pCi/9生

11 

pCi/O 

pCV9乾土 ND ND pCifi銃土

pCi/9生 ND ND pCi/匂生

11 

pCi/O 

Fノ

pCi/9生 ND 3.2 pCi/匂生

pCi/9生 ND 3.4 pCiパψ生

11 ND 2.3 11 



海水浴場水質調査結果(開設前)

名
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油分等
(時/ぶ)

くO.5 

<0目5

くO.5 
<0. 5 

<0.5 
(0.5 

<0目 5
<0. 5 

油膜

無
H

H

M

W

M

M

M

H

H

一無
H

H

M

M

H

H

H

M

H

一無
H

H

M

M

M

H

H

H

H

一無
H

H

N

透明度

全透

全透

全透

全透

色相ふん便性

宅宇水温 ・ 大腸菌群数 C 0 D 
℃) CC) 臭気(個/100m 1) (7119/1-) 

くもり 15. 0 11. 0 共に無 2 0.6 8. 1 
16.0 5 0.7 
15. 0 10. 5 40 0.8 
16.0 11.0 5 0.7 
15.0 10.5 28 0.8 
16.0 11.0 3 0.7 
15.0 19 0.8 
16.0 11.5 6 ~ 7 
15.0 11.0 36 0.6 
16.0 12.0 4 1.2 8.2 

はれ 21. 0 16. 0 共に無 5 1.0 8.2 
20.0 17.0 0 
21.0 16.0 0 1.2 8.1 
20. 0 15. 0 0 1. 1 8. 2 
21. 0 0 8. 1 
20. 0 0 1. 0 8. 2 

ν21.0  1.1 8.1 
20.0 16.0 0 0.9 8.2 
21. 0 15. 5 0 1. 3 
2O. 0 16. 0 1. 0 

はれ 17.0 16.0 共に無 5 1.1 8.2 
19. 0 17. 5 0 1. 4 
17.0 15.5 230 1. 7 8. 0 
19. 0 17. 0 9 1. 5 8. 2 
17.0 16.0 52 1.7 
19.0 17.0 1.6 
17.0 16.0 30 1.4 
19. 0 17. 0 4 1. 7 
17. 0 15. 5 16 1. 8 
19.0 18.0 21 

くもり 18. 0 16.0 共に無 2 1. 3 8.2 
16. 5 16.3 0 1. 5 8. 3 
18.0 16.0 5 1. 6 8.2 
16. 5 0 1. 8 8. 3 
18. 0 6 1. 5 8. 2 
16. 5 2 
18.0 0 1. 6 
16. 5 16.2 0 
18.0 16.0 1.5 
16. 5 16. 2 2 1. 4 

油膜が認められない場合、油分等は当該水浴場の代表 1地点、において実施した。

H
 
ny 

!畏天採水深度
(m) 

O. 5 

0.5 

0.5 

0.5 

(注)
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私たちの名水に係る水質検査結果

〕~ート止とff 冷水ッ コ 湧 日コ ほ 岩木山神社

採 水 月 日 60年 10月21日 60年10月21日 60年10月21日

気 温 CC) 15 14 13 

水 温 CC) 11 10 8 

アジモニア性窒素(吃令) <0.04 <0.04 <0.04 

硝亜酸硝性酸窒性素窒及素び 〈略合) 7.70 0.06 0.17 

塩素イオン(略争) 64 27 14 

有ン機酸物カ等リウGムE消マ費ン量ガ)C吃合 ) 3.0 0.6 0.3 

一 般 細 菌 (1mt中) 120 O 6 

大 腸 菌 群 陽 性 陰 性 陰 性

pH 値 6.7 6. 7 6.5 

鉄 (略含) <0.03 <0.03 <0.03 

土壌汚染概況調査結果

採 取 Cd As Cu 
検 体 名 採取年月日

地域地点 ln9/kg 時/kg 時/kg

西 ぷ五 60. 9. 18 0.2 1. 28 7.5 

目 必 2 <0.2 0.59 2.0 

屋 必 3 0.3 1. 51 4.8 

水 田 村 必 4 0.3 2.23 11 

土 壌 本目 ぷ丘 60. 9. 18 0.9 1. 33 12.7 

馬 メ伝 2 0.6 1. 37 10.2 

キオ 必 3 2. 1 1.7 16 

斤6 4 1.9 1. 45 2.7 

西 ぷ6 60. 9. 18 <0.05 

目 ノ彪 2 <0.05 

屋 必 3 <0.05 

玄 米 村 ぷ4 4 <0.05 

相 ぷ6 60. 9. 18 <0.05 

，馬 ぷ6 2 <0.05 

村 必 3 <0.05 

ぷti 4 <0.05 

注) 水田土壌及び玄米の分析は農用地土壌汚染防止法に準拠
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早瀬野ダム周辺農用地等調査結果(水質)

Mn 
溶解性
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溶解性
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11 : 02 

10 : 15 
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4 

5 

1.0 

1.3 9.7 7.0 

7.2 

2.80 
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10 : 25 
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くもり 18.3

れ沼.0

れ 14.0
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14.0 

22.0 vi 

11 : 30 60・6・12
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1.3 9.8 7.0 1.10 )30 11.0 は

くもり 19.0
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11 : 59 
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16.0 

10: 55 

24.0 

12: 35 

13: 07 は

60・6・12

60・8・29

橋黒羽

1.6 11.0 7.6 3.90 )30 12.0 れ 14.0』ま60・10021

16.0 くもり 19.0

くもり 31.5

れ 17.5

11 : 15 
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0.05 0.15 0.001 <0.005 <0.01 5 1.1 8.7 7.8 2.00 )30 24.3 13: 37 60・8・29
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7.5 3.10 )30 無12.0 』ま11 : 09 60・10・21

DO---Mn溶解性までの単位は時/o

平野橋付近のダム湖水

o. 97 x 10 -3 m'/秒

注)

※1 

※2 



早瀬野ダム周辺農用地等調査結果(底質、水田土壌および玄米)

採取年月日 性状 Cd Cu 

(l119/kg) 
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10 
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12 

As 
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1.4 

11 

4. 9 

4 

2. 3 

1.0 

2. 4 

4. 2 
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2. 7 

2.4 

1.6 

2. 4 

Pb 

(l119/kg) 
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31 

45 

27 

24 
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0.86 
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0.19 
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0.33 
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果

採取地点名 Cu 
(11穆/g)

0.027 
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(11拶/g)
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宿

候天採取年月日

7.00 無色無19.5 23. 0 れは6. 18 60. 
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0.060 λY 2 6.43 11 12.7 21. 5 

く 0.001< 0.001 > 30 無色無60. 0.019 <1 6.67 17.0 25.0 6. 18 

8. 20 0.025 0.001 ，γ か6.96 23.0 27.5 
工首頭平狸

0.016 く0.001" 6.87 21. 5 27.0 4 9. 

0.075 2 7.01 " 13.0 20.2 くもり9 10. 

検体の種別外 観

浸出水黄濁色

浸出水・底泥泥・黄褐色

浸出水無色

浸出水・底泥剤梶・褐色

浸出水 (nザ/.e) 底泥 (μgパψ乾泥)

ただし、 pHは無次元、又強熱減量については(%)
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